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軽音楽部の諸活動を通して、若い人材を育てる

①軽音楽部の学校内外における認知向上を図る
②社会や地域貢献を視野に入れた部活動の提案
③生徒による自主自立した部活動運営の支援

　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が軽音楽を通して様々なことを学んでい

ます。それは軽音楽部の「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、「コミュニケー

ション（意思伝達）」「クリエイティビティ（創造力）」「チームワーク（協働）」「エンターテインメント（顧

客満足）」といった社会で必要とされるスキルを育てることができる部活動であると認知されてきたから

だと思います。

　私たちは、支援活動を推進するには公平性と中立性を保ちながら、情報公開を通じて広く一般の方の

賛同を得ることができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、当協会を設立しました。

これまでにも、情報誌の発行、大会や合同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生徒や顧問への

各種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行ってきました。今後も不特定、かつ多

数の公益に寄与しながら、軽音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。

ご支援いただいている特別賛助会員の皆様（敬称略／順不同）

株式会社ミュージックネットワーク
公益財団法人かけはし芸術文化振興財団
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愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部

第7回 高等学校軽音楽コンテスト中部大会 グランプリ「Lattice Y」

瑞陵高校軽音楽部は光栄なことに今年度「Lattice Y」、「餃子定食」といった 2
年生のバンドが大会で大きな賞をいただきました。日頃の活動としてはシャフバ
ン（バンドのメンバーをシャッフルしたバンド）が従来とは違う方向性で活動を
始めました。これにより、参加するライブの規模も種類も多様になっています。
さらには瑞陵高校軽音楽部が主体となって主催するライブも行うなど、その活動
はますます多岐にわたるようになりました。1年生もこうした先輩たちに刺激を
受けて、精力的に活動しつつあります。今後も技術をより高め、大いに楽しみな
がらしっかりと活動していきたいです。

本大会では前回大会よりもさらに挑戦的な選曲で挑みます。ですが、前回大会以降、
メンバー全員いろんなところで貴重で、時に面白みのある音楽の経験をしたので、
それをバネにして前回大会のハードルを飛び越えたいです。

11　進む、部活動の地域移行
　　日本部活動学会 第6回大会 レポート

　　高等学校軽音楽部活動の大会成績と活動実態の関係の考察
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　4月から高校1年生、軽音楽部員になった新入部員の皆さん、

こんにちは。全国学校軽音楽部協会というNPO法人の理事長

で、本誌編集長を務める三谷佳之です。いろいろなシーンで軽

音楽部員の皆さんと接点があるかと思いますので、以後お見知

り置きを…微笑。

　さて、お正月と 4 月になるといつも感じることですが、「暦」

を発明というか、開発をした人はとても偉いな…と思うのです。

朝日が昇り、日が暮れることで 1 日を感じたり、四季の移り変

わりで 1 年を感じることは太古の昔からあったでしょうし、人

間だけでなく、地球上の生物も感じていると思いますが、人類

には「暦」が生まれました。1 日や 1 年で「新しく」なるとい

う概念を考えたことが素晴らしいと思います。心機一転という

言葉がありますが、暦が新しくなることで年号やカレンダー、

ダイアリーが変わり、ほぼ自動的に…というか他動的に、心機

一転することができるシステムがあります。高校生の皆さんも

進学、進級という環境変化が起きるのも「暦」があるからです

よね。人類だけが持つ「暦」をうまく利用することで、新しい

ことにチャレンジしたり、今までと違った自分になったり、今

までの自分を高めたりすることができます。ぜひ、この人類の

叡智と言える「暦」をうまく活用してください。

　各校の軽音楽部の日常のことは先輩から教わると思いますの

で、私からは軽音楽部の持つ「可能性」について少し話をさせ

てください。軽音楽部は学校に認められた部活動の 1 つで、部

活動は学校教育の一環と言われています。「部活動としての軽音

楽部」はロックスターを生むことが目的ではなく、仲間と協力

して、共通の目標に向かって取り組むことを学ぶ場と言えます。

好きな音楽や趣味が違う仲間が集まったバンドでは練習曲を決

めるだけでも主張と妥協を繰り返す「コミュニケーション」が

必要になり、やっとの思いで練習曲が決まったら、個人練習と

バンド練習を繰り返し、演奏はバンド全体（チームワーク）で

評価されます。また、演奏表現のためには想像力（クリエイティ

ビティ）を駆使して、演奏を聴いてくれる人に楽しんでもらえ

るように（エンターテインメント）演出を考えます。この 4 つ

のスキルは社会に出た際に役に立つ能力で、軽音楽部はそれら

を日常的に学べる素晴らしい部活動と言えます。ぜひ、音楽や

バンド活動を通して、人として成長してください。

　では、また来月号で…。

特定非営利活動法人全国学校軽音楽部協会 理事長
日本部活動学会（JASECA） 理事
株式会社ミュージックネットワーク 代表取締役
mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani YouTube

チャンネル
軽音協 軽音楽部Magazine

VOL.61 電子版

編集長　三谷佳之

From Chief-In-Editor

暦で心機一転
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■北海道 ----------------------------------------------------------------
6187 旭川市 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190 旭川市 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239 旭川市 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240 旭川市 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233 虻田郡 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246 伊達市 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465 磯谷郡 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221 河西郡 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259 岩見沢市 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350 空知郡 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
9516 釧路市 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266 釧路市 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281 厚岸郡 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450 厚岸郡 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186 江別市 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287 根室市 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197 札幌市 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199 札幌市 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201 札幌市 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203 札幌市 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292 札幌市 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321 札幌市 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218 札幌市 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455 札幌市 北海道芸術高等学校 軽音部
6303 札幌市 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296 札幌市 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300 札幌市 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305 札幌市 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308 札幌市 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312 札幌市 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313 札幌市 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316 札幌市 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320 札幌市 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322 札幌市 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475 札幌市 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391 山越郡 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193 室蘭市 海星学院高等学校 軽音楽部
6334 室蘭市 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210 小樽市 小樽明峰高等学校 軽音部
6213 小樽市 双葉高等学校 音楽同好会
6340 小樽市 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342 小樽市 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343 小樽市 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339 小樽市 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425 上川郡 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214 帯広市 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381 滝川市 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232 中川郡 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426 中川郡 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195 中川郡 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529 苫小牧市 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405 苫小牧市 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209 函館市 市立函館高等学校 軽音楽部
6222 函館市 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416 函館市 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420 函館市 北海道函館中部高等学校 LMC（軽音楽部）
6423 美唄市 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424 美唄市 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388 標津郡 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231 幌泉郡 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460 紋別郡 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451 勇払郡 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471 礼文郡 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 ---------------------------------------------------------------- 
4457 むつ市 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463 五所川原市 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466 五所川原市 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479 弘前市 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478 弘前市 弘前東高等学校 ギター部
4470 弘前市 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480 黒石市 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4499 西津軽郡 青森県立鰺ヶ沢高等学校 音楽部
4501 青森市 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509 青森市 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531 八戸市 向陵高等学校 軽音楽部
4522 八戸市 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530 八戸市 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526 八戸市 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533 平川市 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
4535 北津軽郡 青森県立板柳高等学校 ギター部
■岩手県 ---------------------------------------------------------------- 
9536 一関市 一関工業高等専門学校 軽音楽部
4545 一関市 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538 一関市 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549 奥州市 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553 奥州市 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558 花巻市 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567 岩手郡 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593 盛岡市 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486 盛岡市 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587 盛岡市 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589 盛岡市 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594 盛岡市 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598 盛岡市 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602 盛岡市 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599 盛岡市 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603 盛岡市 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ---------------------------------------------------------------- 
4630 秋田市 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633 秋田市 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635 秋田市 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634 秋田市 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
■宮城県 ---------------------------------------------------------------- 
4680 遠田郡 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682 塩竈市 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687 刈田郡 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693 気仙沼市 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部
4691 気仙沼市 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694 気仙沼市 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会
4697 宮城郡 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会

4698 宮城郡 宮城県利府高等学校 ギター部
4702 栗原市 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699 栗原市 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705 柴田郡 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716 石巻市 宮城県石巻工業高等学校 軽音楽部
4731 仙台市 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720 仙台市 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732 仙台市 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750 仙台市 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725 仙台市 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4719 仙台市 宮城県仙台第三高等学校 音楽部
4730 仙台市 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752 仙台市 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726 仙台市 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743 仙台市 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737 仙台市 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740 仙台市 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728 仙台市 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738 仙台市 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501 仙台市 聖和学園高等学校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729 仙台市 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723 仙台市 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722 仙台市 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746 仙台市 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754 仙台市 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747 仙台市 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724 仙台市 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739 仙台市 東北高等学校 軽音楽同好会
9523 仙台市 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス
4742 仙台市 明成高等学校 軽音楽部
4755 多賀城市 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756 多賀城市 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761 大崎市 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763 大崎市 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765 大崎市 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767 登米市 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771 登米市 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775 白石市 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774 白石市 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776 本吉郡 宮城県志津川高等学校 軽音楽部
4778 名取市 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4780 亘理郡 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ---------------------------------------------------------------- 
6496 山形市 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504 山形市 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532 山形市 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534 山形市 日本大学山形高等学校 音楽部
6508 酒田市 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519 鶴岡市 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497 天童市 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538 米沢市 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ---------------------------------------------------------------- 
6618 いわき市 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559 会津若松市 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593 会津若松市 仁愛高等学校 軽音楽部
6614 郡山市 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550 郡山市 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552 郡山市 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567 郡山市 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570 郡山市 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571 郡山市 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572 郡山市 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574 郡山市 福島県立湖南高等学校 音楽部
6603 田村市 福島県立船引高等学校 音楽同好会
6575 西白河郡 福島県立光南高等学校 テクノアートシンセサイザー部
6590 福島市 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637 福島市 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640 福島市 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ---------------------------------------------------------------- 
4950 千代田区 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947 千代田区 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040 千代田区 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954 千代田区 女子学院高等学校 軽音楽部
4956 千代田区 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942 千代田区 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949 千代田区 大原学園高等学校 軽音楽部
4946 千代田区 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948 千代田区 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941 千代田区 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940 千代田区 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057 千代田区 東洋高等学校 軽音楽部
4952 千代田区 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957 千代田区 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945 千代田区 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽部
4961 千代田区 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955 千代田区 雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
4065 中央区 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825 港区 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824 港区 広尾学園高等学校 軽音楽部
4826 港区 高輪高等学校 軽音楽部
4832 港区 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988 港区 正則高等学校 軽音楽部
4823 港区 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053 港区 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831 港区 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819 港区 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820 港区 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821 港区 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833 港区 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822 港区 麻布高等学校 軽音楽部
4830 港区 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874 新宿区 海城高等学校 軽音楽部
3979 新宿区 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883 新宿区 早稲田高等学校 軽音楽部
4884 新宿区 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869 新宿区 東京都立戸山高等学校 軽音楽部
4870 新宿区 東京都立新宿高等学校 軽音楽部
4872 新宿区 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871 新宿区 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875 新宿区 保善高等学校 軽音楽部
4878 新宿区 目白研心高等学校 軽音楽部

5073 文京区 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC部
5081 文京区 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090 文京区 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089 文京区 京華商業高等学校 ギター部
5087 文京区 京華中学高等学校 ギター部
5092 文京区 広尾学園小石川高等学校 軽音楽部
5086 文京区 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037 文京区 跡見学園高等学校 軽音楽部
5074 文京区 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051 文京区 中央大学高等学校 軽音楽部
5088 文京区 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078 文京区 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077 文京区 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075 文京区 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076 文京区 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085 文京区 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108 文京区 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091 文京区 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059 文京区 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980 台東区 岩倉高等学校 ギター同好会
4981 台東区 上野学園高等学校 軽音楽部
4978 台東区 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979 台東区 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016 台東区 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977 台東区 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127 墨田区 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122 墨田区 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5124 墨田区 東京都立日本橋高等学校 軽音楽部
5123 墨田区 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125 墨田区 東京都立本所高等学校 音楽部
5121 墨田区 東京都立両国高等学校 ギター部
3984 墨田区 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128 墨田区 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817 江東区 かえつ有明高等学校 音楽部
5050 江東区 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050 江東区 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060 江東区 中村高等学校 軽音楽部
4816 江東区 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810 江東区 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005 江東区 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814 江東区 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815 江東区 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812 江東区 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059 品川区 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053 品川区 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054 品川区 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055 品川区 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061 品川区 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043 品川区 品川女子学院 軽音楽部
4070 品川区 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981 品川区 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134 目黒区 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
5131 目黒区 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132 目黒区 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130 目黒区 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
5138 目黒区 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135 目黒区 目黒学院高等学校 軽音楽部
4068 目黒区 目黒日本大学中学校・高等学校 軽音楽部
4039 大田区 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055 大田区 東京高等学校 軽音楽部
4990 大田区 東京実業高等学校 軽音楽部
4985 大田区 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983 大田区 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982 大田区 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988 大田区 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984 大田区 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036 大田区 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061 大田区 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991 大田区 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908 世田谷区 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909 世田谷区 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928 世田谷区 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041 世田谷区 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042 世田谷区 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925 世田谷区 駒澤大学高等学校 音楽部
4920 世田谷区 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923 世田谷区 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917 世田谷区 国本女子高等学校 軽音楽部
4915 世田谷区 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部
4912 世田谷区 松蔭高等学校 音楽部
9449 世田谷区 世田谷区立桜丘中学校 軽音楽部
4921 世田谷区 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926 世田谷区 大東学園高等学校 軽音楽部
4052 世田谷区 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901 世田谷区 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922 世田谷区 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919 世田谷区 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905 世田谷区 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907 世田谷区 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983 世田谷区 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033 世田谷区 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904 世田谷区 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019 世田谷区 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902 世田谷区 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906 世田谷区 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916 世田谷区 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063 世田谷区 日本学園高等学校 軽音楽部
4927 世田谷区 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930 世田谷区 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854 渋谷区 関東国際高等学校 フォークロック部
3996 渋谷区 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855 渋谷区 渋谷教育学園渋谷中学高等学校 軽音楽部
4857 渋谷区 東海大学付属望星高等学校 音楽部
4850 渋谷区 東京女学館高等学校 軽音楽部
4030 渋谷区 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847 渋谷区 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985 渋谷区 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853 渋谷区 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849 渋谷区 國學院高等学校 ギター部
4062 中野区 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038 中野区 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部

5000 中野区 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995 中野区 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995 中野区 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994 中野区 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344 中野区 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996 中野区 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997 中野区 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999 中野区 堀越高等学校 軽音楽部
4046 杉並区 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893 杉並区 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895 杉並区 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980 杉並区 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008 杉並区 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889 杉並区 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891 杉並区 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4886 杉並区 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4890 杉並区 東京都立農芸高等学校 音楽部
4888 杉並区 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056 杉並区 東京立正高等学校 軽音楽部
4064 杉並区 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898 杉並区 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899 杉並区 立教女学院高等学校 音楽部
5098 豊島区 学習院高等科 フォークソング同好会
5104 豊島区 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106 豊島区 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096 豊島区 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023 豊島区 東京都立千早高等学校 軽音楽部
5093 豊島区 東京都立文京高等学校 軽音楽部
4058 豊島区 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097 豊島区 豊島学院高等学校 音楽部
4071 豊島区 豊南高等学校 軽音楽部
4072 豊島区 本郷中学・高等学校 軽音楽部
5109 北区 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117 北区 桜丘高等学校 軽音楽部
5118 北区 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115 北区 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116 北区 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781 北区 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111 北区 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002 北区 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107 北区 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999 北区 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114 北区 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836 荒川区 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835 荒川区 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509 荒川区 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834 荒川区 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044 板橋区 城北高等学校 軽音楽部
4049 板橋区 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054 板橋区 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020 板橋区 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006 板橋区 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044 板橋区 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046 板橋区 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043 板橋区 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045 板橋区 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052 板橋区 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152 練馬区 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143 練馬区 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147 練馬区 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017 練馬区 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004 練馬区 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148 練馬区 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149 練馬区 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025 練馬区 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145 練馬区 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
5151 練馬区 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971 足立区 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969 足立区 足立学園高等学校 軽音楽部
4962 足立区 東京都立江北高等学校 音楽村
4968 足立区 東京都立小台橋高等学校 軽音楽部
3997 足立区 東京都立青井高等学校 音楽村
4967 足立区 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964 足立区 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000 足立区 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001 足立区 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965 足立区 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963 足立区 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797 葛飾区 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011 葛飾区 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794 葛飾区 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796 葛飾区 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795 葛飾区 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4009 江戸川区 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010 江戸川区 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804 江戸川区 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803 江戸川区 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806 江戸川区 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805 江戸川区 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802 江戸川区 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790 あきる野市 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789 あきる野市 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792 稲城市 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791 稲城市 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793 羽村市 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839 国分寺市 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842 国立市 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013 国立市 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840 国立市 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843 国立市 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844 狛江市 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048 三鷹市 大成高等学校 ギター部
4845 三鷹市 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部
3993 三鷹市 法政大学高等学校 音楽部
4034 三宅島 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787 小笠原村 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861 小金井市 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858 小金井市 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860 小金井市 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989 小平市 錦城高等学校 軽音楽部
4015 小平市 東京都立小平高等学校 軽音楽部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手
数ですが、当協会までご一報ください。また、誌面に対するご意見・
ご要望などがありましたら下記までお寄せください。配布に関する費
用は一切、かかりません。

TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900 / info@keionkyo.org

全国の、軽音楽系部活動のある高等学校
2,040 校に無料配布しています。

配
布
校
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集
！
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3994 小平市 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4864 小平市 東京都立小平南高等学校 フォークソング部
4865 小平市 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026 昭島市 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784 新島村 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785 神津島村 東京都立神津高等学校 軽音楽部
4012 清瀬市 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933 西多摩郡 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936 西東京市 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992 西東京市 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938 西東京市 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937 西東京市 文華女子高等学校 軽音楽部
4003 青梅市 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939 青梅市 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973 多摩市 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972 多摩市 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783 大島町 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991 町田市 桜美林高等学校 軽音楽部
4007 町田市 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005 町田市 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003 町田市 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007 町田市 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006 町田市 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012 町田市 和光高等学校 ロック研究部
4018 調布市 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013 調布市 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024 調布市 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018 東久留米市 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017 東久留米市 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020 東村山市 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028 東村山市 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021 東村山市 日体桜華高等学校 軽音部
4073 東村山市 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022 東村山市 明法高等学校 軽音楽同好会
5023 東大和市 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029 日野市 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025 日野市 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035 八王子市 穎明館高等学校 軽音楽部
5040 八王子市 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982 八王子市 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047 八王子市 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041 八王子市 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504 八王子市 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042 八王子市 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033 八王子市 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029 八王子市 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027 八王子市 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032 八王子市 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066 八王子市 八王子学園八王子高等学校 ギター部
5064 府中市 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031 府中市 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062 府中市 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986 府中市 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063 府中市 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987 府中市 明星中学高等学校 軽音楽部
5067 武蔵村山市 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066 武蔵村山市 東京都立上水高等学校 軽音楽部
5069 武蔵野市 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070 武蔵野市 聖徳学園高等学校 軽音楽部
4035 武蔵野市 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072 武蔵野市 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021 福生市 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032 福生市 東京都立福生高等学校 ロック部
4045 立川市 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141 立川市 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022 立川市 東京都立立川高等学校 軽音楽部
5142 立川市 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ---------------------------------------------------------------- 
6780 横浜市 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786 横浜市 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813 横浜市 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890 横浜市 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891 横浜市 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865 横浜市 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900 横浜市 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911 横浜市 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149 横浜市 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850 横浜市 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148 横浜市 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844 横浜市 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851 横浜市 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852 横浜市 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876 横浜市 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151 横浜市 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758 横浜市 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141 横浜市 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799 横浜市 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797 横浜市 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
6781 横浜市 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782 横浜市 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779 横浜市 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792 横浜市 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145 横浜市 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785 横浜市 横浜市立桜丘高等学校 SBC部
6791 横浜市 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817 横浜市 神奈川県立光陵高等学校 LMC部
6835 横浜市 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910 横浜市 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776 横浜市 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083 横浜市 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902 横浜市 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 軽音楽部
6778 横浜市 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783 横浜市 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793 横浜市 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810 横浜市 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802 横浜市 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815 横浜市 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826 横浜市 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811 横浜市 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098 横浜市 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861 横浜市 清心女子高等学校 軽音楽部
6903 横浜市 武相高等学校 軽音楽部
6784 横浜市 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146 横浜市 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843 横浜市 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904 横浜市 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787 横浜市 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767 横浜市 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794 横浜市 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796 横浜市 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789 横浜市 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795 横浜市 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761 横浜市 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094 横浜市 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860 横浜市 星槎高等学校 軽音楽部
6790 横浜市 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129 横浜市 神奈川県立白山高等学校 ギター部
4095 横浜市 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部
4150 横浜市 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859 横浜市 神奈川県立瀬谷高等学校 フォークソング部
4115 横浜市 神奈川県立瀬谷西高等学校 軽音楽部
6829 横浜市 山手学院高等学校 軽音楽部
6775 横浜市 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089 横浜市 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899 横浜市 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107 横浜市 秀英高等学校 軽音楽部
4147 横浜市 神奈川県立横浜修悠館高等学校

6798 横浜市 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110 横浜市 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488 横浜市 桐蔭学園高等学校 軽音楽部
9453 横浜市 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142 横浜市 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831 横浜市 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894 横浜市 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106 横浜市 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765 横浜市 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846 横浜市 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874 横浜市 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
4122 横浜市 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6759 愛甲郡 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762 綾瀬市 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763 綾瀬市 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832 伊勢原市 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081 伊勢原市 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082 伊勢原市 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768 横須賀市 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771 横須賀市 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部
4140 横須賀市 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108 横須賀市 湘南学院高等学校 ギター部
6769 横須賀市 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772 横須賀市 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773 横須賀市 神奈川県立横須賀南高等学校 現代音楽部
6800 横須賀市 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6888 横須賀市 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889 横須賀市 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801 海老名市 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123 海老名市 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079 海老名市 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766 鎌倉市 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803 鎌倉市 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804 鎌倉市 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833 鎌倉市 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849 鎌倉市 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086 鎌倉市 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862 鎌倉市 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽部
4121 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893 茅ヶ崎市 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821 厚木市 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076 厚木市 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819 厚木市 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820 厚木市 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077 厚木市 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078 厚木市 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822 厚木市 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808 高座郡 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827 座間市 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105 座間市 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100 座間市 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909 三浦市 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828 三浦市 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760 小田原市 旭丘高等学校 軽音楽部
6836 小田原市 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837 小田原市 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087 小田原市 神奈川県立小田原東高等学校 軽音楽部
4114 小田原市 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880 小田原市 相洋高等学校 軽音楽部
6855 秦野市 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131 秦野市 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856 秦野市 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6857 逗子市 神奈川県立逗子高等学校 フォークソング部
6858 逗子市 神奈川県立逗葉高等学校 軽音楽部
4113 逗子市 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756 川崎市 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814 川崎市 桐光学園高等学校 ギター部
6823 川崎市 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834 川崎市 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847 川崎市 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112 川崎市 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863 川崎市 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080 川崎市 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869 川崎市 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092 川崎市 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093 川崎市 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119 川崎市 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117 川崎市 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144 川崎市 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913 川崎市 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914 川崎市 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870 川崎市 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084 川崎市 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871 川崎市 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872 川崎市 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873 川崎市 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116 川崎市 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128 川崎市 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139 川崎市 法政大学第二高等学校 音楽部
4099 相模原市 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130 相模原市 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091 相模原市 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842 相模原市 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090 相模原市 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111 相模原市 神奈川県立城山高等学校 軽音楽部
6853 相模原市 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102 相模原市 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4104 相模原市 神奈川県立相模原総合高等学校 軽音楽部
4143 相模原市 神奈川県立相模原弥栄高等学校 軽音楽部
6879 相模原市 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4074 相模原市 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4101 相模原市 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895 相模原市 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812 足柄上郡 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830 足柄上郡 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881 足柄上郡 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118 足柄上郡 立花学園高等学校 軽音楽部
6884 大和市 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885 大和市 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886 大和市 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887 大和市 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088 大和市 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085 中郡 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127 中郡 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097 藤沢市 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096 藤沢市 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109 藤沢市 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838 藤沢市 湘南工科大学附属高等学校 軽音楽部
6841 藤沢市 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839 藤沢市 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326 藤沢市 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136 藤沢市 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138 藤沢市 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137 藤沢市 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部
6866 藤沢市 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135 藤沢市 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896 藤沢市 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126 藤沢市 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075 南足柄市 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132 平塚市 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906 平塚市 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133 平塚市 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134 平塚市 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908 平塚市 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部
■埼玉県 ---------------------------------------------------------------- 

4232 さいたま市 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231 さいたま市 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659 さいたま市 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660 さいたま市 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241 さいたま市 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238 さいたま市 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668 さいたま市 開智高等学校 ギター部
4158 さいたま市 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161 さいたま市 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163 さいたま市 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166 さいたま市 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165 さいたま市 埼玉県立浦和西高等学校 MA部
4164 さいたま市 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160 さいたま市 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167 さいたま市 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168 さいたま市 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169 さいたま市 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162 さいたま市 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154 さいたま市 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155 さいたま市 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156 さいたま市 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724 さいたま市 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157 さいたま市 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725 さいたま市 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153 さいたま市 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159 さいたま市 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237 さいたま市 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236 さいたま市 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188 ふじみ野市 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206 羽生市 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240 越谷市 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207 越谷市 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209 越谷市 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210 越谷市 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211 越谷市 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208 越谷市 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259 越谷市 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177 桶川市 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258 加須市 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204 加須市 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217 吉川市 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220 久喜市 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221 久喜市 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676 狭山市 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191 狭山市 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249 狭山市 秋草学園高等学校 ロック部
4250 狭山市 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199 熊谷市 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198 熊谷市 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200 熊谷市 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175 戸田市 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179 鴻巣市 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180 鴻巣市 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685 坂戸市 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248 坂戸市 山村国際高等学校 軽音楽部
4152 坂戸市 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215 三郷市 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216 三郷市 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243 志木市 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683 志木市 細田学園高等学校 軽音楽部
4219 春日部市 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218 春日部市 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695 春日部市 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260 春日部市 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190 所沢市 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176 上尾市 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183 新座市 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244 新座市 西武台高等学校 軽音楽部
4245 新座市 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482 新座市 立教新座高等学校 音楽部
4201 深谷市 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部
4202 深谷市 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203 深谷市 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257 深谷市 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185 川越市 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184 川越市 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186 川越市 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク（軽音楽）部
6715 川越市 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187 川越市 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247 川越市 山村学園高等学校 軽音楽部
4246 川越市 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235 川越市 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172 川口市 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170 川口市 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173 川口市 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171 川口市 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212 草加市 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213 草加市 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182 朝霞市 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195 東松山市 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194 日高市 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224 入間郡 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263 入間郡 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711 入間郡 清和学園高等学校 軽音楽部
4262 入間郡 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192 入間市 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251 入間市 東野高等学校 軽音楽部
9498 入間市 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214 八潮市 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193 飯能市 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253 飯能市 自由の森学園高等学校 軽音部
6712 飯能市 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254 飯能市 大川学園高等学校 軽音楽部
4225 比企郡 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226 比企郡 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726 比企郡 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230 北葛飾郡 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228 北葛飾郡 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229 北葛飾郡 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264 北葛飾郡 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261 北足立郡 国際学院高等学校 軽音楽部
4178 北本市 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196 本庄市 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256 本庄市 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255 本庄市 本庄東高等学校 軽音楽部
4222 蓮田市 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174 蕨市 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242 蕨市 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ---------------------------------------------------------------- 
5156 旭市 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160 印旛郡 東京学館高等学校 軽音楽部
5162 浦安市 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5163 浦安市 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5168 我孫子市 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部
5166 我孫子市 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167 我孫子市 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169 我孫子市 中央学院高等学校 軽音部
5170 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176 館山市 千葉県安房西高等学校 軽音楽部
5178 君津市 千葉県立君津高等学校 ギター部
5180 君津市 翔凜高等学校 軽音楽部
5182 香取郡 わせがく高等学校 軽音楽部
5183 香取市 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部
5184 香取市 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部

5186 香取市 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187 佐倉市 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188 佐倉市 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193 山武市 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198 四街道市 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196 四街道市 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201 市原市 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202 市原市 千葉県立市原高等学校 音楽部
5204 市原市 千葉県立鶴舞桜が丘高等学校 音楽部
5216 市川市 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221 市川市 市川高等学校 軽音楽部
5218 市川市 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208 市川市 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207 市川市 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211 市川市 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220 市川市 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215 市川市 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219 市川市 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224 習志野市 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5235 松戸市 光英VERITAS高等学校 軽音楽同好会
5234 松戸市 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5228 松戸市 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230 松戸市 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229 松戸市 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236 松戸市 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237 成田市 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238 成田市 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240 成田市 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239 成田市 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247 千葉市 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270 千葉市 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271 千葉市 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261 千葉市 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248 千葉市 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5267 千葉市 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256 千葉市 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253 千葉市 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257 千葉市 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5259 千葉市 千葉県立千葉中学校・高等学校 フォークソング部
5245 千葉市 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258 千葉市 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251 千葉市 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272 千葉市 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268 千葉市 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246 千葉市 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262 千葉市 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263 千葉市 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280 船橋市 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273 船橋市 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274 船橋市 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281 船橋市 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275 船橋市 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5282 船橋市 千葉県立薬園台高等学校 軽音楽同好会
5283 船橋市 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285 船橋市 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286 船橋市 東葉高等学校 軽音楽部
5290 匝瑳市 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289 匝瑳市 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296 長生郡 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299 東金市 千葉学芸高等学校 軽音楽部
9533 柏市 わせがく高等学校 柏キャンパス 軽音楽部
5311 柏市 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308 柏市 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306 柏市 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301 柏市 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5302 柏市 千葉県立柏南高等学校 軽音楽部
5303 柏市 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312 柏市 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309 柏市 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316 八街市 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317 八街市 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321 八千代市 千葉英和高等学校 軽音楽部
5318 八千代市 千葉県立八千代高等学校 ギター部
5319 八千代市 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320 八千代市 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327 茂原市 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328 茂原市 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329 茂原市 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330 茂原市 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335 木更津市 暁星国際高等学校 音楽部
5331 木更津市 千葉県立木更津高等学校 軽音楽愛好会
5332 木更津市 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336 木更津市 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
9532 木更津市 木更津工業高等専門学校 軽音部
5333 木更津市 木更津総合高等学校 軽音楽同好会
5340 野田市 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337 野田市 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338 野田市 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339 野田市 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344 流山市 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽部
5345 流山市 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343 流山市 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ---------------------------------------------------------------- 
5346 かすみがうら市 つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351 つくば市 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5349 つくば市 茨城県立竹園高等学校 軽音楽同好会
5358 ひたちなか市 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359 ひたちなか市 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508 ひたちなか市 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361 稲敷郡 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364 下妻市 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366 笠間市 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370 牛久市 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373 牛久市 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5379 古河市 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384 古河市 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378 古河市 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383 古河市 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389 高萩市 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395 桜川市 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽愛好会
5396 鹿嶋市 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399 鹿嶋市 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400 取手市 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404 取手市 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402 取手市 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406 取手市 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407 守谷市 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408 小美玉市 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409 常総市 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410 常総市 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413 常陸太田市 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部
5427 水戸市 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420 水戸市 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426 水戸市 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423 水戸市 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425 水戸市 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531 水戸市 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421 水戸市 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429 水戸市 茨城高等学校 フォーク部
5431 水戸市 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
5435 水戸市 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438 石岡市 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453 土浦市 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446 土浦市 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447 土浦市 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452 土浦市 常総学院高等学校 軽音楽部
5454 土浦市 土浦日本大学高等学校 音楽部
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5451 土浦市 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456 東茨城郡 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459 那珂市 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466 日立市 茨城キリスト教学園高等学校 軽音楽部
5464 日立市 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460 日立市 茨城県立日立第一高等学校 軽音楽部
5463 日立市 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468 日立市 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470 鉾田市 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474 龍ヶ崎市 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ---------------------------------------------------------------- 
5491 宇都宮市 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482 宇都宮市 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484 宇都宮市 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487 宇都宮市 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492 宇都宮市 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498 佐野市 栃木県立佐野高等学校 軽音楽部
5506 鹿沼市 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507 小山市 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509 小山市 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508 小山市 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524 足利市 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517 足利市 栃木県立足利高等学校 軽音同好会
5519 足利市 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523 足利市 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527 大田原市 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532 栃木市 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529 栃木市 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533 栃木市 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540 那須塩原市 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547 日光市 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546 日光市 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ---------------------------------------------------------------- 
5557 安中市 新島学園高等学校 軽音楽部
5562 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5558 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎高等学校 音楽部
5560 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565 甘楽郡 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570 桐生市 群馬県立桐生清桜高等学校 軽音楽部
5577 吾妻郡 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579 吾妻郡 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583 高崎市 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5584 高崎市 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591 高崎市 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590 高崎市 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592 高崎市 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597 佐波郡 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599 渋川市 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602 沼田市 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604 沼田市 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616 前橋市 共愛学園高等学校 F&R部
5614 前橋市 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617 前橋市 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624 太田市 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5623 太田市 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626 太田市 常磐高等学校 軽音楽部
5628 藤岡市 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631 富岡市 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634 邑楽郡 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ---------------------------------------------------------------- 
6925 加茂市 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945 佐渡市 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946 佐渡市 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950 三条市 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955 三島郡 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951 糸魚川市 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952 糸魚川市 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954 十日町市 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959 十日町市 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932 上越市 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939 上越市 高田高等学校 軽音楽同好会
6960 上越市 上越高等学校 軽音楽部
6941 上越市 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943 上越市 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961 上越市 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930 新潟市 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965 新潟市 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974 新潟市 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977 新潟市 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982 新潟市 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024 新潟市 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970 新潟市 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973 新潟市 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025 新潟市 北越高等学校 軽音楽同好会
6988 新発田市 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987 新発田市 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938 村上市 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998 村上市 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004 長岡市 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006 長岡市 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505 長岡市 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022 南魚沼市 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017 柏崎市 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019 柏崎市 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962 妙高市 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ---------------------------------------------------------------- 
7048 魚津市 富山県立新川みどり野高等学校 軽音楽部
7039 高岡市 高岡第一高等学校 軽音楽部
7041 高岡市 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036 高岡市 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040 高岡市 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514 射水市 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042 富山市 高朋高等学校 軽音楽部
7066 富山市 富山県立富山工業高等学校 軽音楽部
9513 富山市 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ---------------------------------------------------------------- 
7084 羽咋市 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7123 河北郡 石川県立津幡高等学校 軽音楽部
7127 河北郡 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515 河北郡 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088 金沢市 金沢学院大学附属高等学校 軽音楽部
7095 金沢市 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7136 金沢市 遊学館高等学校 軽音楽部
7125 七尾市 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116 小松市 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ---------------------------------------------------------------- 
7149 小浜市 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157 大野市 福井県立大野高等学校 音楽愛好会
7155 福井市 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171 福井市 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175 福井市 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ---------------------------------------------------------------- 
7182 甲府市 甲斐清和高等学校 ギター部
7183 甲府市 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186 甲府市 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会
7188 甲府市 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189 甲府市 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190 甲府市 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209 上野原市 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205 大月市 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204 笛吹市 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179 南アルプス市 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7199 南巨摩郡 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211 韮崎市 山梨県立韮崎高等学校 ギター部

7176 富士吉田市 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部
7217 北杜市 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203 北杜市 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218 北杜市 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ---------------------------------------------------------------- 
7297 安曇野市 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306 安曇野市 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307 安曇野市 長野県豊科高等学校 LMC部
7312 安曇野市 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234 伊那市 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235 伊那市 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251 伊那市 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237 塩尻市 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295 塩尻市 長野県田川高等学校 ギター部
7239 岡谷市 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231 下伊那郡 長野県阿智高等学校 軽音楽部
7232 下伊那郡 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246 茅野市 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323 茅野市 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248 駒ヶ根市 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278 駒ヶ根市 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236 佐久市 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639 佐久市 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314 佐久市 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315 佐久市 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256 小諸市 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257 小諸市 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224 松本市 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229 松本市 松本国際高等学校 軽音楽部
7228 松本市 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233 松本市 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260 松本市 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261 松本市 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部
7262 松本市 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7263 松本市 長野県松本深志高等学校 ギター部
7264 松本市 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265 松本市 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC部
7266 上伊那郡 長野県上伊那農業高等学校 軽音楽同好会
7282 上伊那郡 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7227 上田市 上田西高等学校 軽音楽部
7247 上田市 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267 上田市 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268 上田市 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269 上田市 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270 上田市 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252 埴科郡 長野県坂城高等学校 軽音部
7245 諏訪郡 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305 諏訪郡 長野県富士見高等学校 バンド部
7271 諏訪市 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272 諏訪市 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273 諏訪市 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275 須坂市 長野県須坂高等学校 FMC同好会
7274 須坂市 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241 千曲市 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242 千曲市 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280 大町市 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285 中野市 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253 長野市 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254 長野市 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259 長野市 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286 長野市 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287 長野市 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288 長野市 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289 長野市 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292 長野市 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽同好会
7294 長野市 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506 長野市 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317 長野市 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318 長野市 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319 長野市 長野女子高等学校 軽音楽部
7320 長野市 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296 東御市 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255 南佐久郡 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300 飯山市 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301 飯田市 長野県飯田OIDE長姫高等学校 軽音楽部
7302 飯田市 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304 飯田市 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283 北安曇郡 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298 北安曇郡 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249 北佐久郡 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279 木曽郡 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313 木曽郡 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ---------------------------------------------------------------- 
7335 可児市 岐阜県立可児高等学校 軽音楽部
7327 岐阜市 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366 岐阜市 済美高等学校 フォークソング部
7399 高山市 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395 土岐市 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510 本巣市 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
■静岡県 ---------------------------------------------------------------- 
7416 伊豆の国市 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426 掛川市 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7462 菊川市 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500 御前崎市 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438 御殿場市 御殿場西高等学校 軽音楽部
7439 御殿場市 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515 三島市 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424 沼津市 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434 沼津市 桐陽高等学校 軽音楽部
9511 沼津市 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456 沼津市 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451 沼津市 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7457 沼津市 静岡県立沼津東高等学校　ギターアンサンブル部
7411 榛原郡 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469 静岡市 清水国際高等学校 軽音楽部
7487 静岡市 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511 藤枝市 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410 浜松市 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446 浜松市 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473 浜松市 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531 浜松市 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536 浜松市 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540 浜松市 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542 浜松市 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525 浜松市 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527 浜松市 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534 浜松市 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター部
7524 浜松市 浜松聖星高等学校 軽音楽同好会
9528 富士宮市 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431 富士市 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550 富士市 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ---------------------------------------------------------------- 
7569 安城市 安城学園高等学校 軽音楽部
7577 一宮市 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635 一宮市 修文学院高等学校 音楽部
7556 稲沢市 愛知啓成高等学校 軽音楽部
7593 岡崎市 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7597 岡崎市 愛知県立岡崎北高等学校 音楽部
7655 岡崎市 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会
7594 岡崎市 岡崎城西高等学校
7605 刈谷市 愛知県立刈谷東高等学校（通信制） バンド部
7606 刈谷市 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607 岩倉市 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642 春日井市 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772 小牧市 誉高等学校 軽音楽部
7661 瀬戸市 愛知県立瀬戸工科高等学校 PSLMC
7658 瀬戸市 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部

7659 瀬戸市 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7665 瀬戸市 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部
7666 瀬戸市 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668 西尾市 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694 知多郡 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7704 知多郡 愛知県立内海高等学校 音楽部
7710 知多郡 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679 知多市 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589 東海市 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697 東海市 愛知県立東海樟風高等学校 フォークソング部
7685 日進市 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712 半田市 愛知県立半田工科高等学校 音楽部
7713 半田市 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7714 半田市 愛知県立半田商業高等学校 軽音楽部
7567 尾張旭市 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726 豊橋市 愛知県立豊橋工科高等学校 音楽部
7727 豊橋市 豊橋市立豊橋高等学校 音楽部
7730 豊橋市 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500 豊田市 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735 豊田市 愛知県立豊田工科高等学校 音楽部
7736 豊田市 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737 豊田市 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741 豊田市 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693 豊田市 杜若高等学校 軽音楽部
9537 豊田市 豊田工業高等専門学校 軽音楽部
7663 豊明市 星城高等学校 軽音楽部
9525 名古屋市 KTCおおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530 名古屋市 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447 名古屋市 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563 名古屋市 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566 名古屋市 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575 名古屋市 愛知県立惟信高等学校 軽音楽部
7647 名古屋市 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648 名古屋市 愛知県立松蔭高等学校 音楽部
7656 名古屋市 愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部
7683 名古屋市 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684 名古屋市 愛知県立中村高等学校 音楽部
7763 名古屋市 愛知県立名古屋西高等学校 Ｊ＆Ｆ部
7766 名古屋市 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769 名古屋市 愛知県立明和高等学校 PM部
7773 名古屋市 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560 名古屋市 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610 名古屋市 菊華高等学校 軽音楽部
9499 名古屋市 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613 名古屋市 金城学院高等学校 軽音楽部
7614 名古屋市 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632 名古屋市 至学館高等学校 軽音楽部
7657 名古屋市 椙山女学園高等学校 ギター部
9538 名古屋市 星槎国際高等学校 名古屋学習センター 軽音同好会
7674 名古屋市 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682 名古屋市 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695 名古屋市 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696 名古屋市 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700 名古屋市 東邦高等学校 軽音楽部
7703 名古屋市 同朋高等学校 フォークソング部
7705 名古屋市 南山中学校・高等学校女子部 ギター部
7744 名古屋市 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640 名古屋市 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747 名古屋市 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749 名古屋市 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750 名古屋市 名古屋市立工業高等学校 ギター同好会
7751 名古屋市 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752 名古屋市 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7753 名古屋市 名古屋市立山田高等学校 軽音楽部
7754 名古屋市 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7756 名古屋市 名古屋市立中央高等学校 音楽部
7759 名古屋市 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760 名古屋市 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761 名古屋市 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762 名古屋市 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564 弥富市 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ---------------------------------------------------------------- 
7774 伊賀市 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788 伊勢市 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792 亀山市 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797 桑名市 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798 桑名市 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800 三重郡 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804 四日市市 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807 四日市市 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841 四日市市 三重県立北星高等学校 バンド部
7823 四日市市 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814 松阪市 松阪高等学校 ギター同好会
9522 津市 一志学園高校 軽音楽部
7826 津市 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827 津市 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829 津市 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831 津市 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834 津市 青山高等学校 けいおんサークル
7833 度会郡 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840 尾鷲市 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7817 鈴鹿市 三重県立神戸高等学校 吹奏楽部軽音楽班
7819 鈴鹿市 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837 鈴鹿市 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839 鈴鹿市 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512 鈴鹿市 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ---------------------------------------------------------------- 
7851 愛知郡 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽部
7898 近江八幡市 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852 草津市 綾羽高等学校 軽音楽部
7884 草津市 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865 大津市 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880 大津市 滋賀県立石山高等学校 軽音楽部
7882 大津市 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885 大津市 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893 大津市 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872 大津市 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901 大津市 比叡山高等学校 軽音楽部
7890 長浜市 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7897 東近江市 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859 彦根市 近江高等学校 軽音同好会
7902 彦根市 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906 彦根市 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909 野洲市 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ----------------------------------------------------------------
5642 綾部市 京都府立綾部高等学校 軽音楽同好会
5643 宇治市 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645 宇治市 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647 宇治市 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648 亀岡市 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656 京丹後市 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654 京丹後市 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
5657 京田辺市 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673 京都市 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664 京都市 花園高等学校 軽音楽部
5696 京都市 華頂女子高等学校 軽音楽部
5708 京都市 京都橘高等学校 軽音楽部
5701 京都市 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665 京都市 京都光華高等学校 軽音楽部
5693 京都市 京都国際高等学校 軽音楽部
5667 京都市 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711 京都市 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687 京都市 京都市立西京高等学校 軽音楽部
5689 京都市 京都市立銅駝美術工芸高等学校 フォークソング部
5686 京都市 京都市立堀川高等学校 軽音楽部

5694 京都市 京都女子高等学校 軽音楽部
5671 京都市 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707 京都市 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677 京都市 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部
5681 京都市 京都府立桂高等学校 軽音楽部（K-LMC）
5660 京都市 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710 京都市 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685 京都市 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526 京都市 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702 京都市 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704 京都市 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703 京都市 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682 京都市 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675 京都市 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669 京都市 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672 京都市 京都文教高等学校 軽音楽部
5695 京都市 大谷高等学校 軽音楽部
5670 京都市 同志社高等学校 軽音楽部
5678 京都市 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679 京都市 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712 京都市 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691 京都市 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713 向日市 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716 城陽市 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718 相楽郡 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
5709 長岡京市 立命館中学校・高等学校 軽音楽同好会
9503 舞鶴市 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
5728 福知山市 京都府立福知山高等学校 音楽部
■大阪府 ---------------------------------------------------------------- 
8040 大阪市 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272 大阪市 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047 大阪市 大阪市立都島工業高等学校 定時制課程 軽音楽部
8048 大阪市 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011 大阪市 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986 大阪市 昇陽高等学校 軽音楽部
8039 大阪市 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
7979 大阪市 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044 大阪市 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019 大阪市 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943 大阪市 興國高等学校 軽音楽部
7976 大阪市 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003 大阪市 清風高等学校 軽音楽部
4276 大阪市 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959 大阪市 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002 大阪市 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135 大阪市 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW部
8061 大阪市 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963 大阪市 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955 大阪市 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052 大阪市 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936 大阪市 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034 大阪市 大阪高等学校 フォークソング部
8057 大阪市 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286 大阪市 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120 大阪市 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915 大阪市 プール学院高等学校 フォークソング部
8041 大阪市 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985 大阪市 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091 大阪市 大阪府立桃谷高等学校CS I・II 部 軽音楽部
8062 大阪市 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993 大阪市 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920 大阪市 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136 大阪市 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036 大阪市 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056 大阪市 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998 大阪市 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913 大阪市 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037 大阪市 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918 大阪市 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981 大阪市 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080 大阪市 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066 大阪市 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282 大阪市 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130 大阪市 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951 大阪市 建国高等学校 軽音楽部
4289 大阪市 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965 大阪市 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078 大阪市 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140 大阪市 浪速高等学校 軽音楽部
7992 大阪市 城南学園高等学校 軽音楽部
7962 大阪市 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010 大阪市 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298 大阪市 英真学園高等学校 軽音楽部
8049 大阪市 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090 大阪市 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119 大阪市 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284 大阪市 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051 大阪市 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922 大阪市 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292 大阪市 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273 大阪市 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
9535 大阪市 関西情報工学院専門学校 高等課程 軽音楽部
8069 大阪市 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084 大阪市 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112 大阪市 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079 大阪市 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085 大阪市 東住吉総合高等学校 ギター部
7949 大阪市 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043 大阪市 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990 大阪市 城星学園中学校・高等学校 ウインド・ポップスミュージッククラブ
8022 大阪市 相愛高等学校 音楽部
8046 大阪市 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053 大阪市 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063 大阪市 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954 茨木市 向陽台高等学校 軽音楽部
4299 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923 茨木市 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924 茨木市 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983 茨木市 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110 茨木市 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117 茨木市 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074 茨木市 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266 羽曳野市 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8031 河内長野市 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072 河内長野市 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
7931 貝塚市 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287 貝塚市 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940 岸和田市 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944 岸和田市 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291 岸和田市 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941 岸和田市 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290 岸和田市 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953 交野市 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925 高石市 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004 高石市 清風南海高等学校 軽音楽部
7958 高石市 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919 高槻市 阿武野高等学校 軽音楽部
7946 高槻市 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960 高槻市 高槻高等学校 軽音楽部
7929 高槻市 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961 高槻市 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部
7972 高槻市 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024 高槻市 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
8076 高槻市 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018 阪南市 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952 堺市 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
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4277 堺市 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275 堺市 堺市立堺高等学校 軽音楽部
8055 堺市 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966 堺市 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283 堺市 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
7967 堺市 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968 堺市 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999 堺市 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020 堺市 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081 堺市 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089 堺市 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097 堺市 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105 堺市 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111 堺市 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115 堺市 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270 堺市 東大谷高等学校 軽音楽部
4301 堺市 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300 堺市 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265 堺市 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082 三島郡 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978 四條畷市 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
4294 守口市 大阪国際高等学校 軽音楽部
4271 守口市 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921 守口市 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297 守口市 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279 松原市 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987 松原市 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006 松原市 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067 松原市 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059 寝屋川市 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009 寝屋川市 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116 寝屋川市 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094 寝屋川市 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025 吹田市 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973 吹田市 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996 吹田市 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997 吹田市 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014 吹田市 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118 吹田市 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000 摂津市 星翔高等学校 音楽部
8033 摂津市 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013 摂津市 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268 泉佐野市 大阪府立佐野工科高等学校 K音部
7964 泉佐野市 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017 泉大津市 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267 泉南郡 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129 泉南郡 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917 泉南市 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942 大阪狭山市 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977 大東市 四條畷学園高等学校 歌声部
8134 大東市 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139 大東市 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982 池田市 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926 池田市 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068 池田市 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988 東大阪市 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945 東大阪市 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269 東大阪市 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916 東大阪市 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928 東大阪市 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991 東大阪市 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107 東大阪市 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108 東大阪市 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109 東大阪市 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737 東大阪市 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086 東大阪市 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087 東大阪市 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280 藤井寺市 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092 藤井寺市 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093 藤井寺市 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296 南河内郡 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938 柏原市 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088 柏原市 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974 八尾市 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102 八尾市 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103 八尾市 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104 八尾市 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911 富田林市 PL学園高等学校 軽音楽部
7927 富田林市 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288 富田林市 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106 富田林市 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970 豊中市 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015 豊中市 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295 豊中市 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113 豊中市 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114 豊中市 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098 豊中市 梅花高等学校 フォークソング部
8096 豊能郡 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293 枚方市 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038 枚方市 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957 枚方市 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070 枚方市 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121 枚方市 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123 枚方市 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008 箕面市 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126 箕面市 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8128 箕面市 大阪府立箕面東高等学校 軽音楽部
8125 箕面市 箕面学園高等学校 軽音楽部
8132 門真市 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133 門真市 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994 和泉市 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099 和泉市 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281 和泉市 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ---------------------------------------------------------------- 
5740 たつの市 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452 芦屋市 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部
5745 芦屋市 甲南高等学校 器楽部
5742 芦屋市 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748 伊丹市 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749 伊丹市 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753 加古川市 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755 加古川市 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757 加古川市 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5761 加東市 兵庫県立社高等学校 音楽部
5764 高砂市 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772 三田市 三田学園高等学校 軽音楽部
5776 三木市 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777 三木市 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774 三木市 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779 宍粟市 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780 宍粟市 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788 小野市 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787 小野市 兵庫県立小野高等学校 ギター部
5794 神戸市 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838 神戸市 松蔭高等学校 BAND部
5844 神戸市 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849 神戸市 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802 神戸市 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840 神戸市 神戸市立神港橘高等学校 顧問楽部
5811 神戸市 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827 神戸市 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814 神戸市 神戸第一高等学校 軽音楽部
5824 神戸市 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815 神戸市 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793 神戸市 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796 神戸市 滝川高等学校 軽音楽部
5805 神戸市 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会

5845 神戸市 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部
5801 神戸市 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848 神戸市 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847 神戸市 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792 神戸市 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会
5829 神戸市 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799 神戸市 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841 神戸市 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818 神戸市 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819 神戸市 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852 神崎郡市 市川高等学校 ギター同好会
5869 西宮市 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862 西宮市 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856 西宮市 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858 西宮市 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854 西宮市 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872 西脇市 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878 川西市 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881 川辺郡 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883 相生市 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884 多可郡 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887 丹波市 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888 淡路市 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892 朝来市 生野学園高等学校 バンド部
5738 南あわじ市 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5904 尼崎市 園田学園高等学校 フォークソング部
5895 尼崎市 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905 尼崎市 百合学院高等学校 フォークソング部
5901 尼崎市 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897 尼崎市 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899 尼崎市 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894 尼崎市 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274 尼崎市 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908 美方郡 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5924 姫路市 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922 姫路市 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918 姫路市 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931 姫路市 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917 姫路市 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930 姫路市 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912 姫路市 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932 姫路市 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911 姫路市 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921 姫路市 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937 宝塚市 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部
5949 明石市 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517 明石市 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ---------------------------------------------------------------- 
5965 橿原市 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963 橿原市 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962 橿原市 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968 吉野郡 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967 吉野郡 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969 五條市 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973 御所市 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979 桜井市 関西中央高等学校 軽音楽部
5977 桜井市 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987 大和郡山市 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985 大和郡山市 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497 大和郡山市 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994 天理市 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991 天理市 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005 奈良市 育英西高等学校 音楽部
6007 奈良市 東大寺学園高等学校 音楽部
6008 奈良市 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002 奈良市 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000 奈良市 奈良県立大学附属高等学校 軽音楽部
6010 奈良市 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996 奈良市 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009 奈良市 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ---------------------------------------------------------------- 
8162 伊都郡 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148 伊都郡 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160 海草郡 慶風高等学校 軽音楽部
8144 海草郡 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146 海南市 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143 海南市 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178 紀の川市 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154 橋本市 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176 御坊市 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173 田辺市 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175 田辺市 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180 有田郡 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167 和歌山市 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182 和歌山市 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183 和歌山市 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8188 和歌山市 和歌山県立和歌山東高等学校 軽音同好会
8184 和歌山市 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186 和歌山市 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ---------------------------------------------------------------- 
8194 鳥取市 青翔開智中学校 軽音楽部
9518 米子市 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ---------------------------------------------------------------- 
8266 益田市 明誠高等学校 軽音楽部
8254 江津市 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233 江津市 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232 鹿足郡 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241 出雲市 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247 松江市 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252 松江市 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249 松江市 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ---------------------------------------------------------------- 
8275 岡山市 岡山学芸館高等学校 軽音楽部
8285 岡山市 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289 岡山市 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8293 岡山市 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326 岡山市 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283 岡山市 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8316 岡山市 山陽女子中学校・高等学校 軽音愛好会
8317 岡山市 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324 岡山市 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328 岡山市 創志学園高等学校 軽音同好会
8355 岡山市 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307 玉野市 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309 玉野市 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277 高梁市 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270 浅口市 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310 浅口市 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304 倉敷市 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337 倉敷市 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340 倉敷市 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8325 倉敷市 清心中学校・清心女子高等学校 軽音楽部
8331 倉敷市 倉敷高等学校 軽音楽部
8333 倉敷市 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335 倉敷市 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278 津山市 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359 美作市 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ---------------------------------------------------------------- 
8379 安芸郡 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408 安芸郡 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381 安芸高田市 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397 安芸高田市 広島県立向原高等学校 音楽部
8396 呉市 呉青山中学校・高等学校 音楽部
8372 呉市 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392 呉市 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394 呉市 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398 呉市 広島県立広高等学校 軽音楽部

8361 広島市 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部
9271 広島市 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367 広島市 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375 広島市 広島県立可部高等学校 軽音楽部
8380 広島市 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388 広島市 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402 広島市 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404 広島市 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406 広島市 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409 広島市 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421 広島市 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429 広島市 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430 広島市 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413 広島市 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416 広島市 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016 広島市 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428 広島市 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437 広島市 山陽高等学校 軽音楽部
8440 広島市 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448 広島市 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449 広島市 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471 広島市 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457 江田島市 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470 三原市 如水館高等学校 軽音楽部
8435 三次市 広島県立三次高等学校 音楽部
8373 山県郡 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374 山県郡 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455 山県郡 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8423 山県郡 広島新庄高等学校 音楽部
8462 竹原市 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376 東広島市 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377 東広島市 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488 東広島市 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382 廿日市市 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432 廿日市市 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467 廿日市市 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468 廿日市市 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438 廿日市市 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270 尾道市 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475 尾道市 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473 尾道市 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
9534 尾道市 尾道南高等学校 MUSIC 同好会
8445 府中市 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476 府中市 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371 福山市 英数学館高等学校 軽音楽部
8387 福山市 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443 福山市 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447 福山市 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479 福山市 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424 福山市 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458 豊田郡 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ---------------------------------------------------------------- 
8520 宇部市 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494 宇部市 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498 宇部市 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500 下関市 下関国際高等学校 軽音楽部
8558 下関市 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529 山口市 山口県立山口高等学校 ギター部
8491 山陽小野田市 サビエル高等学校 軽音楽部
9502 周南市 晃英館中学校 軽音楽部
8552 周南市 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559 萩市 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538 美祢市 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ---------------------------------------------------------------- 
8579 徳島市 香蘭高等学校 音楽部
8587 徳島市 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600 徳島市 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ---------------------------------------------------------------- 
8614 さぬき市 寒川高等学校 軽音楽部
8615 観音寺市 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622 丸亀市 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618 丸亀市 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626 高松市 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630 高松市 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634 高松市 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520 高松市 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631 高松市 高松第一高等学校 フォーク部
9521 三豊市 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645 小豆郡 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646 善通寺市 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ---------------------------------------------------------------- 
8690 松山市 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685 松山市 松山城南高等学校 軽音楽部
8703 松山市 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ---------------------------------------------------------------- 
8731 安芸市 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017 吾川郡 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745 吾川郡 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733 高岡郡 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737 高知市 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738 高知市 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8741 高知市 高知県立高知国際高等学校 ギター部
8740 高知市 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8744 高知市 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽部
8758 高知市 高知県立春野高等学校 音楽同好会
8739 高知市 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742 高知市 高知中央高等学校 軽音楽部
8743 高知市 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747 高知市 高知東高等学校 ギター部
8764 高知市 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769 高知市 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770 高知市 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771 高知市 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754 室戸市 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761 須崎市 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734 土佐市 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763 南国市 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ---------------------------------------------------------------- 
6021 遠賀郡 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022 嘉穂郡 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036 久留米市 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030 久留米市 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029 久留米市 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037 宮若市 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041 古賀市 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050 小郡市 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053 糟屋郡 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057 太宰府市 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065 大牟田市 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063 大牟田市 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067 大野城市 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077 中間市 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076 中間市 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088 田川市 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089 田川市 福智高等学校 軽音楽部
6093 八女市 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092 八女市 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098 飯塚市 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124 福岡市 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524 福岡市 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137 福岡市 精華女子高等学校 軽音楽部
6101 福岡市 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102 福岡市 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120 福岡市 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099 福岡市 福岡県立城南高等学校 音楽部
6127 福岡市 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103 福岡市 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部

6136 福岡市 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部
6111 福岡市 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100 福岡市 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104 福岡市 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部
6129 福岡市 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130 福岡市 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448 福岡市 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122 福岡市 立花高等学校 軽音楽同好会
6141 福津市 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173 北九州市 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175 北九州市 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150 北九州市 高稜高等学校 軽音楽部
6171 北九州市 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155 北九州市 常磐高等学校 軽音楽部
6162 北九州市 真颯館高等学校 軽音楽部
6160 北九州市 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159 北九州市 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153 北九州市 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168 北九州市 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174 北九州市 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165 北九州市 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166 北九州市 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178 北九州市 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147 北九州市 明治学園中学高等学校 器楽部
6183 柳川市 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ---------------------------------------------------------------- 
8826 長崎市 活水高等学校 軽音楽同好会
8844 長崎市 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866 長崎市 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867 長崎市 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859 諫早市 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ---------------------------------------------------------------- 
8909 菊池市 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914 玉名市 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915 玉名市 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902 熊本市 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907 熊本市 開新高等学校 軽音楽部
8921 熊本市 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925 熊本市 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936 熊本市 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977 熊本市 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922 熊本市 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928 熊本市 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931 熊本市 慶誠高等学校 軽音楽部
8943 熊本市 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933 上益城郡 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965 八代市 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940 八代市 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ---------------------------------------------------------------- 
9000 大分市 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004 大分市 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017 竹田市 竹田南高等学校 音楽同好会
9040 別府市 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ---------------------------------------------------------------- 
9087 えびの市 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072 延岡市 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045 延岡市 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073 延岡市 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051 宮崎市 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096 宮崎市 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079 都城市 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078 都城市 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094 日向市 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081 北諸県郡 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ---------------------------------------------------------------- 
9117 いちき串木野市 鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177 阿久根市 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193 姶良市 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168 薩摩川内市 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126 指宿市 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134 鹿屋市 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133 鹿屋市 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽部
9143 鹿児島市 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147 鹿児島市 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190 出水市 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158 出水市 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153 西之表市 種子島高等学校 軽音楽部
9146 日置市 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149 霧島市 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ---------------------------------------------------------------- 
9213 うるま市 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214 うるま市 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225 うるま市 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228 うるま市 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258 うるま市 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197 浦添市 浦添高等学校 現代音楽部
9196 浦添市 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230 浦添市 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259 浦添市 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220 浦添市 昭和薬科大学附属中学校・高等学校 軽音部
9194 沖縄市 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211 沖縄市 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244 沖縄市 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246 沖縄市 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222 沖縄市 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199 宜野湾市 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206 宜野湾市 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227 宜野湾市 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247 宜野湾市 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208 宮古島市 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209 宮古島市 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210 宮古島市 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205 国頭郡 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248 国頭郡 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251 国頭郡 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202 糸満市 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216 糸満市 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241 石垣市 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242 石垣市 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243 石垣市 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223 中頭郡 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229 中頭郡 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252 中頭郡 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253 中頭郡 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204 島尻郡 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207 島尻郡 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215 島尻郡 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226 島尻郡 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236 島尻郡 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238 島尻郡 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217 那覇市 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218 那覇市 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219 那覇市 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221 那覇市 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231 那覇市 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232 那覇市 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233 那覇市 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234 那覇市 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212 那覇市 興南高等学校 軽音楽部
9237 豊見城市 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249 豊見城市 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250 豊見城市 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254 名護市 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256 名護市 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257 名護市 名護商工高等学校 軽音楽部



顧問通信
進む、部活動の地域移行

日本部活動学会 第 6 回大会 レポート

高等学校軽音楽部活動の大会成績と活動実態の関係の考察

転ばぬ先の杖か、失敗は成功の元か

軽音楽部 2.0 ～軽音楽部がさらに市民権を得るために～

Interview ／部活動と人

　多くの失敗の中から学び、成長する

　神谷 拓　関西大学人間健康学部教授／日本部活動学会会長
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３
月
11
日
、
大
阪
体
育
大
学
の
熊
取
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
日
本
部
活
動
学
会 

第

６
回
大
会
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
大
阪
府
教
育

委
員
会
な
ど
の
後
援
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
自
由
研
究
発
表
を
３
つ
の
部
屋
に

分
か
れ
て
合
計
10
本
の
個
人
・
共
同
の
発

表
が
行
わ
れ
、
午
後
は
「
改
革
前
夜
、
学

校
教
育
・
社
会
教
育
の
視
座
よ
り
、
こ
れ

か
ら
の
部
活
動
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ぼ

大
半
が
運
動
部
活
動
に
関
す
る
実
践
や
研

究
で
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
音
頭
を
取

り
、
運
動
部
活
動
の
分
野
で
は
地
域
移
行

や
そ
れ
に
伴
う
外
部
指
導
員
の
規
定
や
育

成
、
行
政
と
の
関
わ
り
な
ど
が
確
実
に
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
ま
し
た
。
文
化
部
系
の
部
活
動
の
事

例
と
し
て
は
、
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会

（
三
谷
佳
之
理
事
長
）
と
音
楽
家
の
長
野
い

つ
き
氏
の
共
同
研
究
で
「
高
等
学
校
軽
音

楽
部
活
動
の
大
会
成
績
と
活
動
実
態
の
関

係
の
考
察
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
50
分
の
自

由
研
究
発
表
を
行
い
、
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。
内
容
は
徐
々
に
右
欄
や
本
誌
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
12
月
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化

庁
か
ら
「
学
校
部
活
動
お
よ
び
新
た
な
地

域
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る

総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
、

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
の
改
革
推
進
期

間
の
中
で
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た

環
境
整
備
や
大
会
・
試
合
の
在
り
方
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関

し
て
は
、
単
に
部
活
動
を
学
校
の
外
の
ク

ラ
ブ
事
業
者
に
移
管
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

学
校
教
育
の
ほ
か
に
、
社
会
教
育
や
地
域

教
育
な
ど
の
連
携
や
生
涯
学
習
な
ど
も
視

野
に
入
れ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

学
校
を
所
管
す
る
教
育
委
員
会
や
地
域
の

自
治
体
、
専
門
家
を
擁
す
る
事
業
者
な
ど

で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
運
動
部
系
部
活

動
は
骨
格
や
筋
肉
の
動
き
、
疲
労
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
医
学
や
心
理
学
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
も
共
通
項
が
多
く
あ
る
の
が
特
徴
で

す
が
、
一
方
の
文
化
部
系
部
活
動
は
活
動

が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
共
通
項
を
見
つ

け
る
こ
と
が
難
し
く
、
個
々
の
部
活
動
に

お
い
て
の
研
究
や
問
題
解
決
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
軽
音
楽
部
に
お
い
て
も
、
来
る
べ

き
時
代
に
備
え
て
、
外
部
指
導
員
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
日
々
の
活
動
や
大
会
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

進む、部活動の地域移行

日本部活動学会 第６回大会 レポート

「高等学校軽音楽部活動の
大会成績と活動実態の関
係の考察」　その１

3 月の日本部活動学会 第 6 回大会で全

国学校軽音楽部協会と音楽家の長野いつ

き氏の共同研究として発表した表題の

テーマについて、複数回に分けて紹介し

ます。総合的に見て、顧問の音楽経験や

活動への関与の度合い、生徒の活動環境

などの要因は、大会の成績と正の相関を

及ぼさないことがわかりました。顕著な

違いが表れたものは活動内容で、受賞校

では座学や音楽鑑賞、作曲活動という演

奏実技の練習以外に時間を割く傾向が多

いことがわかりました。

調査概要
・期　間　2022年 12月～2023年 1月
・対　象　2022年度の軽音協主催大会の参加校
　　　　  120校の顧問
・実　施　Google Formによるアンケート回答
・回収率　58.3%（70校／120校）
              回答の70校のうち20校は受賞校
・質　問　在籍部員数、在籍部員の入部前の音楽
　　　　  経験の有無、顧問の音楽経験、活動時
　　　　  間、活動内容、活動場所の環境、入賞
              の有無など全37項目

顧問通信

アンケート結果の分析

１）顧問の軽音楽関係の経験あり

２）作曲活動等を実施しているか
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転ばぬ先の杖か、失敗は成功の元か
　

軽
音
楽
部
が
学
校
の
部
活
動
で
あ
る

以
上
、
教
育
的
な
視
点
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
目
的
は
楽
器
演
奏
や
バ
ン
ド

活
動
を
通
し
た
人
間
形
成
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
育
成
で
あ
り
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー

を
学
ぶ
場
で
あ
り
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
磨
く
こ
と
に
現
れ
ま
す
。

最
近
は
、
こ
れ
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
を
加
え
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
自
分
が
楽
し
い
だ

け
で
な
く
、
聴
い
て
く
れ
る
方
々

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
顧
客

満
足
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
４
つ
は
社
会
に
出
て

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
能
力
で
あ
り
、

そ
れ
を
部
活
動
の
中
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
が
軽
音
楽
部
の
大
き

な
特
長
と
言
え
ま
す
。
軽
音
楽
部

は
プ
ロ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
養

成
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

楽
器
の
演
奏
が
う
ま
く
な
っ
た
り
、

大
会
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
取
る
こ
と

は
目
的
や
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
活

動
の
副
産
物
と
言
え
ま
す
。

　

部
活
動
の
存
在
意
義
と
し
て
教
育
的

な
視
点
を
中
心
に
据
え
る
と
、
顧
問
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
生
徒
指
導
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。政
府
の「
働
き
方
改
革
」

や
文
化
庁
の
「
文
化
部
活
動
の
在
り
方

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
部
活
動

の
専
門
的
な
技
術
指
導
は
外
部
コ
ー
チ

に
委
託
し
、
顧
問
は
辞
書
通
り
、
顧
問

＝
相
談
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
で
す
。
部
活
動
の
主
な
目
的
が
教
育

で
あ
り
、
人
間
形
成
で
あ
る
な
ら
、「
失

敗
の
中
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
将
来
の
成
長

に
つ
な
が
る
」
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
楽
器
の
演
奏
が
な
か

な
か
上
達
し
な
か
っ
た
り
、
本
番
で
ミ

ス
し
て
し
ま
っ
た
り
、
バ
ン
ド
の
メ
ン

バ
ー
と
喧
嘩
を
し
た
り
…
い
ろ
い
ろ
な

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
失
敗
す
る
要
素

が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
顧
問

自
身
が
楽
器
の
演
奏
が
で
き
た
り
、
バ

ン
ド
活
動
の
経
験
者
の
場
合
、
つ
い
つ

い
口
出
し
を
し
た
り
、
手
出
し
を
し
た

く
な
る
シ
ー
ン
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
転

ば
ぬ
先
に
杖
を
差
し
出

す
こ
と
は
生
徒
の
学
び

の
機
会
や
伸
び
し
ろ
を

奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

失
敗
は
成
功
の
元
と

言
い
ま
す
。
失
敗
し
な
い

で
ス
イ
ス
イ
と
前
に
進

む
生
徒
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
生

徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
失
敗
し
な
い
方
法

を
直
接
教
え
る
こ
と
は

「
魚
」
を
生
徒
に
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
育

的
で
あ
れ
ば
「
魚
の
釣
り

方
」
を
教
え
る
こ
と
の
方

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
将
来
を
考
え
る
と
、
あ
え
て
転

ば
せ
て
し
ま
い
、
転
ん
だ
理
由
を
考
え

る
機
会
を
与
え
る
な
ど
、
一
般
の
授
業

の
進
め
方
と
同
じ
く
、
自
分
で
考
え
る

力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
（
文
：
三
谷
佳
之
）

顧問通信

OPINION

軽音楽部顧問集会
地域を越えて、リモートで軽音楽部の顧問の先生方とつ
ながり、現役顧問や軽音楽部に詳しい有識者による講演
を隔月のペースで行う「高等学校軽音楽部オンライン顧
問集会」。ご多忙とは存じますが、ぜひご参加ください。
なお、講演終了後は自由参加で交流タイムの時間帯を用
意しますので、情報交換や親交を深めていただければと
思います。参加は下記のフォームからお申
し込みください。前日まで受け付けており
ます。顔出しなし、ちょっとだけ参加（出
入り自由）、聴講だけ…でも参加できます。

2023年 3月19日（日）14:00-15:30
①パート別、楽器＆機材選びの基本のキ
　　新入部員の入部を前に、経験のない顧問でもある程度のアドバイスができるような基礎知
　　識、予備知識をご紹介します。

④顧問交流会（自由参加）

②高等学校軽音楽部活動の大会成績と活動実態の関係の考察
　　昨年、当協会主催の大会に参加された120校から70校の顧問の先生に回答していただ
　　いた37問のアンケートを集計、活動内容と大会入賞の気になる因果関係をまとめました
　　（「日本部活動学会の研究発表会」で発表する研究レポートより）。

③初心者にもわかる…専門用語、専門知識、都市伝説の解説
　　文字通り、楽器やバンド経験のない顧問の先生を対象に、専門用語や専門知識、都市伝説
　　などをわかりやすく解説するミニ・コーナーです。

ONLINE
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●
部
活
動
と
し
て
の
軽
音
楽
部

軽
音
楽
部
は
学
校
が
認
め
る
部
活
動
の
１
つ
で
す
。

部
活
動
と
い
う
以
上
、
バ
ン
ド
単
位
で
は
な
く
、

部
全
体
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
は

ず
で
す
。
毎
日
活
動
し
て
い
な
い
、
全
体
練
習
を

し
な
い
、
バ
ン
ド
練
習
の
な
い
部
員
は
帰
る
、
大

会
に
は
出
演
す
る
バ
ン
ド
以
外
は
会
場
に
来
な
い

…
な
ど
は
、
他
の
部
活
動
か
ら
見
る
と
不
思
議
に

思
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
校
内
で
の

活
動
だ
け
で
な
く
、
公
式
な
部
活
動
と
し
て
認
め

ら
れ
、
高
等
学
校
文
化
連
盟
に
軽

音
楽
専
門
部
の
設
置
を
願
う
に
は
、

他
の
専
門
部
か
ら
の
応
援
や
信
用

が
な
い
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
各
バ
ン
ド
の
頑
張
り
具
合

や
大
会
で
の
成
績
や
表
彰
状
の
大

き
さ
で
は
な
く
、
高
校
生
と
し
て
、

部
活
動
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
部
員
の
日
常
的
な
生

活
態
度
や
学
業
成
績
が
影
響
す
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。　

●
学
校
教
育
の
一
環

校
外
で
高
校
生
ら
し
き
若
者
が
バ

ン
ド
の
演
奏
を
し
て
い
る
と
、
そ

れ
が
校
外
で
自
由
に
活
動
す
る
高

校
生
バ
ン
ド
な
の
か
、
軽
音
楽
部

に
所
属
す
る
バ
ン
ド
な
の
か
は
制

服
で
も
着
て
い
な
い
限
り
、
区
別

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。
最
近

は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
高
校
生
バ
ン

ド
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
機
会
が
増
え
、
軽
音
楽
部
の
バ

ン
ド
が
出
演
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。
軽
音
楽
部
員
が
校
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
場
合
は
校
外
活
動
と
見
做
さ
れ
、
顧
問
の

引
率
の
有
無
、
部
員
全
員
で
参
加
す
る
の
か
、
学

校
長
や
顧
問
は
許
可
し
て
い
る
か
…
な
ど
注
意
す

べ
き
点
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
出
演
す
る
際
に

チ
ケ
ッ
ト
ノ
ル
マ
が
生
じ
た
り
、
チ
ケ
ッ
ト
を
友

達
に
販
売
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
日

本
音
楽
著
作
権
協
会
（JA

SRA
C

）
に
よ
る
と
、
イ

ベ
ン
ト
の
主
催
や
共
催
に
株
式
会
社
が
入
っ
て
い

る
と
営
利
目
的
と
看
做
す
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
部
活
動
が
民
間
企
業
の
営
利
事
業
に
加

担
し
て
良
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
ま
す
。
発

表
す
る
場
が
少
な
い
と
い
う
理
由
も
理
解
で
き
ま

す
が
、
学
校
が
認
め
た
部
活
動
で
あ
る
以
上
、
他

の
部
活
動
に
並
ぶ
活
動
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
り
、

目
指
す
べ
き
は
公
式
な
演
奏
会
や
大
会
で
あ
り
、

発
表
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

増
や
す
努
力
が
先
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
部
活
動
で
は
「
公
認
性
」
が
重
要

鹿
屋
体
育
大
学
の
関 

朋
昭
教
授
の
近
著
「
ス
ポ
ー

ツ
原
論
（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版/

２
０
２
３
年
）」
の

補
章
に
お
い
て
「
部
活
動
」
の
定
義
と
し
て
次
の

条
件
を
満
た
す
も
の
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
、
自
主
性
…
部
活
動
は
入
部
・
退
部
が
自
由
な

活
動
で
あ
る
こ
と

２
、
継
続
性
…
部
活
動
は
単
発
の
活
動
で
は
な
い

こ
と

３
、
公
認
性
…
部
活
動
は
学
校
が
認
め
た
活
動
で

あ
る
こ
と

高
校
生
が
組
む
バ
ン
ド
と
軽
音
楽
部
の
バ
ン
ド
の

違
い
を
明
確
に
す
る
指
標
と
し
て
、
公
認
性
が
わ

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
校
長
が

認
め
た
責
任
者
（
顧
問
）
の
管
理
下
で
活
動
す
る

こ
と
を
部
活
動
と
定
義
す
る
こ
と
で
、
高
校
生
バ

ン
ド
と
の
境
界
線
は
明
確
に
な
り
ま
す
。

●
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
標
準
化

軽
音
楽
部
が
一
人
前
の
文
化
部
活
動
と
し
て
認
め

ら
れ
る
に
は
、
各
県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国

高
等
学
校
文
化
連
盟
（
全
国
高
文
連
）
に
軽
音
楽

専
門
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
現
時

点
で
は
各
種
規
定
や
指
導
内
容
の
標
準
化
を
ま
と

め
る
組
織
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
今
後
の
軽
音
楽
部

で
は
大
会
の
名
称
、
演
奏
時
間
や
持
ち
時
間
、
ス

テ
ー
ジ
機
材
の
選
別
、
審
査
基
準
や
審
査
員
の
選

定
な
ど
を
全
国
的
に
標
準
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
生
徒
の
楽
器
や
部
室
の
機
材
の
選
択

の
標
準
化
に
も
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
部
員

は
も
ち
ろ
ん
、
顧
問
の
中
に
は
音
楽
や
バ
ン
ド
経

験
の
な
い
方
も
多
い
の
で
、
有
識
者
に
よ
る
標
準

的
な
楽
器
や
機
材
を
選
ん
で
お
く
こ
と
は
合
理
的

で
す
。
各
校
の
機
材
を
標
準
化
で
き
れ
ば
、
顧
問

が
異
動
し
た
際
、
新
任
校
で
機
材
の
取
り
扱
い
に

苦
労
す
る
こ
と
が
軽
減
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
部
活
動

部
活
動
の
地
域
移
行
は
運
動
部
を
中
心
に
徐
々
に

浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。
文
化
部
は
分
野
が
多
岐

に
渡
る
の
で
全
体
で
協
調
で
き
る
部
分
が
少
な
い

の
で
、
部
活
動
ご
と
に
地
域
移
行
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
移
行
す
る
に
は

受
け
皿
と
し
て
外
部
指
導
員
や
部
活
動
指
導
員
の

育
成
や
運
用
が
不
可
欠
で
、
音
楽
大
学
や
音
楽
専

門
学
校
な
ど
の
専
門
家
を
交
え
た
議
論
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
い
、
学
校

と
一
般
社
会
や
地
域
へ
の
貢
献
と
し
て
、
軽
音
楽

系
部
活
動
に
何
が
で
き
る
の
か
も
、
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

軽
音
楽
部
が
さ
ら
に
市
民
権
を
得
る
存
在
に
な
る

た
め
に
、
す
べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
気
呵
成
に
…
は
理
想
で
す

が
、一
歩
一
歩
、着
実
に
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
、

そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
軽
音
楽
部
が
名
実
共
に
広

く
認
め
ら
れ
る
部
活
動
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

軽音楽部 2.0軽音楽部 2.0
～軽音楽部がさらに市民権を得るために～～軽音楽部がさらに市民権を得るために～

顧問通信

平成が終わり、令和になって丸４年、ダーウィンの進化論ではありませんが、
時代と共に変化する学校環境に対して、軽音楽部が市民権を得るにはどのよう
に適応できるか…を考えてみました。（文：三谷佳之）
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Interview
筑波大学大学院修了（博士［教育学］）。岐
阜経済大学（現在：岐阜協立大学）、宮城
教育大学を経て、現在、関西大学人間健康
学部教授／日本部活動学会会長。専門は、
スポーツ教育学、体育科教育学、運動部活
動の教育学。

神谷 拓

部活動と人
神谷 拓
多くの失敗の中から学び、成長する

関西大学人間健康学部教授／日本部活動学会会長

顧問通信

「
部
活
動
と
人
」
で
は
、
高
校
時
代
に
打
ち
込
ん
だ

部
活
動
が
、
将
来
ど
の
よ
う
な
役
に
立
つ
の
か
を

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
中
の
方
々
に
伺
い
ま
す
。

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
関
西
大
学
人
間
健
康
学

部
教
授
で
、
日
本
部
活
動
学
会
会
長
の
神
谷 

拓
先

生
に
、
部
活
動
が
学
校
教
育
の
中
で
果
た
す
意
義

や
顧
問
の
役
割
、
部
活
動
で
の
経
験
が
将
来
ど
の

よ
う
に
役
立
つ
の
か
を
伺
い
ま
し
た
。（
聞
き
手
：

三
谷
佳
之
／
全
国
学
校
軽
音
楽
部
協
会
理
事
長
・

本
誌
編
集
長
）

■
先
生
ご
自
身
の
部
活
動
歴
は
…

神
谷
：
中
学
校
で
は
サ
ッ
カ
ー
、
高
校
・
大
学
で

は
空
手
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
現
役
で
は
な

い
で
す
が
…
笑
。
高
校
時
代
の
空
手
部
に
は
指
導

者
が
お
ら
ず
、
外
に
出
稽
古
に
行
っ
た
り
し
て
、

自
分
た
ち
で
活
動
を
し
て
強
く
な
っ
た
り
、
上
手

く
な
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
大
学
の
体
育

系
部
活
動
は
競
技
系
な
の
で
そ
れ
な
り
に
上
下
関

係
も
あ
る
し
、
理
不
尽
な
こ
と
も
あ
る
し
…
。
高

校
時
代
と
１
８
０
度
違
う
環
境
で
し
た
か
ら
、
ど
っ

ち
が
本
当
の
「
部
活
動
」
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
原
体
験
に
な
り
、
大

学
の
卒
業
論
文
は
部
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
、
そ
れ

は
大
学
院
に
も
続
い
て
い
き
ま
し
た
。
そ
も
そ
も

学
校
は
自
分
た
ち
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
場
で

あ
り
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
た
部
活
動
と
い
う
も

の
を
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、
今
も
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

■
部
活
動
の
在
り
方
や
役
割
と
は
…

神
谷
：
私
は
音
楽
に
は
詳
し
く
な
い
の
で
す
が
、

例
え
ば
、
演
奏
場
所
の
確
保
や
曲
目
、
演
奏
に
つ

い
て
自
分
た
ち
で
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
は
軽
音
楽
の
部
員
に
は
当
た
り
前
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
運
動
系
部
活
動
で
は
顧
問
に

頼
り
き
っ
て
い
る
部
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
軽
音
楽
部
の
方
が
本
来
の
ク
ラ
ブ
の
形
に

近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
文
化
祭
な
ど

で
演
奏
す
る
場
所
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
け

る
環
境
に
あ
る
こ
と
、
そ
う
い
っ
た
演
奏
の
土
台

に
視
野
が
及
ぶ
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

も
と
も
と
ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
が
近
代
社
会
で
生

ま
れ
た
時
に
は
サ
ロ
ン
と
一
体
化
し
て
お
り
、
自

由
に
語
ら
い
合
い
な
が
ら
ピ
カ
ソ
や
ダ
リ
な
ど
が

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
芸
術
作
品
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。
軽
音
楽
部
の
「
部
室
文
化
」
と
い

う
か
、
部
室
（
練
習
場
）
か
ら
演
奏
発
表
す
る
場

を
求
め
て
い
く
と
い
う
流
れ
は
、
ク
ラ
ブ
の
歴
史

か
ら
見
る
と
王
道
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
運
動

系
部
活
動
は
グ
ラ
ン
ド
で
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、

部
室
文
化
と
い
う
も
の
は
少
な
い
で
す
か
ら
ね
。

■
顧
問
に
専
門
知
識
は
必
要
で
し
ょ
う
か
…

神
谷
：
教
師
に
専
門
的
な
技
術
や
知
識
を
求
め
て

は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
運
動
部
で
も

同
じ
で
す
が
、
そ
も
そ
も
教
員
免
許
を
取
得
す
る

時
に
部
活
動
に
関
し
た
科
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
先
生
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
い
わ
ゆ

る
「
顧
問
と
し
て
の
役
割
」
で
す
。
顧
問
と
い
う

言
葉
を
調
べ
る
と「
相
談
役
」と
い
っ
た
意
味
で
す
。

演
奏
し
た
い
ん
だ
け
ど
機
材
や
用
具
が
な
い
の
で

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
文
化
祭
で
こ
う
い
う
こ
と

を
し
た
い
の
だ
が
ど
う
し
た
ら
実
現
す
る
か
…
と

い
っ
た
運
営
に
関
す
る
相
談
に
、
大
人
と
し
て
「
こ

う
し
て
み
れ
ば
」
と
か
「
あ
の
人
は
こ
う
言
っ
て

た
よ
」
な
ど
の
助
言
を
す
る
こ
と
が
教
師
と
し
て

の
守
備
範
囲
だ
と
思
い
ま
す
。

■
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
…



15　　軽音楽部Magazine VOL.61 ｜ APR・2023

神
谷
：
何
事
も
失
敗
の
中
か
ら
学
ぶ
と
い
う
姿
勢

が
大
切
で
、
日
本
も
批
准
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
で
も
そ
う
い
う
精
神
が
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
失

敗
を
し
て
、
次
に
そ
れ
を
活
か
し
て
い
く
過
程
で

成
長
し
て
い
く
こ
と
で
す
。「
君
た
ち
は
ま
だ
未
熟

だ
か
ら
先
生
が
や
っ
ち
ゃ
う
よ
」
と
い
う
の
で
は
、

子
ど
も
の
伸
び
し
ろ
や
可
能
性
を
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
グ
ッ
と
我
慢
で
き
る
資
質
を

教
師
は
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
授
業
に
お
い
て

も
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
答
え
を
全
部
教
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
課
題
を
解
決
さ
せ
る
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
が
日
本
の
教
育
現
場
で
も
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
教
師
の
専

門
性
を
部
活
動
に
も
貫
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
生
徒
主
体
の
部
活
動
の
意
義
と
は
…

神
谷
：
ク
ラ
ブ
の
語
源
は
「
自
治
」
と
か
「
社
交
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
部
活
動
は
自
分
た

ち
で
つ
く
っ
て
い
く
も
の
が
本
来
の
形
で
、
そ
の

経
験
が
社
会
に
出
た
時
に
役
立
ち
ま
す
。「
カ
ン
パ

ニ
ー
」
と
い
う
言
葉
も
、
も
と
も
と
１
つ
の
パ
ン

を
み
ん
な
で
食
べ
る
と
い
っ
た
意
味
で
、
ク
ラ
ブ

と
カ
ン
パ
ニ
ー
、
将
来
の
生
活
と
い
う
の
は
「
み

ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
」
と
い
う
部
分
で
実
は
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
生
徒
向
け
に
「
ク
ラ
ブ

の
つ
く
り
方
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
企
業
研
修
で
大
人
に
も

「
ク
ラ
ブ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
名
前
で
行
っ
て

い
ま
す
。
企
業
研
修
で
は
、
実
際
に
遊
び
の
ク
ラ

ブ
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
職
場
で
ど
う
活

き
て
い
く
か
を
考
え
ま
す
。
軽
音
楽
部
の
例
で
言

う
と
、
バ
ン
ド
名
は
自
分
た
ち
の
思
い
を
込
め
て

つ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
会
社
で
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
パ
ー
パ
ス
と
一
緒
な
の
で
す
。
会

社
も
同
じ
よ
う
に
、
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
す
組

織
な
の
か
、
職
場
で
そ
う
い
う
パ
ー
パ
ス
を
意
識

し
て
い
ま
す
か
…
と
か
。
あ
る
い
は
、
１
つ
の
ク

ラ
ブ
を
つ
く
る
と
い
ろ
い
ろ
役
割
分
担
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
会
社
組
織
の
中
で
同
じ
よ
う
に
分

担
は
で
き
て
い
ま
す
か
…
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

趣
味
の
範
疇
の
部
活
動
と
は
言
え
ど
も
、
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
で
人
と
繋
が
り
、
組
織
を
つ
く
り
、

目
的
の
設
定
や
役
割
分
担
な
ど
、
社
会
で
応
用
で

き
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
…
。
そ
う
い
う
見
通

し
を
持
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

■
部
活
動
の
経
験
が
社
会
で
役
立
つ
…

神
谷
：
社
会
に
役
立
た
な
い
と
バ
ン
ド
じ
ゃ
な

い
、
っ
て
い
う
の
は
冗
談
で
す
が
…
笑
、
好
き
な

こ
と
に
遊
び
の
要
素
を
入
れ
な
が
ら
真
面
目
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
根
っ
こ
の
部
分
で
将
来
に
活
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
楽
器
の
演
奏
が
上
手
い
と

か
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む

し
ろ
自
分
た
ち
で
「
何
か
を
つ
く
っ
て
い
く
」
こ

と
が
、
生
き
て
い
く
、
働
く
、
生
活
し
て
い
く
上

で
は
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
…
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

演
奏
会
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
目
標
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
必
ず
し
も
順
位
づ
け
は
必

要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大

き
な
フ
ェ
ス
の
よ
う
な
も
の
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
小
規
模
な
演
奏
会
の
数
を
増
や
し
て
い
く
方

が
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
運
動
系
の
部

活
動
で
は
、
す
で
に
大
き
な
大
会
を
目
指
す
こ
と

に
よ
っ
て
過
熱
化
し
て
し
ま
う
…
と
い
う
問
題
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
軽
音
楽
部
は
同
じ
道

を
歩
む
ミ
ス
を
繰
り
返
し
て
欲
し
く
な
い
で
す

ね
。
大
規
模
な
大
会
で
一
等
賞
を
取
る
と
い
う
発

想
か
ら
自
由
に
な
り
、
そ
こ
に
集
っ
て
交
流
し
た

り
、
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
だ

と
。
順
位
よ
り
も
演
奏
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い

く
方
が
音
楽
文
化
に
と
っ
て
も
、
実
際
に
音
楽
を

や
っ
て
い
く
上
で
の
ス
キ
ル
向
上
の
意
味
で
も
重

要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
大
会
至
上
主
義
か
ら
の
脱
却
…

神
谷
：
小
学
校
で
の
話
で
す
け
ど
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
全
国
大
会
で
は
、
全
国
１
位
を
決
め

ず
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
リ
ー
グ
戦
で
終
了
に
な
っ

て
ま
す
。
順
位
づ
け
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
あ
る
よ

ね
…
と
参
加
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
れ
ば

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
柔
道
で
小
学

校
の
全
国
大
会
を
な
く
し
て
い
く
流
れ
に
な
っ
て

お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
の
全
国

大
会
を
や
め
た
と
か
。
ス
ポ
ー
ツ
で
一
等
賞
を
決
め

て
喜
ん
で
い
る
の
は
東
ア
ジ
ア
の
一
部
の
国
だ
け

じ
ゃ
な
い
か
…
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
会
で

良
い
成
績
を
収
め
れ
ば
優
秀
と
い
う
の
も
ち
ょ
っ

と
違
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
多
様
な
機
会

を
設
け
て
あ
げ
る
方
が
大
切
で
、
音
楽
も
や
る
し
、

ス
ポ
ー
ツ
も
や
る
し
…
と
か
。
投
手
と
打
者
も
す

ご
い
で
す
が
、
も
っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
二
刀
流

が
出
て
く
る
方
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
軽
音
楽
部
で
は
全
国
大
会
の
乱
立
が
…

神
谷
：
全
体
を
統
括
す
る
部
署
が
な
い
の
で
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

統
一
さ
れ
た
ル
ー
ル
が
な
い
状
態
で
は
順
位
づ
け

も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
演
劇
部
で
は
生
徒
を
講
評

側
に
ま
わ
ら
せ
て
、
力
を
つ
け
て
い
く
っ
て
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
す
る
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
批
評
、
コ
メ
ン
ト
す
る
力
を
つ
け
る
っ
て
い

う
の
は
少
し
押
し
つ
け
が
ま
し
い
感
じ
も
し
ま
す

が
、
学
校
教
育
の
中
で
は
必
要
な
ス
キ
ル
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
教
育
現
場
で
は
ま
だ
「
批
評

す
る
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
と
感

じ
ま
す
。
上
手
に
笛
が
吹
け
た
か
と
い
う
評
価
基

準
だ
け
で
は
な
く
、
音
楽
文
化
に
つ
い
て
の
理
解

や
歴
史
的
な
意
味
、
そ
し
て
発
展
の
過
程
が
わ
か

る
と
い
う
文
化
的
に
評
価
す
る
力
を
育
て
る
こ
と

が
遅
れ
て
い
ま
す
の
で
、
音
楽
系
部
活
動
と
も
連

動
し
て
、
ど
う
し
た
ら
そ
う
い
っ
た
力
が
育
つ
の

か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
軽
音
楽
部
の
生
徒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
…

神
谷
：
運
動
系
部
活
動
は
文
化
系
部
活
動
か
ら
学

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

運
動
部
は
与
え
ら
れ
た
場
で
活
躍
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
目
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ

の
語
源
は
「
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」「
み
ん
な
で
集

う
」「
語
ら
い
な
が
ら
良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
そ
こ
を
ベ
ー

ス
に
し
て
活
動
を
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
そ

れ
が
そ
も
そ
も
の
ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
で
す
。
み

な
さ
ん
に
真
剣
に
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

神谷 拓 著
運動部活動の教育学入門
（大修館書店、2015年）

神谷 拓 著
僕たちの部活動改革
ー部活自治・10のステップー

（かもがわ出版、2020年）
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Event Report

Special Issue

Exercise / Lesson

第 31 回 軽音合同演奏会 special

軽音楽部ってどんな部活？

リズム・トレーニング

アンサンブル向上委員会

ボイス・トレーニング

目で見るギター・サウンドの秘密

自分の楽器は自分で整備しよう
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　本格的な寒さになってきた 2 月初旬。こ

れまでの「軽音合同演奏会」のスタイル

に音響や照明について学び、操作までで

きる機会を設けた特別編「軽音合同演奏会 

special」を専門学校東京ビジュアルアーツ

で開催。2 日間で、8 校／ 40 名が参加し

ました。

　初日の仕込み日は「音響チーム」と「照

明チーム」に分かれて、座学からスタート。

音響は基本的な PA システムの構築方法や

マイクロフォンの扱い方について、照明は

「色」の成り立ちやライブにおける照明の役

割について学びました。

　休憩を挟んで、いよいよ仕込みに入りま

す。音響チームは「8 の字巻き」の正しい

巻き方を教わり、早速実践！ケーブルの取

り回しに悪戦苦闘しながらもコツを掴むこ

とができました。ケーブルの取り扱いは学

校に戻ってからも使えるテクニックなので、

セミナーに参加できなかった部員にも共有

して欲しいと思います。照明チームもヘル

メットを装着し、専門学生とバディを組ん

で、レールに灯体を 1 つずつ取り付けてい

きました。

　その後も作業は順調に進んでいき、音響

チームはメイン・スピーカーやモニター・

スピーカーを設置したり、アンプやドラム

セットにマイクを立てたり、ケーブルの回

線チェックを実施。ステージとミキサーの

二手に分かれて、確認しました。定刻に作

業が終了し、音響の真路先生、照明の龍野

先生と山家先生から初日の総評をお話しい

ただき、解散しました。

　2 日目は、いよいよ合同演奏会当日です。

音響／照明チームは 10 時に集合し、音響

機材や照明機器の接続チェックから開始。

昼食休憩を挟んで、午後には参加校が来場

しました。合同演奏会では、各バンドがオ

リジナル曲やコピー曲を披露。手拍子が自

然と起こったり、演奏後には温かい拍手も

あるなどアットホームな雰囲気で進み、演

奏後には当協会の三谷理事長や専門学校東

京ビジュアルアーツ／音楽総合学科の木村

先生から講評があり、今後につながるアド

バイスが伝えられました。

第 31 回
2023年2月4日、5日
専門学校東京ビジュアルアーツ

音響＆照明
スペシャル編

Event Report

【参加校】東京都立小山台高等学校・朋優学院高等学校・駒澤大学高等学校・新渡戸文化高等学校・神奈川県立柏陽高等学校・サレジオ学院中学校・
高等学校・加藤学園高等学校・日本大学明誠高等学校

▲学生とバディを組んで、レールに灯体を付けていきます ▲回線チェックの様子。1本ずつマイクの接続を確認します ▲音響／照明係として参加した部員たちが感想を述べました
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軽音楽部軽音楽部ってってどんな部活？どんな部活？

　音楽は私たちの生活に潤いを与え、心を　音楽は私たちの生活に潤いを与え、心を

豊かにしてくれる素晴らしいものです。きっ豊かにしてくれる素晴らしいものです。きっ

と皆さんもいろいろな場面で音楽と出会い、と皆さんもいろいろな場面で音楽と出会い、

感動し、「今度は自分が演奏する側にまわり感動し、「今度は自分が演奏する側にまわり

たい！」と思ったのではないでしょうか。たい！」と思ったのではないでしょうか。

自分の歌や演奏が誰かの心を動かしたり、自分の歌や演奏が誰かの心を動かしたり、

感動させることができたら素敵ですよね。感動させることができたら素敵ですよね。

でも、それはプロのアーティストに限らず、でも、それはプロのアーティストに限らず、

皆さんにだってできること。音楽は聴くこ皆さんにだってできること。音楽は聴くこ

とはもちろん、歌ったり、演奏することもとはもちろん、歌ったり、演奏することも

楽しく、素晴らしいものなのです。楽しく、素晴らしいものなのです。

　よく誤解されるのですが、軽音楽部の活

動と、いわゆる「高校生バンド」は似てい

るようで、違います。軽音楽部はバンドが

集まってできているのではなく、部活動の

中でバンドに分かれて活動していくもので

す。もちろん高校生がバンド単位で活動す

るわけなので「高校生バンド」には変わり

ありませんが、軽音楽部は部活動なので、

学校や周囲に認められて教室や備品を使う

ことができ、音楽を通して成長することが

目的です。学外で活動している高校生バン

ドとは、そもそも目指すものや活動内容が

違うのです。　

　高校の軽音楽部では楽器の練習をしたり、

バンドで楽曲を演奏するだけではなく、部全

体で様々な目標に向かっていきます。文化祭

や定期演奏会でのライブ、他校との合同演

奏会やコンテストへの参加、クリニックやセ

ミナーの受講、夏合宿の実施…など、部活

動だからこそできることがたくさんあります。

　新しいことを始める時は誰でもドキドキ

するものです。不安も多いと思いますが、

部活動の良いところは先輩や顧問の先生、

学校によってはコーチなどの指導者がいる

ことです。練習の方法からトラブル対処の

アドバイスまで、悩みごとができても頼れ

る人たちがいるということが、部活動であ

ることの最大の強みです。

　軽音楽部は文化部に属します。軽音楽部

が他の部活動と大きく違う点は「クリエイ

ティビティ」と「チームワーク」の両方を

学べることです。基本的に、運動部にはク

リエイティビティというキーワードはあり

ません。文化部はチームで何かを生み出す

というよりも、個人での創作活動がメイン

です。同じ音楽系部活動である吹奏楽部や

合唱部ではチームとしての連帯感や協調性

は育まれますが、創作性はありません。一

方、軽音楽部は「バンド」という少人数の

チームで、コミュニケーションを取りなが

ら、自分たちの手で音楽を作り上げていく

ところが大きな特徴です。

　これからの社会では、記憶型・受動型タ

イプの人間ではなく、自ら考え、周囲の人

たちと協力しながら実行していける力が求

められています。運動部と文化部の良いと

ころを持つ、クリエイティビティとチーム

ワークの両方を兼ね備えたハイブリッドな

部活動、それが軽音楽部の魅力であり、ポ

ピュラー・ミュージックの楽しさなのです。

　音楽は一生ものです。軽音楽部で得たこ

とは卒業した後も必ず活かされ、人生にきっ

と素敵な華を添えてくれるでしょう。ぜひ皆

さんも軽音楽を通して、たくさんのことを経

験し、充実した高校生活を送ってください。

軽音楽部は「部活動」

軽音楽部で学べること

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。4 月から新しい学校生活とともに部活動新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。4 月から新しい学校生活とともに部活動

も始まります。軽音楽部は全国で入部者数が増えている、近年人気が高い注目度ナンバーも始まります。軽音楽部は全国で入部者数が増えている、近年人気が高い注目度ナンバー

1 の部活動です。活動内容は学校によって様々ですが、人気の秘密の一部を紹介します！1 の部活動です。活動内容は学校によって様々ですが、人気の秘密の一部を紹介します！

Special Issue
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歌や楽器の
練習に取り組む

バンドを組み、
合奏する

　軽音楽部で使用する楽器は主にギター、ベース、ドラム、キーボー

ドです。パーカッションをはじめとした他の楽器を使用しても構い

ませんが、メインとなるのは上記の 4つの楽器です。そこにボー

カルが加わりますが、ボーカリストとして歌だけを歌うことも、ギ

ターやベース、ドラムなどを演奏しながら歌うことも可能です。学

校によっては「（卒業するまで）私はギター」「僕はドラム」…と

いう風に担当楽器を固定するのではなく、1 学期や2 学期などの

学期ごとや演奏する楽曲ごとに担当パートを変えたり、バンドを組

み直すところもあります。当然ながら、各楽器の練習量や苦労は

増えますが、複数の楽器を練習することで相乗効果が起こり、音

楽スキル全体の向上につながると言えます。

　軽音楽部の中には、入部して初めて楽器に触れる人も多いと

思います。特にポピュラー・ミュージックで使う楽器はドラム

以外は電気を使用するので、楽器の構え方や音を出す方法、音

作りや周辺機材の使い方も学ぶ必要があります。機材の扱い方

など、わからないことは先輩にどんどん質問して欲しいのです

が、歌や楽器の技術的な上達は個人練習の頑張り次第です。テ

クニックの習得には時間がかかりますが、続けていれば、必ず

上達します。焦らず、1つひとつ身につけていきましょう。

　全国の軽音楽部の中には、バンドごとの練習の他に歌や楽器

の実技練習をメニューに加えている学校もあります。パートご

とに分かれたり、部員全員で「全体練習」を行っている学校も

珍しくありません。その内容はメトロノームを使用したパート

別の基礎練習や発声練習、リズム練習、音楽理論の勉強、音作

りの研究などです。

　部活動として軽音楽に取り組む最大の利点（メリット）は様々

なアドバイスや指導を先輩たちから受けられることと言えます。

他力本願ではいけませんが、頼りになる相談相手がいることは、

とても心強いものです。

　軽音楽部では、部員同士でバンドを組み、人気の邦楽曲や洋

楽などの既存曲をコピーして演奏したり、オリジナルの楽曲を

作詞、作曲したりします。メンバー間でコミュニケーションを

取りながら演奏をまとめていくことは、軽音楽部での活動の大

きな目的の 1 つです。みんなで音を出した時の感動と楽しさは

何ものにも代えがたいもので、他の部活動や日常生活では、な

かなか味わえない貴重な経験と言えます。「そんなことは軽音楽

部に入らなくてもできるでしょ…」と思う人もいるかもしれま

せんが、学外で活動する場合、アンサンブルのまとめ方や曲作

りの方法、機材の使い方から音作りのコツ、効果的な練習方法

などを学んだり、先輩からアドバイスや講評をもらうことはで

きません。練習場の時間配分は部員数やバンド数、練習場の数

にもよるため、学校ごとに違いはあると思いますが、部活動で

ある軽音楽部では、先輩の演奏やいろいろなバンドの様子を見

学できるメリットもあります。

　バンドの組み方も学校によって様々です。好きな人同士の場

合もあれば、先輩や顧問の先生のアドバイスを受けながら決め

ていくこともあります。また、バンドを固定せず、発表会や大

会ごとに組み直すというスタイルを採用している学校もありま

す。演奏する楽曲についても、メンバーで自由に決める場合も

あれば、先輩や顧問の先生から課題曲を提示してもらえること

もあります。さらに、既存曲のコピーが推奨されているのか、

オリジナル曲の制作が推奨されているのかも様々で、学校のカ

ラーや伝統、地域性などもあるようです。

　どのようにバンドを組んで、どんな楽曲に取り組もうとも、

バンドでは自分の意見をメンバーに伝え、話し合ってまとめて

いくことが大切です。一生懸命に取り組むほど、意見が衝突す

ることもあると思いますが、そんな時のために先輩や顧問の先

生がいてくれるのも部活動であることの利点と言えます。
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演奏会やコンテスト
への参加

講習会や
クリニックの受講

　日々の個人練習やバンド練習で積み上げてきた成果を発揮す

る手段の 1 つが「ライブ」です。軽音楽部では、文化祭や新入

生歓迎会、卒業ライブ、校内ライブや定期演奏会、他校との合

同演奏会、各種コンテストや地域のお祭りなど、様々な演奏の

機会があります。最初は初心者で軽音楽部に入部したとしても、

バンドで 1 曲でも演奏ができるようになれば、それらのステー

ジに立って演奏するチャンスは誰にでもあるのです。

　最も身近な「校内ライブ」は部員はもちろん、クラスの友達

や先生方に演奏を見て（聴いて）もらう絶好の機会です。軽音

楽部による演奏が文化祭の目玉になっている学校も少なくない

と思います。まずは、このステージを目標に頑張りましょう。

他校との交流が盛んな学校であれば、自校で合同演奏会を主催

したり、他校へ出向くことがあるかもしれません。他校のバン

ドの実力に触れ、お互いを高め合うことができ、新しい音楽仲

間にも出会うことができます。

　ライブを開催する際には演奏だけでなく、セッティングシー

トの準備や音響、照明、楽器＆機材係といったスタッフの仕事

をはじめ、出演順の検討やタイムテーブルの作成、司会による

進行管理、お客さんの誘導、ステージ＆会場作りなど、制作側

の仕事も軽音楽部員が分担して行います。他校の生徒を迎える

のであれば、誘導や控室の準備も必要です。部員全員が 1 つの

チームになって、音楽イベントに関わる様々な仕事を分担しま

す。大変に感じるかもしれませんが、イベントが無事に終わっ

た時の達成感は格別なものです。

　また、近年では軽音楽コンテストや各種大会に出場することを

目標の 1つとしている学校が多くなってきました。高等学校文化

連盟軽音楽専門部や軽音楽連盟が設置されている都道府県では、

それらが主催するコンテストや大会が行われ、勝ち上がれば「全

国大会」と銘打った大きなステージで演奏することもできます。

　文字通り、軽音楽部は「音楽」をする部活動です。人気の邦

楽曲をコピーしたり、自分たちで作詞、作曲をしたオリジナル

曲を披露するなど、思い描くような音楽をバンドで奏でられる

ようになるためには、歌や楽器のテクニックだけでなく、様々

な知識が必要です。それは楽器の特性や機材の使い方に始まり、

音作りのコツや楽器や機材のメンテナンス、あるいは音階や和

音といった音楽理論やコードネームの解釈、コード進行につい

てなど、多岐に渡ります。さらに、普段の練習方法や基礎トレー

ニングから作詞や作曲方法、アンサンブルのまとめ方、ライブ

前の心得や準備しておくべきことなど、学ぶものや知っておき

たい知識はたくさんあるのです。

　現代では、インターネットで検索すれば、これまでの事例や

いろいろな答えが出てくるかもしれませんが、ピンポイントで

痒いところに手が届くような、自分にとって本当に必要なこと

は、なかなか見つかりにくいものです。なぜなら、それらはほ

とんどの場合、軽音楽部という部活動で音楽を学んでいる高校

生に向けた情報ではないからです。

　高等学校文化連盟軽音楽専門部や軽音楽連盟が設置されてい

る都道府県では、その規模や回数はまちまちですが、ボーカル

やギター、ベース、ドラム、キーボードなどの各パートごとの

技術講習会やバンド単位のクリニックが定期的に開催されてい

ます。そうではなくても、学校独自に音楽専門学校や音楽教室

などから講師を招いて、セミナーを行っているところもありま

す。「今、聞きたい話」をプロのミュージシャンや音響エンジニ

アといった専門家から直接聞いたり、アドバイスがもらえるの

はとても貴重なことです。部活動であることの大きなメリット

の 1 つと言えるでしょう。軽音楽専門部や軽音楽連盟などがな

く、なかなか技術講習会やクリニックに参加する機会もない学

校さんは、ぜひ当協会までお気軽にご相談ください。
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バンド演奏を
録音し、形に残す

合宿に参加し、
連帯感を高める

　日頃の練習の成果を発揮し、披露する場所は定期演奏会やコ

ンテストなどの場での「ライブ」だけではありません。学校に

よってはバンドとしてのレベルアップを図る目的をはじめ、オ

リジナル曲を音源（形）に残す目的で「レコーディング」を行っ

ているところもあります。「レコーディングなんて、とても…」と、

ハードルが高く感じるかもしれませんが、近年では、意外と簡

単に自分たちの手でレコーディングを行うことができるのです。

　ステップとしては、①歌と楽器の演奏を録音する→②ミック

スして、音源データにする…これだけです。以前は、③として「CD

に焼く」という作業が当たり前でしたが、音源データのままで

も聴くことができる現代では、CD にする／しないは自由です。

CD に封入するジャケットやブックレットの作成、CD のプレ

スにはコストも時間もかかりますが、CD として形に残してお

けば、軽音楽部で活動した思い出にもなります。ブックレット

に写真も載っていれば、さらに良い記念になるでしょう。

　一方で、レコーディングの効果は「思い出作り」だけではあ

りません。普段の練習にはない緊張感がプレッシャーに打ち勝

つ心を強くし、普段は、なおざりにしていた苦手な部分やウィー

クポイントへの対処などを個人的にも、バンドとしても改善し

ていくことができます。録音した自分たちの演奏を客観的に細

かく聴き返すことで、いつもの練習では気がつかなかったこと

も発見できるので、バンドの演奏技術が格段に向上します。

　とはいえ、プロ・クオリティの作品を制作する必要はないので、

普段使用している音響機材とスマートフォンやタブレット端末

があれば、十分にレコーディングを行えます。パソコンがあれ

ば、音楽制作ソフトを使用した高度な作品づくりもできますが、

必須ではありません。まだレコーディングを行ったことがない

学校は、ぜひこの機会に取り組んでみてください。

　学校によっては、夏休みや春休みなどの長期休みを利用して、

「合宿」を行っている軽音楽部が少なくありません。「もっと練

習時間が欲しい」「たくさんバンド練習がしたい」「メンバー同

士や部員同士の絆を深めたい」といった数々の希望をすべて叶

えることができるのが、合宿なのです。

　合宿に参加することで得られるものは「個人のスキル」「バン

ドの一体感」「楽器や機材などの知識」「部員同士の関係の向上」

など、多岐に渡ります。学校で行っている普段の部活動とは異

なる環境は、自分自身の音楽や楽器への関わり方をはじめ、メ

ンバー同士のつながりを良い方向へと導いてくれます。そして、

合宿に参加するにあたり、最大のメリットと言えるのが「時間

の確保」です。数日間、音楽以外のことを考えなくても良い期

間や思う存分に個人練習やバンドでの合わせ練習に没頭できる

時間は、合宿でしか得ることができません。練習後は休憩スペー

スなどで反省会を行い、次に向けた目標を設定したり、意識を

高めることが成長につながります。

　もちろん先輩や後輩、自分のバンドメンバー以外の部員との

交流も新たに生まれ、軽音楽部全体の連帯感も高めることがで

きます。また、集団行動をする中でしか生まれないコミュニケー

ションや関係性が育まれ、部員同士やバンドメンバー間の絆を

強めてくれるでしょう。

　大会出場の常連校は大会前の最終調整のため、部員数が多い

学校は連帯感を高めるため、あまり練習ができない環境にある学

校は時間を気にせずに練習するため…など、目的は学校によって

様々ですが、全員で同じ釜のご飯を食べ、朝礼や夕食後に報告会

や反省会を行ったり、いつもよりも少し長めのミーティングを実施

することは、部活動としてまとまっていくための大切なプロセスと

なります。それに加えて、単純に軽音楽部のみんなで過ごした合

宿の日々は高校生活の大切な思い出の 1つとなるでしょう。
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　ボーカル、ギター、ベース、ドラム、キー

ボード…と、どのパートを演奏するにして

も忘れてはいけないのが「リズム・トレー

ニング」です。どんなに歌や楽器のテクニッ

クが上手だったとしても、リズムが伴って

いなければ、良い演奏にはなりません。

　リズム・トレーニングはペアを組んだり、

楽器を使いながら行うことが効果的です

が、今回は 1 人でできる基礎的な練習方法

を紹介します。いつでもどこでもできるの

で、ちょっとした空き時間やバンド練習前

のウォーミング・アップに挑戦してみてく

ださい。

　チェンジアップとは同じテンポをキープ

しながら、様々な音符（リズム）を演奏し

ていくことです。早速、メトロノームを用

意しましょう。テンポの設定は♩＝ 80 で

す。イスに座り、メトロノームに合わせて、

足踏みをします。

　この時点で、しっかりとテンポ感を体に

叩き込みながら、メトロノームを 4 分音符

と捉えて、右手は右ももを、左手は左もも

を交互に叩きます。これが譜例①です。簡

単そうに見えますが、手と足がピッタリと

一緒になっているか、メトロノームとズレ

ていないかを確

認しながら行い

ます。

　譜例②は 8 分

音符、譜例③は

16 分音符です。

同様に手と足、

メトロノームが

ズレないように

気をつけながら

行います。1 つ

ひとつはそんな

に難しくないかもしれませんが、連続して

①→②→③→②→①と行うと、少し戸惑っ

てしまうのではないでしょうか。ポイント

は音符の変わり目です。しっかりとリズム

がキープできるように心がけてください。

　応用編として、スムーズにできるように

なってきたら、①②③の順番を好きなよう

に入れ替えてみましょう。また、右手から

ではなく、左手からスタートすると難易度

が上がります。はじめは①→②→③→②→

①と順番に、慣れてきたら好きなように入

れ替えてみます。余裕のある人は「3連符（譜

例④）」を加えてみてください。均等割では

ないので、はじめは難しいと思います。ま

ずは 3 連符だけをしっかりと練習して、慣

れてきたら①、②、③～と繰り返す任意の

場所に入れてみましょう。ぜひリズム・チェ

ンジがスムーズになるまで続けてみてくだ

さい。

　この練習は、いろいろなテンポで行うと、

また違った感覚になり、とても良いトレー

ニングになります。また、ギターはオルタ

ネイト・ピッキングのアップダウンで、ベー

スは指弾きの人差し指と中指に置き換えて、

取り組んでみましょう。

リズム・トレーニングリズム・トレーニング チェンジアップ…テンポをキープ
しながら様々なリズムを演奏する

▲イスに座って、足を動かしながらももを叩く

▲ギターやベースのブラッシングでもやってみよう

Exercise / Lesson
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Exercise / Lesson

　複数人のメンバーが集まったバンドで演

奏する際に合わせるべきポイントはたくさ

んありますが、まず最初に気をつけておき

たいのが「1 拍目」です。各小節の 1 拍目

は楽曲のセクションやコードの変わり目で

あることが多く、リズムやフレーズの起点

でもあります。1 拍目のタイミングがきち

んと揃っていると、続く 2 拍目、3 拍目…

も自然と合うようになります。少し乱暴な

言い方になりますが、バンド全体で 1 拍目

がピタッと合っていれば、あとは何とかなっ

てしまうもの。何事も「はじめが肝心」と

いうことですね。

　しかし、演奏中に 1 拍目を特別に意識す

るというのは、慣れるまでは難しいかもし

れません。コツを紹介すると、そもそも音

楽には「拍子」というものがあり、その一

区切りを「小節」と捉えられるようになる

ことが大切です。4分の4拍子であれば、「1

（ワン）、2（ツー）、3（スリー）、4（フォー）」

で1小節（一区

切り）です。こ

の小節が繰り返

される上で、ギターやベース、ドラム、キー

ボードなどの各パートのフレーズが乗る…

というイメージが、音楽を演奏する際に必

要な感覚となります。

　そして、その小節の始まり…起点となる

1 拍目を合わせることが、アンサンブルを

良くする最も重要なポイントということが

わかると思います。

　ボーカルやギター、ベース、ドラム、キー

ボードなど、すべてのパートにおいて、ま

ず1拍目を意識するための個人練習が必要

です。テンポにもよりますが、メトロノー

ムを 1 拍目だけが鳴るように設定して、い

つものように基礎練習や楽曲のフレーズ練

習を行ってみてください。「コツ、コツ、コツ、

コツ…」と、4 拍すべての音を鳴らして合

わせるよりも、自然と 1 拍目を大切にする

意識が生まれるのではないかと思います。

　この感覚が掴めてきたら、今度はバンド

練習の際にも1拍目を意識して演奏してみ

ましょう。メトロノームが相手ではなく、

バンドメンバーとの合奏になるので、個人

練習の際とは勝手が違います。自分がズレ

てしまっているのか、周りのメンバーがメ

トロノームに合っていないのか、お互いに

指摘しながら確認を行い、ピタッと演奏が

できるようにしていきます。特に注意して

おきたいのが、弱起（小節の最初からでは

なく、その前の小節の途中から開始するこ

と）のフレーズです。どの部分が 1 拍目な

のかをしっかりと理解しておきましょう。

　アンサンブルにおける1拍目の大切さは

クラシックをはじめ、ロックやポップス、

童謡から演歌にいたるまで、すべての音楽

にとって共通の重要項目です。ここを意識

するだけで、演奏が格段にまとまるように

なるので、ぜひ挑戦してみてください。

　既存曲をコピーして練習する際、ほとんどの人
が原曲の音源を聴きながら、それに合わせて歌っ
たり、楽器を弾いたりしていると思います。オリ
ジナル曲のデモ音源を作っているバンドも同様で
はないでしょうか。コピーをし始めた頃はそれも
有効ですが、感覚が掴めてきたら、今度はメトロ
ノームを使用して、「メトロノームと自分だけ」
で演奏する方が実践的、かつ効果があります。
　なぜなら、実際にバンドで演奏する際には原曲

やデモ音源の「ガイド」がないからです。自分が
しっかりと歌や演奏を保たなくてはならない状況
を個人練習のうちから作り、練習を重ねておくと、
バンドで合わせた際も責任を持って演奏すること
ができます。
　メトロノームは古今東西、音楽の練習に欠かせ
ないアイテムです。無料のアプリケーションもあ
るので、どんどん活用しましょう！

▲メトロノーム・アプリの1拍目の音だけを出す

メトロノームは必須アイテム

アンサンブル向上委員会アンサンブル向上委員会 何事もはじめが肝心、みんなで演奏の
1 拍目を合わせる意識をする

　アンサンブルとは「合奏」を意味します。複数人で演奏する際

に最も大切に考えなければならないのは「合わせること」です。

当たり前に思うかもしれませんが、これがなかなか難しいもので、

そう簡単ではないのです。

　特にたくさんの楽器の音が鳴り、場合によっては残響が大きな

教室でバンド練習をしていると、演奏が合っているのかどうかも

わからなくなってしまいがちです。また、初心者は自分の演奏に

集中してしまい、みんなで合わせることに気が回らなくなってし

まうケースも多々あると思います。

すべての起点は「1拍目」

1拍目を意識する練習
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Exercise / Lesson

ボイス・トレーニングボイス・トレーニング
一生懸命歌っているのに、声の通りが悪いのはどうして？ バンドメンバーに「声量がないね」
と言われて悔しい！「声は出ているけれど、歌詞が聞き取りづらい」と言われる…。そんなバン
ド・ボーカルならではの悩みを持っているキミへ。

「あ・い・う・え・お」。この５つの母音の

形を覚えて、鏡を見ながらしっかりと確認

してみてください。「ありがとう」という

歌詞なら母音は「あいあおう」。この形に

1音ずつ口がクリアに動くのが目標。両頬

を引き上げて、上の歯・歯茎が見える状態

で上あご側に声をあてると、声が明るく、

通りが良くなります。

※このトレーニングは手鏡を見ながら行うか、携帯のインカメラ機能を使って録画しながらやってみてください。

■ボイストレーナー：梶原ひろみ　■モデル：田崎裕也
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Exercise / Lesson

音の3要素

可聴周波数

楽器固有の音域

音
音には、空気の振動が鼓膜（蝸牛）
を震わせることで感じる気導音と骨
を伝わって聴こえる骨導音がありま
す。また、音には速度があり、秒速
330mの速度で放射状に伝わりま
す（音速）。光や電気は秒速30万
km（地球を７周半）で伝わります
（光速）。

楽器にはそれぞれに持つ固有の音色や
音域（音の高さ、周波数帯）があり、
そのことによって聴き分けることがで
きます。音域が重なると楽器音の聴き
分けが難しくなるので、音色を工夫す
ることでそれぞれの楽器音の特徴を活
かすことができます。これを「音の抜
けが良くなる」と言います。たとえ、
音域が重なっていても、ある瞬間にあ
る楽器の音量を上げたり、他の楽器の
音量を下げたりすることで、音の抜け
を良くすることはできます。

生き物によって聴こえる周波数（可聴周
波数）が違います。人間の場合は20ヘ
ルツ（Hz）～2万ヘルツ（Hz）と言わ
れていますが、体調や年齢によって人ぞ
れぞれの可聴周波数が違います。左右の
耳でも差が生じることもあり、加齢に
よって超高音域（1万ヘルツ以上）が聴
こえにくくなることがあります。

音程と音量と音色。音は空気の振動で
すので波形で表すことができ、１秒間
の周期を周波数と言い、音程（音の高
さ）を表します、周波数が２倍になる
と音程は１オクターブ上がります。振
幅の大きさを音量（音の大きさ）と言
います。音色は波形の違いによって表
すことができます。典型的な波形を４
つ表記していますが、実際の音はもっ
と複雑な波形をしています。

1秒間の周期＝周波数→音程

高さ＝振幅→音量

三半規管

人間の可聴周波数

正弦波

ノコギリ波

矩形波

三角波

音色

目で見るギター・サ
ウ
ン
ド
の
秘
密

20 50 100 200 500 1k 2k 5k 20k(Hz)

#1 音楽は音だ！
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自分の楽器は自分で整備しよう自分の楽器は自分で整備しよう
どの部活動でも自分が使う器具や用具…いわゆる道具
を大切にすることは当たり前です。軽音楽部も例外で
はありません。楽器は音を奏でる道具に過ぎませんが、
自分が使うお気に入りの楽器のことを愛器と表現する
のは音楽系ならでは…の表現ですよね。愛シューズと
か、愛バットとは言わないもんなぁ…笑。ともあれ、
自分の楽器は自分にぴったり、しっくり来るように自
分で整備しましょう。

弦を張る重要な部品です。操作しやすいよう
にネジを締めたり（トルク調整）、ほこりが
たまらないように掃除しましょう

ネックの反りを調整する部
品です。頻繁に調整する部
分ではありませんが、開放
弦を演奏した際に弦がびり
ついたりする時はネックの
反りが原因かもしれません

特定のフレットが著しく減ると
演奏しにくくなりますので、フ
レット調整が必要になります。
湿度で錆びたり、皮脂で汚れや
すい部分なので、定期的に掃除
をするようにしましょう

弦はエレキ・ギターのサウンドを決
める大切な要素です。ゲージ（太さ）
や材質によって音や演奏性が変わり
ます。また、ブリッジの高さを調整
して、自分の好みの弦高（弦の高さ）
に設定すると弾きやすくなりますストラップを下げるピン

です。激しい動きでスト
ラップが抜けることがあ
るので要注意

自分の好みの弦高（弦の高さ）に設定
することで演奏しやすくなります

ギターを演奏すると各部が振動します
ので、ピックガードに付いているネジ
がしっかり締まっているかどうかを定
期的に確認しましょう

接点が錆びつくとガリっという音がし
たりします。その場合は接点復活剤な
どで掃除しましょう

つまみを回すことでガリっという音がする場合は内
部に錆やほこりがある状態ですので、接点復活剤な
どで掃除しましょう

高さ調整をすることでピッ
クアップの出力が変わり、
音量や倍音成分が変わりま
す…つまり、サウンドが変
わります。ドライバーで高
さ調整することができます

張力に応じて弦が動きます。
ほこりがたまらないように掃
除しましょう

ペグ

トラスロッド

フレット

弦

ストラップピン

ブリッジ

ネジ

ピックアップ・セレクター

エンドピン

ポット（ボリューム）

ピックアップの高さ

ナット



Music Theory
ロック解体新書

ロックな楽典

バンドスコアの読み方

　ボーカル　：DISH// ／しわくちゃな雲を抱いて

　　　　　　　ヨルシカ／春泥棒

　　　　　　　Ado ／逆光

　ギター　　：Hump Back ／星丘公園

　　　　　　　マカロニえんぴつ／青春と一瞬

　　　　　　　aucy Dog ／いつか

　ベース　　：ハルカミライ／世界を終わらせて

　　　　　　　KANA-BOON ／ないものねだり

　　　　　　　あいみょん／君はロックを聴かない

　ドラム　　：Mr.Children ／生きろ

　　　　　　　家入レオ／サブリナ

　　　　　　　Vaundy ／怪獣の花唄

　キーボード：Uru ／恋

　　　　　　　Official 髭男 dism ／ノーダウト

　　　　　　　緑黄色社会／ Shout Baby
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DISH//
しわくちゃな雲を抱いて

ボーカル編 文・佐藤智恵

～爽やかさの中に熱量を感じられる歌～

　俳優としても活躍中のボーカル・北村匠海を中心とした DISH//

は、演奏しながら歌って踊るダンス・ロックバンドだ。結成当初は

楽器が弾けずエアーバンド形式でパフォーマンスしていたが、各

メンバーの猛練習の結果、自分達で演奏するバンドへ成長した。

2013 年のメジャーデビュー以降は曲作りも積極的に行い、配信限

定シングルとしては 6 作目となるこの楽曲は、北村匠海が作詞、ド

ラムの泉大智が作曲している。

　シンプルで覚えやすいメロディだが、北村の熱く歌いながらも繊

細な表現によって、さらにキャッチーに仕上がっている。

　歌の表現方法として、最もシンプルなのは「強弱をつける」こと

だが、この楽曲での強弱のつけ方は基本中の基本といえるくらいナ

チュラルだ。楽曲全体を通して聴くと、A メロ＜ B メロ＜サビと、

サビへ向かって声の強さが増している。それは、演奏のメリハリと

リンクしたダイナミクスになっているのだが、楽曲の起承転結がわ

かりやすい形となっている。

　しかし、強弱はセクションの変化によるものだけではなく、小さ

い単位のフレーズにもつけられている。ワンフレーズの中の一番高

い音を強くすることが、発声時の「張り具合」の差によって自然だ

が、例えば、A メロの「♪顔に張り付いている」では、フレーズ内

の最高音「ている」で張っていて、その前のフレーズ「♪作り笑いが」

と組み合わせると劇的な変化であることがわかる。

　さらには、言葉の運び方もこの楽曲では演奏の音圧に合わせて、

A メロは柔らかくサビは鋭くなっているのだが、柔らかさと鋭さと

いった対極にあるものの組み合わせでも強弱は生じるのだ。また、

ダイナミクスのつけ方として「ビブラート」も着目ポイントだ。A

メロはビブラートを入れてる箇所が少なく揺れが穏やかであるのに

対して、サビは入れている数も多く揺れが細かく粒立っている。こ

れも対極だ。

　B メロの後半部では、全員で同じフレーズやアクセントを揃えて

演奏する「キメ」があり、演奏と発音のタイミングがピッタリと合っ

ている（譜例）。特に、歌詞の「♪離してやらないさ」の「して」「らな」

「さ」の、楽器陣がユニゾンでキメを演奏している部分がしっかりと

合うことで、アクセントやリズムが強調されている。もちろんこれは、

盛り上がるサビへの橋渡しともなる重要な要素でもある。

　キメは決まれば効果的だが、外すと一瞬で乱れが生じて次のセク

ションにも影響を及ぼす可能性が高い。キメに限らずだが、演奏全

体をカッコ良くしたいなら、普段から息を合わせて演奏することが

大事だ。

違和感のないダイナミクス・・・・・・・・・

バンドだからこそ味わえる一体感・・・・・・

譜例　下段はキメのアクセント。バンドの演奏を意識した歌い方が一体感を生む

参考にするなら、この曲もオススメ！

秦 基博   　
鱗

いきものがかり  　
帰りたくなったよ

天性の歌声を持つシンガーソングライ
ター、秦 基博。2007 年にリリースした
2nd シングル「鱗（うろこ）」は動画チャ
ンネル「THE FIRST TAKE」で近年再び
脚光を浴びている。優しさと力強さを兼
ね備えた圧倒的歌唱力は必聴ものだ。

ポップバンド（ユニット）の代表格、い
きものがかりの9thシングル。音色に乗っ
た歌が暖かく切なさが滲み出でいる名バ
ラード。吉岡聖恵（Vo）のクセのない伸
びやかな歌声はボイス・トレーニングの
お手本のよう。2008年リリース。

Music Theory
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ヨルシカ
春泥棒

ボーカル編 文・佐藤智恵

～「情景」と「感情」を大切にした歌唱～

　ヨルシカは、コンポーザーの n-buna（ナブナ）がボーカルの

suis（スイ）を迎えて結成したユニットだ。「先入観を持って音楽を

聴いて欲しくない」と、名前以外はほとんどが非公開となっている。

2021 年 1 月に配信リリースされた「春泥棒」は、春をテーマにし

た EP『創作』へ収録される前から CM に起用され、リリースが待

ち望まれていた楽曲だ。ミュージック・ビデオではリスナーが様々

な考察をして反響を呼んでいるが、詩的な歌詞に合う suis の表現力

が楽曲の世界を作っている。

　この楽曲は、サビ以外のセクションに休符（＝「間」）が多いこと

が特徴だ。しかも、1 小節近く「間」があるにもかかわらず、流れ

が止まらずに聴こえてくるのは、休符の部分も含めて「歌」にして

いるからだ。

　A メロは、16 分音符をメインにして歌うことによって細かいタ

イトさがあり、B メロは 4 分音符と 8 分音符が多くゆったりとして

いる…といった違いがあるが、息継ぎの長さやタイミングはほぼ同

じだ。息継ぎは、メロディーが始まる場所によっても変わるが、「間」

でも止まることなくリズムを意識することによって、息継ぎをする

タイミングも良くなり、メロディーの 1 音目がはっきりと聴こえて

くるのだ。また、この A メロや B メロのように、女性の音域とし

ては低めなメロディーの場合、目立った強弱がつけづらい。しかし、

この楽曲ではそれを逆手に取り、リズミカルに言葉を立たせたシン

プルな歌い回しと「間」によって、まるで朗読のようにも聴こえる。

歌に句読点が見えてきて、歌詞がどんどん頭の中に入り、情景が立

体的に浮かんでくる。

　C メロは、メロディーと楽器隊のアドリブが 1 小節ずつ交互に演

奏されているが、受け答えがスムーズなのは、全員が同じリズムを

共有しているからだ。アドリブは、毎回同じフレーズがくるとは限

らないので、リズムをしっかりと取っていないと入りそびれてしま

う可能性がある。音楽も朗読も「間」とリズムが大事なのだ。

　サビの「♪億劫～」の音程は、スケールから考えると本来「ファ 

ラ ソ ラ ソ ラ～」になる。しかし、この楽曲では「ファ ラ ラ♭ ラ 

ラ♭ ラ～」と、ブルー・ノートという独特な音使いになっている。

桜の花が散っていくような「憂い」感が出て、とても印象的な部分

だ（譜例1）。

　さらに、楽曲によって声色を変え、様々な表情を見せる suis だが、

この楽曲のサビでは裏声を多用しているところもポイントだ。最高

音は「レ」で、彼女は地声でも出せるのだが、あえて裏声を使って

いる。その理由は、ただ力強いだけではなく、ただ繊細なだけでも

なく、その響きから聴き手のイマジネーションに感情を委ねようと

しているからだろう。

休みではない休符と、止まらないリズム・・・

想像力を掻き立てる「音」・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

BIGIN   　
恋しくて

Aretha Franklin  　
Think

石垣島出身の3人組バンド、ビギンがオー
ディション番組の中で披露して審査員に絶
賛された1990年リリースのデビュー曲。
自動車の CM ソングにも起用された彼ら
の代表曲。アコースティックなサウンドと
切ない歌詞、ブルース風な歌が印象的。

クイーン・オブ・ソウルの異名を持つアメ
リカのシンガー、アレサ・フランクリンの
ヒット曲。映画「ブルース・ブラザース」
などのアップ・テンポと、ゆったりとした
オリジナル・バージョンがある。どちらも
圧巻の歌唱力だ。1968年リリース。

Music Theory

譜例　矢印がブルー・ノート 。スケール内のソとマイナー 3rd のソ♭が繰り返さ
れることで、憂いを帯びたメロディーになっている
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Ado
逆光

ボーカル編 文・伊丹谷良介

～刃のような力強い「ウタ」声～

　この楽曲は、2022 年 8 月公開のアニメ映画「ONE PEACE 

FILM RED」の劇中歌であり、圧倒的な歌唱力と表現力で人気の

Ado が歌を担当している。楽曲提供をしているのは、22 歳の現役

大学生で作詞・作曲、ミュージック・ビデオのデザインや映像のディ

レクションも行うマルチ・アーティストのVaundyだ。映画のメイン・

キャラクターである「ウタ」の怒り、葛藤、覚悟もこの楽曲にシン

クロしており、Ado の「刃のような力強い歌声」での表現が話題を

集めている。

　この楽曲の音域は、最低音が A ♭ 3 で最高音が B4 と、音域自体

は約１オクターブ弱と広くはない。しかし、Ado は「がなり」「け

だるさ」「突き抜けた疾走感」「ふんわりとした優しさ」など、ロック、

ポップ、クラシックを織り混ぜたような歌唱法を巧みに切り替えな

がら、広い音域の楽曲にも聴こえさせている。

　一聴すると、力強い狂気的な「怒り」を表現した発声が目立つよ

うに感じるが、その裏に隠された、どの音程でも音質的に太い声を

出せる基礎的な発声力とリズムの安定が、全体的にメロディーをしっ

かりと支えている。まさに、基礎をよく固めて不安定にならないよ

うにすることを意味する「深根固柢」という四文字熟語がぴったり

のボーカルだ。

　最も印象に殘るサビ前などの「シャウト・ボーカル」は、大きく

分けると、2 つの歌唱テクニックが発揮されている。1 つ目は「声

の成分」だ。人間の声には、1 つの音に様々な倍音が含まれ、同時

に発声されている。特に、Ado のシャウトには、歪んだ枯れた声、

クリーンな地声、オペラのようなロー・ボイスなど、様々な声の成

分が一緒に鳴っている。圧倒的な力強さを感じるのはそのためだ。

　2 つ目は、伴奏のリズムにしっかりと絡むグルーヴ感もあること

だ。リズムから暴走して単に叫んでいるわけでもなく、自然な流れ

ですんなり心地良く入ってくる。感情的に歌い上げる場所であるほ

ど、冷静沈着にリズムをしっかりとキープしているのだ。

　この楽曲では、歌詞をあえて口語調の発音とは違った響きで歌う

ことによって、感情表現と音のパンチ力を強調させている。

　例えば、2 コーラス目サビ直前の「♪焦っている」の「る」や、

サビ頭の「♪怒りよ」の「り」といった、「ラ行」を巻き舌の発声（タ

ング・ロール）で行うことで（譜例）、音楽的にも感情表現的にもメ

ロディーにアタック感がついている。この歌にチャレンジする場合

は、「ラ行」の歌詞に濁点をつけたようなイメージで歌ってみると良

いだろう。

深根固柢なシャウト・ボーカル・・・・・・・

感情表現とパンチ力を強調する発声・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

ARCH ENEMY   　
The World Is Yours

椎名林檎  　
罪と罰

スウェーデン出身のメロディック・デス
メタル・バンド、アーチ・エネミーの
10th アルバム『Will To Power』収録。
アリッサ・ホワイト＝グラズ（Vo）のデス・
ボイスやシャウト・ボイスの迫力は世界
クラスの芸術作品だ。2017年リリース。

1999 年にリリースされたシンガー・ソ
ング・ライター、椎名林檎の 6 枚目のシ
ングル曲で、2ndアルバム『勝訴ストリッ
プ』からの先行シングル。力強い巻き舌
で歌いこなす女性ロック・ボーカリスト
の代表的な楽曲として今も人気は根強い。

Music Theory

譜例　サビの出だし。シャウトの部分を濁点をつけるイメージで巻き舌の「り」に
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Hump Back
星丘公園

ギター編 文・岩尾 徹

～楽曲を活かす無駄を削ぎ落としたプレイ～

　Hump Back は、ボーカル＆ギター担当で、すべての楽曲の作詞

作曲も手がける林萌々子を中心とした大阪発のスリーピース・ガー

ルズバンドだ。人気曲の 1 つでもある「星丘公園」は、2017 年に

リリースされた 2 枚目のミニ・アルバム『hanamuke』に収録され

ている。

　冒頭の歌詞が印象的な、この楽曲のキャッチーでストレートな「エ

モい」ロックサウンドの要になっているのは、ベース、ドラムとの

一体感に重きを置いた、シンプルでストレートなプレイに徹するギ

ターに他ならない。ギターを弾きながら歌うことや、バンドで演奏

することを大切にした、スリーピースならではの表現力だ。

　楽曲の冒頭、弾き語りをしているようなゆったりとしたテンポで

サビが始まる。その後、その静寂を一気に突き破るかの如く、ドラ

イブ感溢れるイントロへと展開していく。そして、次に来るAメロは、

ドラムとベースがイントロの流れを汲んだビートを出しているのに

対し、ギターはクリーントーンと音価の長いコードストロークで広

がりを出している。その結果、セクションのテンション感をやや抑

えることができ、メロディにマッチした爽やかな表情を出すことが

出来ている。

　繰り返しの A メロは、その後に来るサビへとうまく流れを作り出

すため、パワーコードで 8 分音符のミュートバッキングをして、ド

ラムとベースが出すビートとの一体感を前面に出している（譜例）。

この一体感がタイトでスピード感あふれるグルーヴを生み出し、リ

スナーを盛り上がるサビへとスムーズに導くような楽曲の流れを構

築しているのだ。

　音色に関しては、クリーントーンは音の立ち上がりが良く、歪み

系は音の分離が程良いオーバードライブ・サウンドが適している。

ストラトキャスター系のギターがよく合うだろう。

　「もう 1 つのメロディ」といっても過言ではない間奏のギターソ

ロは、その前の「穏やかな大サビ」のゆったりとしたセクションの

流れから一気に盛り上がりをみせる。しかし、ドラム、ベースがド

ライブ感万歳の状態でプレイしている中、それに呼応して激しく弾

きまくるのではなく、逆にゆったりとしたメロディアスなフレーズ

を繰り返すというアプローチをしている。この対比のおかげでどっ

しりとした重厚感が生まれ、それまでの軽快な流れとのギャップで

ソロが印象深いものに仕上っている。

　また、イントロとエンディングに出てくるソロは同じフレーズを

弾いている。しかもイントロ、間奏、エンディングともに、同じ方

向性を感じるフレーズでまとめられている。このソロを聴いただけ

で、楽曲全体をイメージすることが可能になるほど印象的だ。

リズム隊のビートに対して変化する・・・・・
楽曲の「顔」ともいえるギターソロ・・・・

譜例　コードごとの1拍目はミュートせず、しっかりコード感を出して弾こう

参考にするなら、この曲もオススメ！

SHISHAMO   　
恋する -10YEARS THANK YOU-

The Bangles  　
Walk Like an Egyptian

CDデビュー10周年記念コンセプトアル
バム『恋を知っているすべてのあなたへ』
の収録曲。スピード感あふれるイントロの
リフや軽快でポップな曲調と、それらとは
真逆なブルージーなギターソロの対比が
印象的。2023年2月リリース。

ガレージポップ・サウンド＋洗練されたメロ
ディとハーモニーで 1980 年代に最も成
功したアメリカのガールズバンド、バング
ルス。1986 年リリースの 2nd アルバム
『Different Light』に収録。日本の人気
アニメのエンディング曲としても使用。

Music Theory
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マカロニえんぴつ
青春と一瞬

ギター編 文・岩尾 徹

～ノスタルジックな楽曲を引き立てるギター～

　マカロニえんぴつは、2012年に結成された4人組のポップ・ロッ

ク・バンドで、2019年にリリースされた「青春と一瞬」は、ファスト・

フードの CM タイアップ曲として書き下ろされて話題になった。イ

マドキのサウンドの中に、ザ・ビートルズやクイーンをはじめとす

る 1960 年代後半から 1970 年代の「UK ロック」の匂いがする

ミディアム・テンポな楽曲だ。2 本のギターが要所要所で効果的な

フレーズを奏で、そのノスタルジックな世界観を引き立てている。

　1 コーラス目の A メロでは、ピアノが 1 拍目と 3 拍目を 8 分音

符で刻んで楽曲に力強さを出している。しかし、繰り返しからクリー

ン・トーンのギターがピアノの休符の部分に「ペンタトニック・ス

ケール」（譜例1）を基本にしたリズミックなフレーズが絡むことで、

力強さの中にも軽快さが生まれている。フレーズ自体もトラディショ

ナルなアプローチをすることで、「古き良き時代のロック」な雰囲気

を出すことに一役買っている。

　B メロは、A メロよりもリズム的にスピード感のあるグルーヴに

なっているが、この 2 つのセクションのスムーズな流れを作り出す

役割をしているのが、A メロで 8 小節目ごとに出てくるキメを一緒

に弾いているもう 1 本のギターの弾き方だ。1 回目では、ベース、

ドラム、ピアノと同じようなタイム感で弾いているのだが、B メロ

へとつながる2回目は、ギターだけ最初の音符を1弦側からアップ・

ストロークでややルーズに弾くことで 1 回目とのサウンドに変化を

つけ、楽曲が新たな展開へ進む予感を醸し出す手助けとなっている。

　サビではオルガンがコードを弾き、リズミックなバッキングは 2

本のギターが請け負っている。1 本のギターが 4 分音符主体のスト

ロークで弾き続ける中、もう 1 本のギターは 8 分音符主体のアルペ

ジオを弾いているのだが、前半で 16 分音符を混ぜて楽曲全体のス

ピード感をコントロールしている。また、サビはイマドキなポップ・

サウンドなのだが、最後に出てくるどこか懐かしいフレーズのリフ

が、繰り返すAメロへの流れを作り出しているところもポイントだ。

　イントロのツイン・リードは一般的なハーモニーで弾かれている

のだが、最後の部分だけハモり方を変えている。このハモり方がい

かにも「UK ロック」的なのである。また、間奏は歌からの流れを

うまく引き継ぎ、メロディアスなフレーズから入って他の楽器が奏

でるビートを意識したフレーズで構成し、バンドとしての一体感を

生んでいる。

　音色も、ナチュラルな「オーバー・ドライブ・サウンド」という

よりも、1960 年代に主流だったエフェクターの「ファズ」に近い

音色で弾くことで、楽曲全体に統一感が出ている。

鍵盤楽器に対する 2 本のギターの役割・・・・

計算されたギター・ソロと音色・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Queen   　
Killer Queen

The Jimi Hendrix Experience  　
BBC SESSIONS

イギリス出身で世界的に有名なロック・バ
ンド、クイーンの 3rd アルバム『シアー・
ハート・アタック』からの第 1 弾シングル。
重厚なコーラスにブライアン・メイ（Gt.）
のメロディアスなソロとギター・オーケスト
レーションが印象的。1974 年リリース。

没後 50 年経った現在でもロック史上最
高のギタリストとして評価されているジ
ミ・ヘンドリックスがイギリスの BBC 放
送に残した音源を集めたスタジオ・ライ
ヴ・アルバム。ファズを駆使したエモー
ショナルなサウンドは今聴いても新鮮だ。

Music Theory

譜例　C#メジャー・ペンタトニック・スケール。4度と7度がない5音音階
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Saucy Dog
いつか

ギター編 文・岩尾 徹

～ 3 ピース・バンドでバラードをエモく～

　Saucy Dog は、フロント・マンの石原慎也（Vo&Gt）を中心

とした、ポップ・センス溢れる 3 ピース・バンドだ。この楽曲は、

2016 年に行われた某オーディションの最終審査でのライブと、

そこからあまり時を経ずして公開された楽曲の情景を封じ込めた

ミュージック・ビデオとで、バンドの存在を強烈に知らしめた代表

曲である。3ピース・バンドという最小限な楽器構成にもかかわらず、

エモーショナルなバラードに仕上げられている理由は、場面ごとに

計算されたギターのアプローチなくしては語れない。

　イントロのギターはシンプルなコード・ストロークだが、とても

広がりのある大陸的なイメージを醸し出している。これは、テンポ

だけのせいではなく、1、2 弦の押さえる音（フレット）を固定し

たままコード・チェンジをすることで、コード感の変化が抑えられ

ているからだ（譜例 1）。そこにベースが弾くルート音が加わること

によって、ハーモニーの聴こえ方が緩やかに変化して、サウンドは

より広がりを出している。

　A メロは、セクションごとにそれぞれ「静」と「動」がうまくコ

ントロールされている。1コーラス目の1回目は、ギターは弾かず、

ベースのみが淡々と和音を 4 分音符で弾いて静寂感を演出している

が、繰り返しの回では、流れを「動」へ違和感なく行うべく、ギター

が優しい音色で軽くアルペジオを交えた音価の長いストロークで加

わる。A メロは 4 小節パターンのコード進行で構成されているのだ

が、ここでも 1、2 弦の音をなるべく固定することで奏でるハーモ

ニーの変化を最小限に抑えている。その結果、ゆったりとした繊細

なセクションの流れを生み出し、この後のハードに盛り上がるサビ

でも優しさを失わずにいられるのだ。

　激しいサビ後の 2 コーラス目の A メロは、1 回目は 4 分音符の

キレが良いストロークで、サビからの流れを踏襲しつつもメロディー

に合った軽いタイトなグルーヴになっている。それに対し 2 回目で

は、柔らかなストロークのバッキングに移行して本来の A メロのイ

メージに近づけている。これは、この後にくる B メロ→サビへの展

開をスムーズにするためだ。

　イントロ、サビなどは一見ハードに歪んでいるように聴こえるが、

コードを弾いた時に 1 つ１つの音がほどよく分離して聴こえる程度

のラウドな音色に仕上げている。このような粒だちを求めるならば、

テレキャスター・タイプやストラトキャスター・タイプの「シング

ルコイル・ピックアップ」が搭載されたギターが、音の立ち上がり

も良く適しているだろう。演奏する場合は、ギターの種類に関わらず、

音がつぶれない程度に歪ませることを意識してコード感を出すと良

いだろう。

楽曲の流れに変化をつけるアプローチ・・・・

ハードながらも繊細な音色・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

back number   　
水平線

Johnny, Louis & Char  　
籠の鳥

3 ピースのロック・バンド、バック・ナ
ンバーが、中止となった 2020 年度イン
ター・ハイの応援ソングとして YouTube
に公開した 1 年５ヶ月ぶりの新曲。美し
いメロディー・ラインのバラードに芯の
ある力強いギターが印象的。

伝説の日本のロック・バンド、ジョニー ,
ルイス & チャーが 1979 年に日比谷野外
音楽堂で無料デビュー・ライブを行った
時の音源アルバム『FREE SPIRIT』に収
録。チャー（Vo&Gt）のシンプルながら
説得力のあるギターが楽曲を盛り上げる。

Music Theory

譜例　1、2弦を固定してCadd9コードにすることで、よりサウンドが広がる
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ハルカミライ
世界を終わらせて

ベース編 文・山田潤一

～アレンジの変化に効果的な奏法とライン～

　この楽曲は、2019 年にメジャーデビューした東京都八王子市出

身のバンド、ハルカミライが 2018 年にリリースしたインディーズ

時代の 3rd シングルだ。パンクロックを現代のサウンドに昇華して

いて、懐かしさもありながらイマドキなアレンジは幅広い層に刺さ

る。ベースラインはシンプルな構成だが、アクセントの使い分けや

「分数コード」を使用することで、弾いていて飽きのこないフレーズ

になっている。

　ベースのピッキングは、ダウンとアップを交互に規則的に繰り返

す「オルタネイト・ピッキング」を基本として、フレーズや盛り上

がりによって「ダウン・ピッキング」に変えたりしている。

　例えば、イントロは 2 小節パターンでフレーズを構成しているの

だが、1 小節目はダウン、2 小節目はオルタネイトと使いわけてい

る箇所がある（譜例）。珍しいパターンではあるが、弦をまたぐフレー

ズをオルタネイトで弾くことで少しだけ柔らかい印象になっている。

　他のセクションも同様に、A メロではダウン・ピッキング、B メ

ロやサビではオルタネイト・ピッキングと、奏法を使いわけている

と思われる。A メロではダウン・ピッキングで弾くことで音の粒が

揃ったタイトなグルーヴを作り出し、バンドのリズムを強固なもの

にしている。B メロでは、前半はドラムのグルーヴに合わせてオル

タネイト・ピッキングで柔らかい 8 ビートとなり、後半 15 小節目

からはダウン・ピッキングで弾くことで強い音符が強調されて、サ

ビに向かって勢いをつけている。

　このように、ピック弾きはフレーズによってピッキングの仕方を

使い分けないといけない。この楽曲に限らず、ピックで演奏する場

合はどちらが弾きやすいかを考えてみると良いだろう。

　ベーシストの須藤俊は、楽曲のアレンジをしているということも

あって、分数コード（オンコード）でアプローチすることが多い。

分数コードとは、ベースがルート音ではなく 3 度や 5 度、あるいは

それ以外の音にすることで和音の響き方を変えたり、コード進行の

流れをスムーズにする手法だ。

　例えば、イントロは①G→D/F ♯、② Em→Bm、③C→D/A、

④ Bm（数字は小節数）というコード進行なのだが、この D/F ♯と

D/A が分数コードだ。F ♯はコード D の 3 度の音、A はコード D

の 5 度の音になっている。ストレートなコード進行もどこか切ない

サウンドに感じる。

　また、ルートを F ♯→ E、A → B と次のコードで音階的に隣の

音を弾くことで、単独のラインが

出来てコードの流れがスムーズに

なっている。聴いていて心地良い

コード進行だ。

ピック奏法の使い分け・・・・・・・・・・・ 「分数コード」による印象の変化・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

THE BLUE HEARTS   　
情熱の薔薇

Red Hot Chili Peppers  　
By The Way

日本を代表するパンクロック・バンド、
THE BLUE HEARTS の 9th シングル。
イントロではダウン・ピッキング、それ
以降は基本オルタネイト・ピッキングで
弾いている。グルーヴや音の粒立ちの違
いが熱い。1990年リリース。

2002 年にリリースされたミクスチャー
バンドの雄、レッチリの 8 枚目となる同
名アルバムの先行シングル。イントロの
分数コードから和音の響きが独特。世界
的ベーシスト、フリーの 4 弦だけ 1 音下
げの変則チューニングも弾き応え抜群。

譜例　イントロのコード進行とフレーズ。オルタネイトとダウンの両方で練習してみよう

Music Theory



36　　軽音楽部Magazine VOL.61 ｜ APR・2023

KANA-BOON
ないものねだり

ベース編 文・山田潤一

～疾走感のあるピック弾きのグルーヴ～

　「ないものねだり」は人気ロック・バンド、KANA-BOON（カナブー

ン）が 2013 年にリリースした 1st ミニ・アルバム『僕が CD を

出したら』に収録されている、彼らの人気を決定づけた楽曲だ。シ

ンプルなコード進行と共に、バンド全体で疾走感のあるグルーヴを

作り出すことで、聴いている人がワクワクするような楽曲に仕上げ

ている。ベースも同様に疾走感が重視され、ドラムのテンポを非常

に意識して弾いているのだが、ピックで演奏することで、さらにド

ライブ感のあるプレイになっている。

　この楽曲のイントロや A メロなどは、同じフレーズのパターンで

構成されている。ここで面白いのは、ベース・ラインのコードが変わ

るタイミングだ。コード進行は、C#m7 → F#7 → F#m7onA → E

の循環パターンになっていて、コードの変わり目は 2 拍ごとになっ

ているのだが、ベースは 8 分音符 1 つ分先にコード展開をしている

（譜例1）。こうすることで、シンコペーションに近い効果を作り出し、

疾走感のあるグルーヴを演出することができているのだ。

　ドラムのパターンは、いわゆる「4 つ打ち」になっていて、ベー

スも合わせてフレーズ構成をしている。しかし、ベース・ラインは

バス・ドラムに合わせてフレーズを作ることが基本とはいえ、この

4 つ打ちにベースを単純に合わせてしまうとノリが一辺倒になって

しまうため、この楽曲では他のパートとの兼ね合いを考えながら、

裏拍を強調させたフレーズにすることで、表拍の印象が強くならな

いようにしているのだ。

　そして、一転して 8 ビートになってバス・ドラムのリズムとしっ

かりと合わさるサビになると、それまでのモヤモヤを吹き飛ばすよ

うに効果が現れる。この 4 つ打ちのパターンは、非常にプッシュさ

れたグルーヴでリズムが前ノリになるところが特徴だ。ベースはそ

のプッシュ感を意識しながら、さらに毎小節の 1 拍目にアクセント

をつけることで、ビートを強調し、どのセクションよりも勢いのあ

るアレンジにしている。

　ピックを使って演奏していることも、この楽曲に疾走感を与えて

いるポイントだ。ピックは、指弾きよりもサウンドが硬く粒立ちが

良いことが特徴で、この楽曲でもエッジの効いたロックなサウンド

が聴ける。また、Aメロなどはアップ・ダウンを交互に繰り返す「オ

ルタネイト奏法」で弾くことで、コードの変わるタイミングがアップ・

ピッキングになり、軽い印象を与えている。仮にこれをダウンだけ

で弾いてしまうと、裏拍に強くアクセントが出て、シンコペーショ

ンしている感じになってしまう。そうすると、この気持ち良い「ふわっ

と感」が出ないのだ。

　ピックを使ったオルタネイト奏法で演奏する場合、弾き始めをアッ

プかダウンのどちらにするのかまでこだわってみると良いだろう。

先行するコードとプッシュするグルー・・・

ピック弾きの効果・・・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

GLAY    　
誘惑

SNAIL RAMP  　
B・M・W

日本を代表するロック・バンドの 1 つ、
グレイの 13 枚目のシングル。ベースは
全体を通してピックのオルタネイトで弾
いているが、イントロの変拍子の部分は
ダウンで弾くなどピックの微妙なニュア
ンスの違いが聴ける。1998年リリース。

日本のスカパンク、メロコアと呼ばれる
ジャンルのバンド、スネイル・ランプの
3rd シングル。ピック・ベースとドラム
の絡み、裏ノリのギターとのバランスな
ど、ワクワクするようなプッシュするグ
ルーヴが心地良い。1999年リリース。

譜例　8分休符の部分はゴースト・ノート（空ピッキング）にしても大丈夫
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あいみょん
君はロックを聴かない

ベース編 文・山田潤一

～楽曲の印象を左右する「1 音」～

　今や日本を代表するシンガー・ソング・ライターの1人となった、

あいみょんの 2017 年にリリースされたメジャー 3 枚目のシング

ルであるこの楽曲は、どこか懐かしいメロディーと表現豊かな歌詞

が特徴的だ。全体的なアレンジは、1990 年代のポップスを彷彿と

させるような爽やかなものになっていて、どの世代が聴いても耳馴

染みが良い。ベース・ラインも、歌と歌詞を生かすシンプルなフレー

ズにはなっているが、歌の展開に合わせてリズム・パターンを変え、

楽曲に流れを作り出している。1 音で印象を変えるポップス要素が

散りばめられたベース・ラインは注目だ。

　イントロとサビのベース・ラインは、8分音符のルート弾きになっ

ている。ロックなどでよく使われる奏法だが、この楽曲ではロック、

ポップスの両方のニュアンスを感じさせるように弾いている。その

要因となるのがコード・トーンの「5度の音」だ。

　 例 え ば、 イ ン ト ロ の 1 ～ 2 小 節 目 の コ ー ド は

C → D → Bm7 → Em とコードが展開しているのだが、Bm7 から

Emに行く時にBmコードの5度の音（F♯）を経過音として使って、

コードをつないでいる（譜例 1）。このたった 1 音によって、単に

同じ音を弾いている時よりも少しポップな印象になっているのだ。

このラインは、5 度の音を使っているところがポイントで、3 度な

どの音を使用すると逆にポップな要素が強くなりすぎて、軽やかな

印象になってしまうのだ。

　これは、サビにも同様のことが言え、ここでは基本的にルートと

5 度の音でベース・フレーズが構成されている。些細な違いではあ

るが、このこだわりによってロック、ポップス両方のニュアンスを

感じることができる素晴らしいフレージングだ。シンプルな 8 ビー

トのベースにも、様々なフレーズ・アプローチがあることがわかる。

　この楽曲の A メロは、1 ～ 2 小節目と 3 ～ 8 小節目でベース・

フレーズのリズム・パターンが変わっている。通常であれば、セクショ

ン内でリズム・パターンを細かく変えることはあまりしないのだが、

この楽曲ではあえて最初の 2 小節だけ裏拍にアクセントをつけるこ

とで浮遊感を作り出している。イントロの 8 ビートのイメージを変

えると共に、アクセントがメロディーと重なることで、一瞬で歌が

引き立つプレイだ。

　3 ～ 8 小節目では、表拍にアクセントを置くことで安定感を作り

出している。この時のポイントは「スタッカート」にあり、3 拍目

の 8 分音符をスタッカートで弾くことで、1 ～ 2 小節目の浮遊感の

ある印象からタイトで安定感のあるリズムに変化させ、違和感なく

次のセクションに橋渡しをすることができている。

　ベースは単音楽器だからこそ、1 音で楽曲に与える影響が大きい。

1音1音を大切にしよう。

ポップでロックな 8 ビートにする 1 音・・・・ 浮遊感と安定感でセクションをつなぐ・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Sheryl Crow   　
Real Gone

ZARD  　
揺れる想い

アメリカのシンガー・ソング・ライター、
シェリル・クロウの楽曲で、アニメ映画
「カーズ」のオープニング曲。ベースは A
メロでのロックな印象から、サビでのポッ
プな 8 ビートなど、様々な雰囲気を作り
出している。2006年リリース。

1993年にリリースされたZARDの8th
シングル。ポカリスエットの CM ソング
の中で歴代最高売上を記録。セクションに
よって裏拍と表拍のアクセントを明確に使
い分けている。リズムのアクセントが変
わった時の浮遊感と安定感の違いは絶妙。

譜例　矢印が経過音の5度の音。Emの場合はB音。印象の違いを感じながら弾こう
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Mr.Children
生きろ

ドラム編 文・辻 伸介

～力強くポジティブさを感じるドラム～

　2022 年にデビュー 30 周年を迎えた Mr.Children は、いわず

と知れた日本を代表するレジェンド・ポップバンドだ。この楽曲

は、同年にリリースされたベスト・アルバム『Mr.Children 2015-

2021 & NOW』に収録されてはいるが、映画「キングダム2 遥か

なる大地へ」の主題歌として書き下ろされたものだ。

　しかし、映画の内容にも添いながら、コロナ禍の世の中に対す

るメッセージとも取れる歌詞には、自身の「これからも音楽とと

もに生きていく」といった強い決意を感じさせる。ドラムのプレ

イやサウンドも、しっかりと力強く大地を踏みしめるような前向

きさがある。

　オープニングから、静寂を活かしたピアノや優しいストリングス

の音色をバックに、強い意志を持ちながら歌うボーカルが清々しい。

2 周目の A メロからドラム・ループは入ってくるが、最初のサビま

でドラムは出てこない。少しジレったくも感じるが、それまでの漂

うような雰囲気から一転して唐突に現れる 4 つ打ちのスネアがサビ

を盛り上げている。

　注目すべきは、サビの 4 小節目に入るフィルだ。この楽曲の基本

のリズムは遅いテンポの 8 ビートだが、ここのフィルは 6 連符系の

フレーズとなっている（譜例）。このハネた感じのフィルはすべての

サビのこのタイミングにだけ出てくる。かなり特徴的で耳に残るア

レンジだが、この手法はビートルズをはじめとした 1960 年代の頃

から行われている。奇抜なアレンジというよりも、バンドとしてビー

トルズの影響を色濃く感じるミスチルならではのオマージュなので

はないだろうか。

　とにかく、このフィルがこの楽曲のドラムアレンジのポイントで

あることには間違いない。リズムのチェンジアップが難しいが、各

サビの冒頭の歌詞を受けての大事なフィルでもあるので、演奏する

時は集中して気持ちを込めて叩き込むとかっこ良くキマるだろう。

　この楽曲のドラムは、実際に演奏したのではなく、サンプリング

によるものかもしれない。例のサビの 6 連符系フィルも、よく聴く

とフレーズもダイナミクスもすべて同じだ。音源制作の現場でパソ

コン上でのエディット（編集）が当たり前となっている現代では、

ドラムサンプリングも一般的になってきているが、いわゆる「バンド」

として30年駆け抜けてきた彼らとして、新しい波に乗ることも「進

化」なのであろう。それは、自分たちらしさと時代が融合した未来

への決意とも受け取れる。

　ドラムのサウンドは、低音とミュートが効いたオールドスタイル

でもある。しかし、だからこそクールで大地を踏みしめるようなタ

イトさの中に、安心感のある暖かさを感じるのだろう。

ルーツを感じさせる 6 連符系フィルイン・・・

タイトで温かいサウンドの理由と意味・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

THE BEATLES   　
Hey Jude

Official 髭男 dism  　
I LOVE…

世界的なロックバンド、ザ・ビートルズ
の 1968 年にリリースされた大ヒットシ
ングル。後半部にはオーケストラが入り
7 分に及ぶ壮大な楽曲。ゆったりとした
8 ビートにリンゴ・スター（Ds）が叩く
ハネた6連符系のフィルが絶妙。

今や日本のポップス界において不動の地
位を確立した通称「ヒゲダン」の CD シ
ングルとしては 4 枚目となる楽曲。セク
ションによって自在に変わるドラムサウ
ンドは生とサンプリングの融合の 1 つの
集大成ともいえる。2020年リリース。

譜例　サビに出てくるフィルイン。見やすくバウンス記号で表記しています

Music Theory



39　　軽音楽部Magazine VOL.61 ｜ APR・2023

家入レオ
サブリナ

ドラム編 文・辻 伸介

～シンプルなパターンとスピード感で切なさを表現～

　2012 年 2 月にデビューした家入レオは、その後 1st アルバム

や 2nd シングルをリリースし、その年のレコード大賞最優秀新人賞

を獲得した。デビュー曲であり、テレビ・アニメのエンディング・テー

マでもあったこの楽曲は、今や彼女の代名詞的な存在となっている。

楽曲自体やタイトル名は、苦悩する愛をテーマにしたオードリー・

ヘップバーン主演の名作映画「麗しのサブリナ」からモチーフを得

たということだが、激しくも安定したビートを刻むドラムがその切

なさを盛り上げている。

　キャッチーな歌詞と共にコード・ストロークのギター・リフから

始まるイントロは、その後、ベースとドラムが加わり重厚な 8 ビー

トになる。そして、A メロに入るとギターとベースは休符を交えた

力強いユニゾン・フレーズになるのだが、ドラムはイントロ同様、

シンプルなパターンに徹している。アクセントをバス・ドラムで合

わせずに、あえてユニゾンさせないことで 4 分音符のビートが強調

され、気持ち良く自然に体が動くグルーヴになっている。今でいう

EDM（エレクトリック・ダンス・ミュージック）系のアレンジに近

いかもしれないが、ロック・テイストでありながら、ポップ＆ダン

サブルでもあるこの楽曲の魅力の一端は、このドラム・アレンジに

よる部分も大きい。しかし、シンプルだからといって侮ってはいけ

ない。演奏する場合は、テンポ・キープに十分気をつけていないと、

この効果は薄くなってしまう。メトロノームでの練習が必須となる

だろう。

　愛に苦しむ感情を表現するには、ゆったりとしたバラード調のア

レンジではなく、アップ・テンポの激しい曲調の方がより聴く者の

心を打つ場合がある。この楽曲もそのタイプなのだが、大事なのは「叫

びたい」「走り出したい」といった抑えきれない衝動を、「スピード感」

を伴った演奏で表現することだ。

　ドラム・パートのスピード感は、次の２つによって表されている。

１つは、主に 8 分音符で演奏されているギターやベースのリズムを

損なわない攻撃的なハイハットだ。しかし、力ずくで叩けば良いと

いうことではなく、ギターやベースと共に 8 分音符をしっかりと感

じながら、鋭く切り込むようなサウンドに気をつけると雰囲気が近

くなる。もう１つのポイントは、他のセクションとは違い、少しゆっ

たりとした雰囲気に変わる B メロだ。パターンとしては右手が 4 分

音符のライド・シンバルになり、2小節ごとにフィル・インが入る（譜

例 1）。最後にキメとブレイクを通ってサビに入ることで、より一層

サビのスピード感が増すことになる。B メロは少し優しく、大きな

リズムを感じながら演奏すると良いだろう。

あえてユニゾンしないドラム・パターン・・・

スピード感を大事にするドラミング・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

相川七瀬   　
夢見る少女じゃいられない

Taylor Swift  　
You Belong With Me

1995 年にリリースされた、シンプル
なアレンジがかっこ良い相川七瀬のデ
ビュー・シングル。キャッチーなメロディー
と歌詞で今でも人気が高い。ギター・ロッ
クでありながらポップでダンサブルなドラ
ム・アプローチが当時は斬新だった。

グラミー賞他、数々の栄冠に輝いた、世
界的なシンガー・ソング・ライター、テ
イラー・スウィフトの 2008 年のヒット
曲。キレの良いドラムが、切ない片想いを
ダンサブルなポップ・ソングにしている。
EDMとアコースティックの融合が見事。

譜面　Bメロのパターン。テンポが遅くならないように注意しよう
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Vaundy
怪獣の花唄

ドラム編 文・辻 伸介

～サビを生かすための 2 つのフレーズ～

　中学生の頃から楽曲創作を始め、高校時代には「歌い手」として

の活動も行っていたシンガー・ソング・ライター、Vaundy（バウ

ンディ）が、2020 年に 5th デジタル・シングルとしてリリースし

たのが、この「怪獣の花唄」だ。楽曲から映像制作まで 1 人でこな

すマルチ・アーティストな 20 代前半の青年の作り出す世界は、終

始イメージがブレていない。ドラムに関しても、その楽曲を世界観

を邪魔することなく、郷愁に満ちた切ない感情をより生かすように

なっている。

　この楽曲のドラム・パターンは、どれもシンプルで「定番」ばかりだ。

しかし、細部に「キモ」が重視されたフレージングは、なかなか言

われなければ気がつかないようなセンスに溢れている。

　例えば、サビ以外での基本パターンのような、3拍目アタマにバス・

ドラムがないフレーズ（譜例）では、テンポ・キープも難しく間伸び

してしまいがちだ。しかし、この楽曲ではそれを補うように、3拍

目アタマのハイハットにアクセントがついている。いや、アクセン

トがついている…というよりも、毎拍のハイハットがしっかりとビー

トを刻んでいる、といった方が適切かもしれない。とにかく、たった

これだけのことだが、3拍目にもしっかりとビートを感じることがで

きるため、特にAメロなどでは全音符気味の他の楽器をカバーする

ことができ、気持ちの良いグルーヴを損なわずに楽曲が進んでいる。

　この楽曲のような盛り上がり系ナンバーを演奏する時には、テン

ポ・キープに注意が必要だ。その理由は、興奮しすぎて心拍数が上がっ

てしまい、本来のテンポ感がわからなくなってしまうことと、サビ

のメロディーが 4 分音符主体になっているため、ビートの間（ま）

が詰まっていってしまうからだ。気持ちが昂るほど、テンポは早く

なっていくだろう。

　しかし、サビのパターンをよく聴くと、1 拍目と 3 拍目のバス・

ドラムの前にスネアが入っていることがわかる。どちらかというと、

スネアをバス・ドラムの前に「引っ掛けて」いる感じなのだが、こ

うすることでバス・ドラムのタイミングが安定し、テンポ自体がそ

んなに速くなくても疾走感のあるイケイケな演奏になっているのだ。

これは、楽曲のリズム全体を単純な 8 ビートとして捉えるのではな

く、16 分音符を感じた「シェイク・パターン」として捉えている

証拠だろう。

　また、聴こえにくいが、この「引っ掛け」はフィル・インの入り

口でも行われていて、こちらも同様にスピード感を持ってフィル・

インに入れる重要なポイントになっている。

　楽曲の構成を「サビ」と「サビ以外」とした時に、この 3 拍目に

関する違いは大きい。すべてがサビに向かって帰結するアレンジに

なっていると感じる。

ないようである 3 拍目のアタマ・・・・・・・

バス・ドラムの前の「引っ掛け」・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

The Rolling Stones   　
Honky Tonk Woman

CHiCO with Honeyworks  　
プライド革命

イギリスを代表するロック・バンド、ローリ
ング・ストーンズの名曲で、イギリス、ア
メリカ他数カ国で 1 位を獲得した代表曲
の 1 つ。3 拍目アタマ抜きフレーズとい
えばこの曲。サビとの違いが明確で、Aメ
ロはベースもいない。1969 年リリース。

クリエイター・ユニットの「ハニワ」が
2015 年にリリースした 3rd シングル。
人気アニメ「銀魂」の第 2 期オープニン
グ・テーマとして書き下ろされた。疾走感
あるドラム・フレーズは、シェイク・リズム
を感じながらのスネアの引っ掛けにある。

譜例　サビ以外のセクションの基本パターン。矢印部分の3拍目アタマがキモ

Music Theory
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Uru
恋

キーボード編 文・鳥居克成

～アコースティック・サウンドでのキーボードの役割～

　2016 年にメジャーデビューした Uru（ウル）は、デビュー前

にすでに動画チャンネルの登録者数が 14 万人を超えており、アマ

チュア当時としては驚異的な数字だった。「恋」は、2023 年にリ

リースされた 3rd アルバム 『コントラスト』に収録されている。

　自身はシンガーソングライターとして活動している Uru だが、

この楽曲はロックバンド wacci のボーカル & ギター、橋口洋平が

手掛けたものだ。恋人との別れを決してネガティブにならず前向

きな言葉でつづる歌詞の世界に、アコースティックギター（以下、

アコギ）とピアノを中心としたアレンジが歌声によくマッチして

いる。

　この楽曲は、アコギとピアノをメインにアレンジされているが、

セクションごとに役割分担がなされていて、ドラム、ベースの入り

方や抜け方なども計算されている。

　最も分かりやすいのは B メロのセクションだ。1 コーラス目で

はアコギ中心に演奏され、B メロから 4 分音符のピアノが入って

コードをサポートしながらオブリガートを弾いている。高めのレン

ジで演奏されているため、バッキングのアコギや歌のメロディを邪

魔することなく、整理されたアレンジにまとまっている。

　また、1 コーラス目後の間奏からはピアノ中心のバッキングに切

り替わり、徐々に楽曲が盛り上っていく構成となっている。さらに

2 コーラス目後の間奏は、ピアノ中心のアレンジの合間にうまくギ

ターのオブリガートが入ってきて、全体が次の「落ちサビ」へ向かっ

て進んでいく。そして、落ちサビでまたアコギのみになった後、サ

ビに戻ってエンディングまでピアノ中心に変わる…といったアレン

ジもドラマチックに考えられている。

　アコースティック・サウンドで聴かせながら、様々なセクション

に散りばめられた「SE（サウンドエフェクト）」的なシンセサイザー

の音色も、この楽曲のアレンジにおいて重要な役割を果たしている。

　全体としてビート系の SE が現代的に感じさせる中、2 コーラス

目後の間奏から演奏されているオルガンの音色は非常に効果的な演

出となっている（譜例）。これは、ピアノがメロディを弾いている

場面で、アコーステック・アレンジを崩さないまま盛り上がるよう

に、エレキギターの代わりにオルガンが全音符のバッキングを弾い

ているのだ。楽曲の世界観を崩すことなく、次の落ちサビへ向かっ

てスムーズにつながっている。

　また、ベースはシンセサイザー・ベースで演奏され、アコース

ティック楽器中心のアレンジの中で、この音色も注目すべき点だ。

主張しすぎないが「ウネる」音色も、この楽曲の大事な要素になっ

ている。

アコースティックギターとピアノの弾き分け

アコースティック・アレンジでのシンセサイザーの役割

参考にするなら、この曲もオススメ！

EPO   　
DOWN TOWN

Noa  　
Child Of Man

日本のシンガーソングライター、EPO が
1993 年にリリースしたセルフカバー・
アルバム『epo Works』に収録。16ビー
トのファンキーな原曲をブラジル音楽を
元にアレンジされていて、バッキングの
アコギにピアノがうまく絡んでいる。

イスラエル出身のシンガー、Noa の 1st
アルバム『Noa』に収録された楽曲。パッ
ト・メセニー（Gt）のプロデュース。ア
コギ中心のアレンジにピアノや効果的に
演奏されているシンセサイザー、オルガ
ンの音色が心地良い。1994年リリース。

譜例　2コーラス目後の間奏。ピアノはオルガンよりも高い音域で演奏されている

Music Theory
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Official 髭男 dism
ノーダウト

キーボード編 文・鳥居克成

～雰囲気を作り出すインパクトあるフレーズ～

　2012 年に結成されたバンド、Official 髭男 dism（オフィシャル・

ヒゲ・ダンディズム）は、キーボードを中心とした曲調と変幻自在な

メロディーが印象的で、昨年末にはNHK 紅白歌合戦にも出場を果た

した。『ノーダウト』は、そんな彼らのメジャー・デビュー第 1 弾とし

てリリースされた楽曲なのだが、イントロのブルージーなフレーズや、

曲中にリフレインされているラテン風なピアノが全体を華やかに彩っ

ている。

　この楽曲は、冒頭からいきなりブルージーなピアノ・フレーズで

始まるが、これは「マイナー・ペンタトニック・スケール」を巧み

に崩して作られたフレーズだ（譜例1）。マイナー・ペンタトニック・

スケールとは、マイナー・スケールから 2 番目と 6 番目の音を抜い

たスケールで、順に上がったり下がったりするだけでも雰囲気が出

る、ロックでよく使われるスケールだ。

　この楽曲では、そこに本来のスケールにはないビミョーな音程の

「ブルー・ノート」と呼ばれる♭5度（この楽曲の場合はファのナチュ

ラル）を入れて、よりブルージーな感じを出している。ブルー・ノー

トはメロディー・ラインにもさりげなく登場するのだが、ポップな

楽曲がちょっぴりオシャレでオトナっぽく聴こえるのはそのためだ。

メジャー・キーの楽曲にも応用できるので、ぜひ覚えておこう。

　また、半音違いの 2 つの 32 分音符がフレーズの装飾音として

使われていることも大事なポイントだ。専門的には「弱起」と言う

が、この 2 音を入れることで、フレーズにさらなるスピード感を

与えている。

　ブルージーなフレーズの後には、またもや軽快なラテン風のピア

ノ・フレーズが出てくる。この徐々に下がっていく「クリシェ」の

ようにも聴こえるフレーズは、アフロ・キューバン・ジャズの香り

を出し、イントロだけではなく曲中様々な場面でリフレインされて

いる。楽曲のアレンジとしては、ドラム、ベース、ギターが 1 拍目

と 2 拍目の裏を強調したリズムを中心にしているが、そこに絡みつ

くようなラテン・ピアノのフレーズが入ることで、スピード感とバ

ンドの一体感が出ている。

　このようなラテン・ピアノは、両手でオクターブ違いの同じフレー

ズを弾くのが一般的だが、右手はオクターブでトップとボトムを弾き

ながら、内声のコード・トーンをアルペジオで弾くと、サウンドが

厚くなってラテンらしさが出る。練習方法としては、右手と左手の

フレーズをきちんと揃えることが大事になってくるので、左右がバラ

バラにならないように、少しテンポを落として始めると良いだろう。

聴き手の心を掴むブルージーなオープニング

リズム・アンサンブルの隙間に光るラテン・フレーズ

参考にするなら、この曲もオススメ！

Donny Hathaway   　
The Ghetto

椎名林檎と宮本浩次  　
獣ゆく細道

享年 33 歳という若さでこの世を去った
稀代のソウル・シンガー、ダニー・ハサ
ウェ イの代表曲。 1972 年リリースの名
盤『Live』 での演奏は、マイナー・ペンタ
トニック・スケールのイントロから壮絶な
インプロビゼーションに発展していく。

椎名林檎が「news zero」のテーマ・ソ
ングとして書き下ろした楽曲で、エレファ
ントカシマシの宮本浩次とのデュエット
が話題になった。ブラス、ストリングス
の壮大なアレンジだが、サビのラテン・
ピアノが素晴らしい。2018年リリース。

Music Theory

譜例　イントロのフレーズ .。上段が右手、下段が左手。矢印の音が「ブルー・ノート」
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緑黄色社会
Shout Baby

キーボード編 文・鳥居克成

～バンドを支える王道キーボード・アレンジ～

　緑黄色社会は、2018 年にメジャー・デビューした男女混成バ

ンドだ。2020 年にアニメのエンディング・テーマとなったこの

楽曲は、彼らの代表曲とも言える。ポジティブに生きたい心の葛藤

が描かれている歌詞によくマッチした、スピード感溢れるアレンジ

が心地良い。各楽器の役割が明確で、バンド内のキーボードのポジ

ションも非常にわかりやすい。

　まず、出だしの静かな歌で始まる部分だが、クリーンな音色のギ

ター・アルペジオと共に高音で奏でる優しいエレクトリック・ピア

ノの伴奏に、後半から中低音のアコースティック・ピアノが加わる。

ドラマの導入部として次への展開を予感させるニクい演出だ。

　A メロでは、基本的に全音符でコード感を出し、ベース・ライン

を引き立てながら、ボーカルの隙間にうまくフレーズを入れている。

一転して、B メロではアルペジオになるのだが（譜例 1）、8 ビート

を刻んでいたドラムが細かいリズムになり、ベースは逆に大きなラ

インを弾いている。それらを引き立てるギターのコード・プレイと

オブリガートも特徴的で、B メロはこの楽曲で最もうまくバンド・

アンサンブルが表現されている部分だと言えるだろう。後半、スネ

アがさらに細かい 16 分音符で刻み、ロング・トーンでシャウトす

るボーカルに対して、ピアノが邪魔をしないように次のサビへ向か

うプレイに徹しているところもポイントだ。

　サビでは、ギターも細かくバッキングを刻んでいるため、ほぼキー

ボードにオブリガートが任されている。ピアノが全面的に前に出て

コード・バッキングでオブリガートを入れているが、ボーカルのメ

ロディーをしっかりとサポートしている。気づきにくいが、さりげ

なくオルガンがコード感をサポートしているところも見逃せない。

　全体的に王道なキーボード・アレンジで、バンドの一体感と押し

引きのセンスが個性となり、とてもバランスが良い。キーボーディ

スト、peppe の作る楽曲にはストレートでひねくれた要素がない、

とメンバーが言うように、プレイに関しても、音数が多いフレーズ

を「邪魔にならずに目立つ」ように弾くさじ加減は、彼女の持ち味

の1つだろう。

　イントロなどで出てくる印象的なシンセサイザー・フレーズの音

色は、Square 波（矩形波）とRamp波（傾斜波）で作られている。

Ramp 波は Saw 波（鋸歯状波）に似た攻撃的な音色だが、Saw 波

よりは少し柔らかい。透明感のあるボーカルの歌声とは対照的なシ

ンセサイザーの音色が良いコントラストを出している。コピーする

のであれば、Ramp 波の方の音を Square 波よりも 1 オクターブ上

に設定して、音量を7割ほどにするとバランスが良いだろう。

　2コーラス後の間奏は、大サビのメロディーをモチーフにしたシンセ

サイザーのフレーズがピアノと絡み合う。もし、バンドで1 人で演奏

するのであれば、シンセサイザーのフレーズを優先すると良いだろう。

すべてのパートを生かしたピアノ・アレンジ

シンセサイザーでボーカルとの対比を出す

参考にするなら、この曲もオススメ！

TOTO   　
Georgy Porgy

玉置浩二  　
メロディー

ロサンゼルスの一流ミュージシャンたちで
結成されたトトの1st アルバム『TOTO』
に収録されている名曲。ドラム、ベース、
ギター、キーボードがそれぞれの役割を果
たし、ボーカルを引き立てている。ピアノ
のリフが印象的。1978年リリース。

1996 年にリリースされ、ニュース番組
のエンディング・テーマに起用された玉
置浩二の 10 枚目のシングル。ギター・
アルペジオの後ろでさりげなく奏でられ
るエレクトリック・ピアノのコード感が、
歌も含めた全体を優しく包み込んでいる。

Music Theory

譜例　Bメロの歌の隙間を縫うピアノ・フレーズ
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「簡単に楽典を学びたい」と考えている女子高校生
ギタリスト、歌田メイ。そしてメイの近所に住んで
いて楽典に詳しい謎のロックおやじ、半ズボン先
生。メイの兄で先生の一番弟子、歌田ダンの 3 人。
彼女たちと一緒にマンガと文章による解説で楽し
く楽典を学びましょう！

著者：辻 伸介／作画：桝田道也

Music Theory
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「簡単に楽典を学びたい」と考えている女子高校生ギタリスト、歌田メイ。そしてメイの近所に住んでいて

楽典に詳しい謎のロックおやじ、半ズボン先生。メイの兄で先生の一番弟子、歌田ダンの 3 人。彼女たち

と一緒にマンガと文章による解説で楽しく楽典を学びましょう！

著者：辻 伸介／作画：桝田道也

Music Theory
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キャラクター紹介

歌田メイ

半ズボン先生 歌田ダン

音楽とギターをこよなく愛する軽音楽部所属の
女子高校生。師匠とアニキのちょっと変わった
レッスンから、楽典を部活動やバンドに役立て
ようと思っている。

メイの近所に住む楽典マスター。本名や
年齢、経歴などプロフィールは一切謎だ
が、楽典を「ロック」に教えてくれるメ
イの師匠。音楽的「格言」が好き。

メイの兄で、音楽にも詳しい。ギター
やバンドをもっと楽しんでもらうため
にメイを半ズボン先生に紹介。ちょっ
と抜けてる先生のサポート的存在。
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半ズボン先生登場！

　譜面の種類

譜面には、ケースによって使い分けられる様々な形式があります。

1.　フルスコア
　すべてのパートのすべてのフレーズが書かれた譜面のことです。日本語では「総譜」とも言いますが、ポピュ
ラー・ミュージックの場合はバンドスコアと呼ぶのが一般的です。

2.　パート譜
　メロディー譜（メロ譜）、ギター譜、ベース譜、ドラム譜、ピアノ譜（キーボード譜）など、それぞれのパー
トごとにまとめられた譜面のことです。必要であれば大譜表（段譜）で書かれます。

　①　メロディー譜（メロ譜）
　　　ボーカル（あるいはリード楽器）のメロディー、コードネーム、リピートマークなどが書かれた譜面の
　　　ことです。歌詞やコーラスパートも同時に書かれる場合もあります。

　②　ギター譜
　　　ギターのフレーズ、コードネーム、リピートマークなどが書かれた譜面のことです。演奏するギター
　　　の本数によって段譜になる場合やギターパートごとに分けて書かれる場合もあります。また、TAB譜
　　　が段譜の下段に書かれる場合もあります。

　③　ベース譜
　　　ベースのフレーズ、コードネーム、リピートマークなどが書かれた譜面のことです。ヘ音記号で書か
　　　れます。また、TAB譜が段譜の下段に書かれる場合もあります。

　④　ドラム譜
　　　ドラムのフレーズ、リピートマークなどが書かれた譜面のことです。ヘ音記号で書かれます。ドラム譜
　　　の五線の使い方は通常とは違い、音程や音符の長さを指示するのではなく打点の指示が主な目的となっ
　　　ています。コードネームが記される場合もあります。

　　※ドラム譜の記譜
　　　ドラム譜は、スネアドラム、バスドラム、ハイハットやシンバル類、その他の打楽器が合わさった形
　　　になっています。複数の楽器を１人で演奏しているイメージです。ぼう（符幹）の向きは見やすいよ
　　　うに、上半身で演奏するものは上向きに、下半身で演奏するものは下向きに表記します。

スネア タム類

バスドラム フロアタムフット・ハイハット ハイハット、シンバル系

ハイハット・クローズ

ハイハット・オープン
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　⑤　ピアノ譜（キーボード譜）
　　　ピアノやシンセサイザーのフレーズ、コードネーム、リピートマークなどが書かれた譜面のことです。
　　　基本的に段譜で書かれ、その場合は上段にト音記号（主に右手のフレーズ）、下段にヘ音記号（主に左
　　　手のフレーズ）が書かれます。

　⑥　タブ譜（TAB 譜）
　　　ギターやベースなどの弦楽器に使われる譜面で、線を弦に見立てて（下から順にギターなら6弦～ 1弦、
　　　ベースは4弦～1弦）使用します。また、符頭は指板のフレット数で表記します。正式には「タブラチュ
　　　ア譜」と言い、クラシックでも使われている記譜法です。

3.　省略型譜面
　主に、コードネーム、リピートマーク、キメなどのリズム的指示のみ書かれた譜面のことです。いわゆる白
地図のようなもので、演奏するメンバーそれぞれが自分のフレーズなどを書き込むための共通の台本として最
も多く使用されます。

　①　コード譜
　　　調号、コードネーム、リピートマークなどによる曲構成のみが書かれた譜面のことです。

　②　マスター譜
　　　メロディーとコード進行のみが書かれた譜面のことです。場合によっては、上段にト音記号で記すギター
　　　やピアノなどのフレーズ、下段にヘ音記号で記すベースとドラムのフレーズが書かれます。

　③　マスター・リズム譜（リズム譜）
　　　コード譜にキメのリズム符やシンコペーションの位置などが追加された譜面のことです。共通の必要事
　　　項が書かれた最もよく使われる譜面です。

　　※マスター・リズム譜に記載されていること
　　　・タイトルなどの楽曲の情報　　 ・テンポ、音部記号、拍子記号、調号などの演奏に関する情報
　　　・リピートマークなどの曲構成の情報　　 ・コードネーム　　　・リハーサルマーク
　　　・キメやブレイク、シンコペーションなどの決めごとのリズム符、あるいはフレーズ
　　　・口で説明するのは面倒な場合のフレーズなど　　 ・その他、注意点やメモ書き

市販の「バンドスコア」もフレーズのコピーには役立つが、省略型の譜面はページ数（紙の枚数）
も少なくて済むし、バンドメンバー全員が共通の譜面を持つことで構成を共有できるのでとても便
利だ。マスター・リズム譜は市販されていないので自分たちで作らなければならないが、作ること
によって楽曲を理解することもできるので、ぜひ挑戦してみよう！
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　セクションとリハーサルマーク

ポピュラー・ミュージックでは、メロディーやコード進行の一区切りのことをセクションと言います。長い
曲も短い曲も、激しい曲も穏やかな曲も、楽曲はセクションの積み重ねでできています。

1.　セクションの名前
　日本のポピュラー・ミュージックでは、一番キャッチーで楽曲の主題となるセクションのことを「サビ」あ
るいは「Cメロ」と言います。それに対して、物語の冒頭にあたる歌詞が付いたメロディーのことを「Aメロ」、
A メロとサビの間の歌詞が付いたメロディーのことを「B メロ」と言います。他に前奏（イントロ）、間奏、
後奏など、各セクションにそれぞれ名前が付いています。

2.　リハーサルマーク
　リハーサル（練習）を効率的に進めるために譜面に目印を付けて場所をわかりやすくしたものがリハーサル
マークです。すべての小節（あるいは主要な小節）に小節番号を振る場合もありますが、ポピュラー・ミュージッ
クではセクションごとにリハーサルマークを付けるのが一般的です。

　★リハーサルマークの例

リハーサルマークは、台本である譜面に書かれた「里程標」のようなものだ。市販のバンドスコ
アではイントロから順に ABC…と振ってあったり、上記とは違った言葉で書かれたりしているも
のもあるが、はっきり決まったものは無く慣例で行われているのが現状だ。しかし、Aメロは A 、
Bメロは B と振った方がわかりやすくて良いだろう。サビ始まりの曲はいきなり C から始まって
も構わない。練習時間短縮のためにもリハーサルマークを上手に使いこなそう！

イントロ（イントロダクション。前奏）に使用されます。略して In や I とだけ書く場合もあ
ります。歌が始まるまでにコード進行やテーマとなる楽器のメロディーが変化した場合には、 
Intro' や Intro2 などのように分けて書くこともあります。

A メロのセクションに使用されます。A メロに続くほぼ同じメロディーとコード進行で構成
されている部分は A' や A2 と表記されることもあります。欧米では詩節という意味から、
Verse（バース）とも言います。

B メロのセクションに使用されます。B メロとほぼ同じメロディーとコード進行で構成され
ている部分は B' や B2 と表記されることもあります。欧米ではサビへの橋渡しという意味で、
Bridge（ブリッジ）とも言います。

サビのセクションに使用されます。C メロとほぼ同じメロディーとコード進行で構成されて
いる部分や、リズム隊が演奏せず静かになる「落ちサビ」などは C' や C2 と表記されること
もあります。欧米では、Chorus（コーラス）とも言います。

大サビ。サビの後などに大きく展開するサビと違うメロディー部分に使用されます。

インター（インターバル）。歌の無い演奏部分に使用されます。

ソロ。ボーカルではないパートがメインとなって演奏する部分に使用されます。

後奏部分に使用されます。日本では造語で Outro（アウトロ）と言う場合もあります。

Intro 

A

B

C

D
Inter
Solo

Ending
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　マスター・リズム譜

ポピュラー・ミュージックのミュージシャンが使っているのは、ほとんどが「マスター・リズム譜」です。フ
ルスコアやパート譜を使って練習したりライブをすることはあまりありません。それはロック・ミュージシャ
ンが自分でフレーズを作っていったり、実際に演奏している時に感じたものを演奏することの方が多く、その
ためには全員に共通していることだけが記載されている「マスター・リズム譜」が便利で使いやすいからです。

※マスター・リズム譜の例
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音部記号ってなんだ？

　五線と小節線

ロックでもジャズでもクラシックでも、現代では五線譜を使って音楽を表記することが一般的です。すなわち
どんな音楽をやっていても「音楽の言語」の読み書きは一緒ということです。五線譜は、五線を小節線で縦に
区切ることで楽譜になります。

1.　五線
　音符を書き込んだ位置が高ければ高い音程、低ければ低い音程を表します。

2.　加線
　五線より高い音や低い音を書きたい場合は上下に加線します。

3.　小節線　

　①　縦線（じゅうせん）
　　　各小節を区切る縦の線のことです。小節線（バーライン）とも言います。

　②　複縦線（ふくじゅうせん）
　　　いくつかの小節による段階部分に引かれる縦２本の線のことです。ダブルバーライン、ダブルバーとも
　　　言います。セクションなどの区切れ目に使います。

　③　終止線（しゅうしせん）
　　　楽曲の終わりであることを示す右側のみ太い２本の線のことです。

譜面は他の誰かや未来の自分への伝達手段なので「見やすい」「わかりやすい」「伝わりやすい」が
基本だ！　後に出てくる小節線によるリピートマークも含め、小節線を上手に使って見やすい譜面
を書こう。

第5線
第4線
第3線
第2線
第1線

第4間
第3間
第2間
第1間

上第3線
上第2線
上第1線

下第1線
下第2線
下第3線

上第3間
上第2間
上第1間

下第1間
下第2間
下第3間

①縦線 ②複縦線 ③終止線
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　音部記号

五線譜に音符を書く時には楽器の音の高さに応じて五線を使い分けます。加線ばかりの譜面では読みにくいか
らです。音部記号によって特定の音を五線のどの位置に書くかを指定します。音部記号はいくつか種類があり
ますが、ロックをやるなら次の2つを覚えておけば問題ないでしょう。

1.　ト音記号（Ｇ Clef）
　下図の音がト音（Ｇ、ソ）であることを示します。中音域から高音域にかけての記譜に用いられ、高音部記

号とも言います。ロックではボーカル、ギター、キーボードなどに使われます。

2.　ヘ音記号（Ｆ Clef）
　下図の音がヘ音（Ｆ、ファ）であることを示します。低音域の記譜に用いられ、低音部記号とも言います。
ロックではベース、ドラムに使用しますが、音程を表記しないドラム譜の場合は打楽器用の音部記号を付記す
ることもあります。

　音部記号によって決められたＧ（ソ）やＦ（ファ）の音にそって、他の音符を書く位置が決まります。ト音
記号の最初のC（ド）とヘ音記号の最後のC（ド）は同じ音程を表しています。

音部記号は五線譜へ音符を書く時の位置を示すものなので、形と場所を正確に書く必要がある。特
に上下がズレると意味が変わってしまうので注意しよう。ドラム譜の場合は〝低音〟という扱いな
のか、ヘ音記号で書かれることもあるが、この場合は音程を表すものではない。

ト音記号 ヘ音記号 打楽器用

英語
イタリア語

日本語

C
ド
ハ

D
レ
ニ

E
ミ
ホ

G
ソ
ト

A
ラ
イ

B
シ
ロ

（C）
（ド）
（ハ）

F
ファ
ヘ

ト音記号

同じ音程

英語
イタリア語

日本語

C
ド
ハ

D
レ
ニ

E
ミ
ホ

G
ソ
ト

A
ラ
イ

B
シ
ロ

（C）
（ド）
（ハ）

F
ファ
ヘ

ヘ音記号
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楽譜やバンドスコアは楽曲を様々な記号や符号を使って表したものです。文字が読めないと本が読めな
いのと同じように、楽譜で使われている記号やルールを知らないと、やはり楽譜を読むことはできません。
ここでは、楽譜を読むために必要な基礎知識を紹介します。一度に覚えようとすると大変だと思います
ので、楽譜を見ていてわからない記号が出てきたら、その都度、このページを読み返してください。楽
器を演奏する上で欠かすことのできない知識なので、しっかりとマスターしていきましょう！

Music Theory
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楽譜やバンドスコアは、楽曲を様々な記号や符号を使って表したものです。文字が読めないと本が読めないのと
同じように、楽譜で使われている記号やルールを知らないと、やはり楽譜を読むことはできません。ここでは、
楽譜を読むために必要な基礎知識を紹介します。1 度に覚えようとすると大変だと思いますので、楽譜を見てい
て分からない記号が出てきたら、その都度このページを読み返してください。楽器を演奏する上で欠かすことの
できない知識なので、しっかりとマスターしていきましょう！

音程に関する表現

音部記号と音名

オクターブ記号

　楽譜では「五線譜」上の音符で音程を表現して
います。そして、その五線譜の音の高さを指定す
るのが「音部記号」です。音部記号と聞くと難し
く感じてしまうかもしれませんが、ト音記号やヘ
音記号のこと。ギターやキーボード、ボーカルな
ど音程が高い楽器はト音記号で、ベースなど音程
の低い楽器はヘ音記号で表します。
　また、音の高さ…つまりドレミ～を「音名」と
呼びます。ドレミ～というのは、実はイタリア語
なんです。英語で CDEFGAB と表す場合も多い
ので、一緒に覚えておくと良いでしょう。

　五線譜で超高い / 低い音程を表す場合、そのま
まではとても読みにくくなってしまいます。そこ
で、音程を 1 オクターブ上げたり下げたりして、
読みやすくするために使われるのが「オクターブ
記号」です。五線譜の上に 8va と書かれた場合、
点線で囲まれた範囲の音を楽譜に書かれた音より
1 オクターブ上で演奏する。逆に五線譜の下に書
かれた場合は、1オクターブ下で演奏します。
　上の楽譜で1小節目と2小節目は演奏するとき
には同じ音程（ラシドレ）で演奏します。3 小節
目と 4 小節目も同じです。見比べてみると、読み
やすさが全然違うのが分かりますね！

Music Theory
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変化記号

音符と休符の長さ

　音程を表す最小範囲は「半音」で、1 オクター
ブは 12 個の音程の組み合わせで出来ています。
楽譜上で、一時的に音程を半音上げ下げするとき
に使うのが「変化記号」です。♯が付いた場合には、
その音を半音上げ、♭の場合には半音下げて演奏
します。なお、半音というのは鍵盤やフレット 1
つ分の高さです。そして変化記号には、2 つの種
類があります。

 - 調号 -
　1 つ目が音部記号のすぐ右側に付けられた♯や
♭で、これを「調号」と呼びます。ここに♯や♭
がついている場合、その楽譜上のすべての小節で、
その効力が適用されます。オクターブにも関係な
く、すべての音を半音上げ下げして演奏します。
　調号は曲のキーにも関係しており、♯が付く場
合。♭が付く場合。そして変化記号の付く音や数
によって曲のキーが決まります。

 - 臨時記号 -
　一時的に半音上げ下げする場合に使われるの
が、音符のすぐ左に♯や♭を付ける「臨時記号」
です。臨時記号が付いた場合は、その小節内の音
に対してのみ有効。つまり、小節が変わってしまっ
た場合は、臨時記号の効力がリセットされるとい
うのが大切なポイントです。また、オクターブの
音に関しても効力がないので、その小節内で臨時

　楽譜上で音を表すのが「音符」です。楽譜（五
線譜）上のどこに置くかで音程を、そして音符の
形で音を鳴らす長さを表しています。また、逆に
音を鳴らさない長さを表現するのが「休符」です。
　まずは、右図を見ながら基本となる音符を覚え
ていきましょう。4 分音符（1 拍）の長さを「1」
として基準にするとわかりやすいと思います。
　音符や休符の中には、音符の右側に小さな点が
付いた「付点音符」や「付点休符」もあります。
この場合、元々の音符や休符に、その半分の長さ
をプラスした長さを表しています。
　また、1つの音を均等の長さに分ける音を「連符」
と呼びます。4 拍（全音符）の長さを 3 等分する
音は 4 拍 3 連。1 拍（4 分音符）の長さを 3 等
分する場合は 1 拍 3 連といった具合に表現しま
す。
　1 拍の中で、8 分音符や 16 分音符が連続して
使われる場合は、見やすくするために音符を繋い
で表示します。付点音符や 8 分音符と 16 分音符
の組み合わせもあるので、しっかりと覚えておき
ましょう。

記号が付いた音だけ、音程を変える、と覚えると
良いでしょう。
　例えば、譜例のような場合は調号で「ファ」に
♯が付いていますので、1 つ目の音はファ♯にな
ります。しかし、2 つ目の音には臨時記号として

ナチュラルが付いているので調号が効力を失いま
す。3 つ目の音も、同じ小節内ですので、臨時記
号が効力を発揮してファになります。臨時記号の
効果は、その小節だけで有効ですので、次の小節
からは、また調号通りの音になります。

長さに関する表現

▲譜例
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拍子記号

タイ

　4 拍子とか 3 拍子という言葉を聞いたことがあ
ると思いますが、1 小節の中にいくつの拍を入れ
るのかを決めるのが「拍子記号」です。拍子記号
は音部記号のすぐ右や、曲の途中で拍子が変わる
場所に○／△のように分数で表現されます。分母
は 1 拍として数える音符の種類を、分子では 1 小

節の中に入れる拍数を表します。例えば、ロック
やポップスで多い 4 ／ 4（4 分の 4）拍子の場合
は、4 分音符を 1 拍として数え（分母）、4 拍で 1
小節とする（分子）と読むことができます。
　例えば、6/8拍子の曲がある場合、数学的に約分
すると3／4となりますが、なぜ6／8と書くか

というと、前者は8分音符を1拍として捉えてい
るのに対し、後者は4分音符が1拍なのでリズム
としてはまったく違うものとして考える必要がある
からです。5 拍子や 7 拍子のような複雑な拍子や
曲の中で頻繁に拍子が変わるようなケースは、変
拍子と呼ばれます。

　同じ音程の音をつなげて、1 つの音符のように
演奏するのが「タイ」です。例えば、8 分音符と
8 分音符がタイでつながれた場合は 4 分音符の長
さで、4 分音符と 8 分音符がタイでつながれた場
合は付点4分音符の長さで演奏します。
　タイと間違えてしまいがちなのが「スラー」で
す。スラーは、音同士を滑らかにつないで演奏す
るという表現記号ですが、タイと同様に弧線でつ
なぐので、使い分けをしっかり覚えておく必要が
あります。
　タイとスラーの見分け方は簡単です。2 つの音
が同じ高さ（音程）ならタイ、違う音程であれば
スラーです。また、3つ以上の音をつなげる場合、
タイは隣同士の音をすべて弧線でつなげますが、
スラーの場合は最初の音と最後の音だけをつなげ
るという違いもあります。

　同じフレーズを繰り返して演奏するような場合、
様々な形に省略して書かれるケースが一般的です。
　ギターやキーボードのバッキングなどでよく使
われるのが、リズム符を使った省略方法。この場
合は、同じ音をリズム譜の長さで演奏します。
　また、ドラムやパーカッションなど、同じフレー
ズが小節単位で繰り返される場合、繰り返し記号
が使われます。

拍子に関する表現

省略表現
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　1曲の進行をそのまま楽譜にしてしまうと、ページが増えてしまい、逆に読みにくくなっ
てしまいます。そこで、1コーラス目と2コーラス目など、繰り返しで演奏するときには「反
復記号」を使って表示を省略します。
　下の譜例の場合、次のように進行していきます。　1→2→3→4→5→2→3→4→6→
7→2→3→4→8→9→10→ 11→ 9→10→ 12→ 13→ 14

　バンドスコアの場合、ギターやベースは五線譜
に加えて TAB 譜が併せて表示されているケース
がほとんどです。TAB 譜は、横線がギターやベー
スの各弦を表しています。そのためギターの TAB
譜は 6 本。ベースの TAB 譜は 4 本の横線が使わ
れています。音符は、たまの代わりにフレット数
が書かれます。開放弦の場合のフレット数は 0 で
す。

　ドラムの場合は、各パーツごとに五線譜に表示
されるのが一般的です。手で演奏するものは上向
き、足で演奏するものは下向きの音符で表示しま
す。

　その曲を演奏するテンポを表していま
す。テンポは、メトロノームと同じく基
準となる音符（通常は 4 分音符）が 1 分
間に何回刻まれるかによって表されます。

　この記号が書かれた場合は、すべての音
符をシャッフルさせて演奏させます。左
図のような場合は、8 分音符を 3 連符の
ノリに近づけていきます。

反復記号

TAB 譜

ドラム譜

その他

速度記号 バウンス記号
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　ギターやベースには、いろいろな奏法テクニックがあり、楽曲中で組み合わせて使われています。中でも登場頻度の高いものを厳
選して紹介します。ここではギターの場合の譜例になっていますが、ベースでもほぼ同様の表現が使われます。

ギターやベースの主要な奏法表現
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　3 音以上の音を組み合わせた和音を「コード」と呼びます。たくさんのコードの中から、特に使うことの多い 60 種類を厳選して
紹介します。60 種類も覚えるのは大変！　ですが、すべてを丸暗記する必要はありません。コード表を縦方向によーく見てみると、
音程に応じてフレットを平行移動していることが多いことに気付くでしょう。音程が半音上がる＝ 1 フレット分右にずれる、音程が
半音下がる＝1フレット分左にずれる…というギターの特性を理解すれば、必ずしもすべてのコードを覚える必要はありません。
　各弦を押さえる指も掲載していますが、絶対にその指で押さえなくてはダメということはありません。自分の押さえやすいフォー
ムを研究してみるのも良いでしょう。

よく使うコード表
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音楽／エンタメ業界の仕事 2023
業界全般：専門学校 ESP エンタテインメント東京

業界全般：専門学校東京ビジュアルアーツ

照明関係：専門学校名古屋ビジュアルアーツ
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ー ここ数年、人気のあるコースは何ですか？

澤田：最近では、DAW 系…いわゆる自分たち

で作品をクリエイトする「サウンドクリエイ

ター」と「レコーディング」が圧倒的に人気です。

ボーカルやギター、ベースなどの、いわゆる「プ

レイヤー系」よりも自分たちで作品を創るクリ

エイター、もしくはミキサーや録音機器を操作

しながら仕事にあたるレコーディングエンジニ

アを志望する学生が多いと感じています。

ー 入学前に、ある程度の演奏スキルや知識は

必要ですか？

澤田：音楽に限らず、多くの専門学校では、授

業は初心者に向けたものからスタートしますの

で、入学した段階で「ギターをバリバリに弾け

ないといけないのか？」とか「Mac をある程

度は触れないといけないのか？」という心配は

必要ありません。最初は初心者向けの授業から

始まりますが、最終的には業界への就職を目指

す学校ですので、どんどん高度なことを学んで

いきます。「専門学校は初心者に向けた学校」

ということを理解してもらいたいと思います。

ー 音楽／エンタメ業界でニーズが高く、人手

不足が叫ばれている職業は何でしょうか？

澤田：ギターの製作や管楽器の修理など、圧倒

的に「技術系」の成り手が足りていません。お

店で楽器を修理したり、メンテナンスをしたり

する販売店のリペアマンが不足しています。コ

ロナ禍による「巣篭もり需要」もあり、楽器の

売上が伸びているメーカーでは、工場の生産体

制が追いついていないところもあるなど、人手

が足りていないのはエンドユーザーに近い部分

なのかな…と感じています。

ー 音楽／エンタメ業界で、これからニーズが

高くなりそうな職種やスキルはありますか？

澤田：例えば、ギタリストやボーカリストを目

指している子たちにとっては、YouTube で簡

単に映像を公開したり、音源も自分たちで編集

／録音をし、配信まで行うなど、すべてをセル

フ・プロデュースできるので、それが仕事につ

ながりやすくなっています。ですので、パソコ

ンを使った作曲や録音、ミックスのスキルなど

を持っておくと、アーティスト志望の場合はと

ても良いと思います。スタッフ系については、

コロナ禍でライブに関する仕事場が減ってきて

いる部分もあるのですが、その中で台頭してい

るのが「配信ライブ」です。レコーディングや

配信に詳しい人が技術職として引っ張りだこな

ので、何かをクリエイトする仕事や「パソコン

が使える」というのは、今後もニーズが高まっ

てくると思います。

ー ここ数年、卒業生の選んだ就職先には、ど

ういう職種がありますか？

澤田：最近では、ある芸能プロダクションに

マネージャーとして入社し、某有名アーティ

ストのマネジメントを担当している卒業生が

います。ただ、近年はオーディションを受け

て、それに合格し、デビューを目指す…という

学生もいるのですが、それよりも在学中から

SNS のインフルエンサーとして活動したり、

TikToker として発信していると、それが大き

な話題となり、芸能事務所に所属…という例も

増えてきています。また、技術職で言うと、楽

器店に就職している学生が多いかなという印象

があり、本校では、母体である ESP の工場に

勤務する卒業生もいます。

ー 音楽／エンタメ業界で成功するための秘訣

は何でしょうか。3つほど教えてください

澤田：現時点でスキルを持っていなくても、何

も心配ありません。いつでも学び、手に入れる

ことができるからです。そのため、成功するた

めの 1 つ目の秘訣は「正しい知識を身につけ

られる環境にいること」ではないでしょうか。

専門学校での学びでも良いですし、「身近なと

ころに業界で仕事をしている人がいる…」とい

うのでも構いません。そういった環境に身を置

くことが大切だと思います。

　2 つ目は「その仕事を続けていきたいか？」

というのを突き詰めて、高校生のうちから考え

ておくことです。後悔しない将来設計をするた

めにも、まずは希望する職種に関することを

知っておくことが大切だと思います。

　3 つ目は「自分の強みを知っているか？」で

す。例えば、近年のオーディションでは「コー

ラスができるギタリスト」や「ラップができる

声優さん」など、自分が仕事にしたいと考えて

いることにプラスして、もう 1 つ得意なこと

があると、それが仕事に直結するシーンが多く

なっています。自分の好きなことを突き詰めて

いきつつ、他にも得意なことやスキルを伸ばし

ていけると、成功する確率がグッと高くなるの

で、まずは自分は何が得意なのかを見つけるこ

とが大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

何が得意なのかを何が得意なのかを
　　見つけること！　　見つけること！

音楽やエンターテインメントにまつわる職業

は多岐に渡りますが、一体どんな世界なので

しょうか。そこで、今回は求められるスキル

や目指す上での秘訣を専門学校 ESP エンタ

テインメント東京の澤田先生に伺いました。

▲ギターの製作工程を学び、加工や塗装などを行います

専門学校ESPエンタテインメント東京

業界全般



入学事務局（本館）
〒169-0075  東京都新宿区高田馬場3-3-19
TEL:03-3368-6840／FAX:03-3368-6815

0120-37-6986
https://www.esp.ac.jp/tokyo/

LINE YouTubeTwitter

体験授業・学科共通説明会・コース別オンライン個別相談会

音楽・芸能・楽器の専門学校

音楽芸能スタッフ科
アーティストスタッフコース
▶マネージャー/レコード会社専攻
▶ファンクラブ/デザイン専攻

レコーディングコース
PA&レコーディングコース
PAコース
照明コース
ライブハウスコース
ローディーコース
舞台製作コース
企画制作コース
音楽スタッフ総合コース
▶プロダクション専攻
▶サウンドエンジニア専攻
▶照明／映像専攻

音楽アーティスト科
ヴォーカルコース
ダンスヴォーカルコース
シンガーソングライターコース
ギターヴォーカルコース
サウンドクリエイターコース
ギターコース
ベースコース
ドラムコース

声優養成コース
▶演技専攻 ▶アーティスト専攻

俳優養成コース

声優芸能科

ピアノ調律コース
ピアノ／管楽器コース

ピアノ調律科

管楽器リペアコース
管楽器／打楽器コース

管楽器リペア科

ギター製作コース［2年制］
ギター製作総合コース［3年制］
▶ギター製作専攻
▶ギターリペア専攻
▶アンプ・エフェクター専攻
▶ギターデザイン専攻

□ 楽器技術研究科

ギタークラフト科

やりたいこと
が見つかる！

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
13 （日）月11   日 11（日）月  12   日9 （日）月10   日 29  月  日 1

26 （日）月 2  日 26 （日） 日 5 （日）月 3 月 3 日 

（日）

お申込み・体験授業の詳細はコチラ「平日学校見学会」・「オンライン学校説明会」等も開催中!
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ー ここ数年、人気のあるコースは何ですか？

木村：本校では音楽総合学科のうち、いわゆ

るスタッフ系のコース…「PA コース」「照明

コース」「レコーディングコース」が人気で、

ミュージシャンの分野では「サウンドクリエイ

ターコース」を志望する学生が急激に増えてい

る印象です。数年前までの同コースはゲーム音

楽を作ったり、いわゆる「職業作曲家」のよう

な要素が大きかったのですが、最近はサウンド

クリエイターを志望しながらも「歌いたい！」

とか「楽器を弾きたい！」という学生が増えて

おり、時代の流れもあり、少し「サウンドクリ

エイター」の意味合いが変わってきていると感

じています。入学者が伸びてきている要因とし

て考えられるのは、「ボカロ P」のような人た

ちが職業として、形になってきている部分が大

きいと思います。これまでは「趣味の延長」の

ようなイメージで捉えられていたと思うのです

が、現代では立派な仕事として成り立っている

ので、時代の変化を感じています。

ー 入学前に、ある程度の演奏スキルや知識は

必要ですか？

木村：スキルや知識がないから…といって、心

配する必要はまったくありません。音響や照明、

レコーディングの分野に関しては、ほとんどの

学生が初めて体験することばかりです。一方の

サウンドクリエイターやミュージシャンのコー

スは楽器の演奏経験がある方が良いのは間違い

ありませんが、楽器が弾けないからといって、

授業についていけなくなる…ということはあり

ません。

ー 音楽／エンタメ業界でニーズが高く、人手

不足が叫ばれている職業は何でしょうか？

木村：今、人手不足が叫ばれているのは「映

像」の分野です。コロナ禍で無観客配信が一般

化したことも手伝って、ライブハウスでの公演は

配信がメインになっている部分があり、お店のス

タッフが配信のことを勉強し、手がけているとこ

ろが多くなっています。映像の専門業者にお願

いをして、外注でライブ配信を行っているところ

もありますが、どうしても費用がかかってしまい

ます。そのため、そういった予算が確保できな

いところでは、ライブハウスのスタッフが兼業で

配信を行っており、「PAもやれますが、映像も

少しわかります！」という人がライブハウスで大

活躍していると聞いています。実際、「そういう

人はいませんか？」という求人の相談が本校に

も届いています。正真正銘の映像のプロフェッ

ショナルが欲しいわけではなく、ライブハウスの

運営スタッフとして働きつつ、映像の知識もある

…という人が求められているようです。

ー ここ数年、卒業生の選んだ就職先には、ど

ういう職種がありますか？

木村：学生時代にギター＆ボーカルをやって

いた子が「NS エンタテインメント」という会

社でアシスタント・マネージャーの仕事をして

いたり、イベントホールの設備や機材の管理・

修繕をはじめ、ホールの空き状況を管理する

仕事に就いている卒業生がいます。いずれも

ミュージシャン分野の卒業生です。「PA コー

ス」では、音響機器メーカーの「ヒビノ」やプ

ロオーディオの総合プロダクションである「タ

ムコ」が人気です。「レコーディングコース」では、

渋谷にある「Bunkamura Studio」に例年研

修でお世話になっており、そのまま内定をいた

だくことが多い傾向にあります。

ー 音楽／エンタメ業界で成功するための秘訣

は何でしょうか。3 つほど教えてください

木村：文字にしてしまうと、当たり前のように

思われてしまうかもしれないのですが、秘訣は

「挨拶」「時間厳守」「どれだけ音楽が好きか？」

という3 つだと思います。いずれも常識で、簡

単なように聞こえますが、ポイントはそれらの

「深さ」だと考えています。

　例えば、「挨拶」といっても、「おはようござ

います！」と元気に言えたから良いのではなく、

コミュニケーション能力を駆使して、ちゃんと

目を見ながら、そこから「いかに話を膨らます

ことができるか？」という点が大切です。

　「時間厳守」についても、決められた時間ちょ

うどに到着するのではなく、10 分前には着く

ようにしておくなど、「+α」の能力や配慮が

必要だと思います。

　3 つ目の「どれだけ音楽が好きか？」という

点は「実際に現場で仕事をしている人たちと同

じくらいに音楽が好きか？」という観点で考え

ることが重要です。「好き！」と口にするのは

簡単なことですが、それは自分の中の物差しで

しかないので、「誰よりも音楽が好き！」という

くらいまでのめり込み、好奇心を持って臨むこ

とができる姿勢が大切です。

　この 3 つの要素を高校生のうちに身に付け

ておけると、音楽やエンターテインメントのど

の業種や仕事でも続けていくことができ、自

分の夢に近づけると思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

ポイントは好きなポイントは好きな
ことの「深さ」ですことの「深さ」です

音楽やエンターテインメントにまつわる職業

や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界

なのでしょうか。そこで、今回は求められる

スキルや目指す上での秘訣を専門学校東京ビ

ジュアルアーツの木村先生に伺いました。専門学校東京ビジュアルアーツ

▲表現者としてのスキルやノウハウも学ぶことができます

業界全般



〒102-0081 東京都千代田区四番町11 www.tva.ac.jp

Adachi学園グループAdachi学園グループ

0120-64-6006

お問い合わせ

東京ビジュアルアーツ 入学相談室

Email：info@tva.ac.jp

設置学科：音楽総合学科／映像学科／マスコミ出版•芸能学科／写真学科／特殊メイク学科／パフォーミングアーツ学科／ダンス学科

Sound Creator Course
Public Address Course
Stage Lighting Course

Recording Course

Drums Course
Bass Course

Guitar Course
Vocal Course

Vocal / Guitar / Bass / Drums RecordingStage LightingPublic AddressSound Creator

授業は実習をメインに、業界の第一線で活躍するプロが少人数体制で直接指導。徹底的に
現場を意識した設備・環境の中で学びながら、2年間で現場の即戦力となる人材へと導きます！音楽総合学科G e n e r a l  M u s i c

D e p a r t m e n t

ミュージシャンではボーカルやプレイヤーのパート別レッスン、
課題曲でのバンドレッスン、スタッフではライブホールで PA・
照明体験、スタジオでサウンドクリエイターのお仕事を体験しよう！

TVAオープンキャンパス

現役で活躍するプロの先生や在校生が丁寧にサポートするので、ぜひお気軽にご参加ください！

ご予約はこちら！

経験不問 参加無料 要予約

■来校
■オンライン

SPECIAL DREAM CAMPUS開催！
参加特典満載の特別イベント！

ご予約はこちら！

実際に見て、ふれて、パンフレットだけではわからない学びの楽しさを発見するチャンス！

4 /16 ( S U N ) , 23 ( S U N ) , 30 ( S U N ) 開催日時：4/2(日) 13:30～16:00
☆春のスペシャルライブ開催！
在校生＆講師の先生によるライブを
体験しよう！
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ー 照明にまつわる仕事全般について教えてく

ださい

野田：照明の仕事はコンサートやイベントをは

じめ、演劇やテレビなど、様々な演目に携わる

ことになります。具体的には、それぞれの現場

に相応しい灯体や機材を選ぶところから始ま

り、現場で色味や動きをプログラミングし、本

番では曲のキッカケや事前に決められたタイミ

ングに合わせてスイッチを押して、明かりをコ

ントロールする…という仕事です。

　本校に入学する学生の大半はコンサートやラ

イブを見て、照明に興味を持った…という人が

多いのですが、その他にも、単純にお芝居を見

たり、音楽を聴くのが好きで、そういった中で

「自分も裏方として、この業界の仕事に携わり

たい」という動機で進学を希望する学生もたく

さんいます。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教えて

ください

野田：特に「入学前に、これをした方が良いで

す」というものはないのですが、実際に仕事を

していく中で電流や電圧といった「電気」の知

識が必要になるので、それらの簡単な復習がで

きると良いですね。また、機材の重量や積載量

を計算する場面も多々あるので、数学の知識も

今のうちから蓄えておけると、将来も役立てる

ことができると思います。

　仕事になると、好き／嫌いにかかわらず、い

ろいろな分野の照明に携わったり、様々なジャ

ンルの音楽を聴いたり、お芝居を見たり…とい

うことが多くなるので、学生のうちからライブ

映像やミュージックビデオを見たり、音楽番組

を視聴するなど、いろいろな映像作品を見て、

その中で「かっこ良いな…」と思った照明や演

出のメモを取り、自分の知識としておくのは高

校生のうちからできて、実際に照明の仕事に携

わることになってからも生かしていけることで

はないでしょうか。

　なお、楽器を演奏できたり、譜面が読めると

いうのは、できるに越したことはないですが、

必須ではありません。照明のプランを考える際

に、いわゆる「譜割」といって、A メロが何小

節で、B メロが何小節で…という数え方をす

るので、そういう場面では軽音楽部や吹奏楽部

出身の人は入り込みやすいのではないでしょう

か。コンサート系の照明に携わるのであれば、

そのスキルは重宝すると思います。一方、演劇

系の照明はまったく異なり、「決められたキッ

カケを逃さずに反応する」という反射神経に通

じる部分の方が重要なので、楽譜を読めたり、

楽器を演奏できるというのは、そこまで重要な

ポイントではないと考えています。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

野田：照明の効果は目に見えてわかるものなの

で、出演者や観客の反応を身近に感じられると

ころが楽しい部分だと思います。実際に演者の

方から「この曲の、あの照明がかっこ良かっ

た！」と言っていただけたり、コロナ禍以前の

ことになりますが、コンサートの現場でも会場

がザワザワ…としている中、定刻になって会場

が暗転し、「おお～！」という大歓声を聞くこ

とができるなど、照明に対するレスポンスを肌

で感じられるのが醍醐味です。そのキッカケを

照明担当である自分が握っているので、責任重

大なのですが、やりがいを感じられるシーンの

1つだと思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

野田：どうしても、本番前日は夜遅くまでの作

業になりがちなので、大変な部分の 1 つです。

加えて、野外でのコンサートの場合は空が暗く

ならないと照明が映えないので、必然的に夜間

の仕事になります。また、照明の仕事は大きな

機材を運んだり、重たい灯体を取り付ける場面

も多々あるので、体力に自信のない人は大変に

感じてしまうかもしれません。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3つほど教えてください

野田：一番大切なことは、コンサートやイベン

トなどを「好きでいること」だと思います。好

きだからこそ、頑張ろう！と思えますし、夜遅

くの作業になってしまっても、かっこ良くしよ

う！という思いがあるなど、気持ちの部分が挙

げられます。

　2 つ目は、たくさんの人たちと協力して、1

つのものを作り上げることができる「協調性」。

3 つ目は、新しい機材や技術が次々と登場した

り、便利な環境が整ってきている中で、常に新

しいことに挑戦し、学ぼうとする「チャレンジ

精神」です。照明の仕事は学校で教わること以

上に、現場で学ぶことが多いので、どんなこと

でも勉強するぞ！という気持ちで取り組める姿

勢が大切だと思います。

音楽／エンタメ業界の仕事 2023

観客の反応を肌で観客の反応を肌で
感じられる仕事です感じられる仕事です

音楽やエンターテインメントに関する職業や業

界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なの

でしょうか。今回は照明にまつわる仕事につ

いて、専門学校名古屋ビジュアルアーツ／音

響学科 照明コースの野田先生に伺いました。専門学校名古屋ビジュアルアーツ

▲ミュージシャンを交えたホールでのライブ実習の様子

照明関係










